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句
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直
江
木
導
句
集 

水
の
音 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
直
江
木
導
（
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
～
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
）
は
近
江
彦
根
藩

士
。
上
松
氏
に
生
ま
れ
た
が
、
直
江
氏
の
養
子
と
な
り
、
光
任
と
名
乗
っ
た
。
別
号
に
阿
山
人
。
姓
は
「
奈

越
江
」
と
も
書
く
。
芭
蕉
晩
年
（
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
か
ら
七
（
一
六
九
四
）
年
）
頃
）
に
蕉
門
に
入

っ
た
最
晩
年
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
が
、
森
川
許
六
が
記
し
た
「
風
俗
文
選
」
の
「
作
者
列
傳
」
に
は
「
木

導
は
、
江
州
龜
城
の
武
士
な
り
。
直
江
氏
。
自
ら
阿
山
人
と
號
す
。
師
翁
、
奇
異
の
逸
物

い
ち
も
つ

と
稱
す
」（
原
文

は
漢
文
）
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
芭
蕉
が
自
ら
の
「
古
池
や
」
と
併
称
し
て
絶
賛
し
た
と
す
る
一
句
に
、 

  

春
風
や
麥
の
中
行
く
水
の
音 

 
 

 

木
導 

 

が
あ
り
、
本
句
集
の
名
も
そ
れ
に
因
ん
で
い
る
。
但
し
、
何
故
か
、
本
句
は
本
文
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

因
み
に
、
私
は
、「
柴
田
宵
曲 

俳
諧
随
筆 

蕉
門
の
人
々 
木
導 

一
」
と
、
同
「
二
」、
及
び
、
同
「
三
」

の
総
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
電
子
化
注
を
終
え
て
い
る
。
木
導
を
殆
ん
ど
御
存
じ
な
い
方
は
、
ま
ず
、
そ
ち
ら
を
通

読
さ
れ
て
よ
り
、
こ
の
句
集
を
読
ま
れ
た
方
が
よ
ろ
し
い
か
と
存
ず
る
。
な
お
、
そ
こ
で
私
が
注
し
た
も
の

は
、
こ
こ
で
は
原
則
、
注
さ
な
い
つ
も
り
で
あ
る
（
読
み
や
意
味
が
若
い
読
者
に
は
難
し
い
と
判
断
し
た
部
分

に
は
煩
を
厭
わ
ず
、
再
注
し
て
は
お
い
た
）。 

 

本
句
集
は
木
導
の
遺
稿
句
集
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
柴
田
宵
曲 

俳
諧
随
筆 

蕉
門
の

人
々 

木
導 

一
」
に
示
さ
れ
た
通
り
、
原
稿
自
体
は
木
導
が
亡
く
な
る
享
保
八
年
六
月
二
十
二
日
（
一
七

二
三
年
七
月
二
十
三
日
）
の
一
ヶ
月
前
の
五
月
上
旬
に
外
姪
勇
水
に
記
さ
せ
て
句
集
「
水
の
音
」
と
し
て
脱

稿
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

底
本
は
、
写
本
か
ら
初
め
て
本
句
集
が
二
百
三
年
も
の
後
に
出
版
の
日
の
目
を
見
た
と
こ
ろ
の
、
野
田

別
天
楼

べ
つ
て
ん
ろ
う

（
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
～
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
：
俳
人
。
備
前
国
邑
久
郡
磯
上
村
（
現

在
の
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）
出
身
。
本
名
は
要
吉
。
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
よ
り
正
岡
子
規
の
指
導
を
受

け
て
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
な
ど
に
投
句
し
た
。
教
職
に
あ
っ
て
報
徳
商
業
学
校
（
現
在
の
報
徳
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
）
校
長
を
務
め
た
。「
京
阪
満
月
会
」
で
は
幹
事
を
務
め
、
松
瀬
青
々
の
『
倦
鳥

け
ん
ち
ょ
う

』
の
同
人
と
し

て
関
西
俳
壇
で
活
躍
、
そ
の
後
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に
『
雁
来
紅

が
ん
ら
い
こ
う

』
を
創
刊
・
主
宰
す
る
な
ど
し

た
。
俳
諧
史
の
研
究
で
は
潁
原
退
蔵
と
親
交
が
あ
っ
た
）
開
題
（
マ
マ
）。
安
井
小
洒

し
ょ
う
し
ゃ

（
明
治
一
一
（
一
八

七
八
）
年
～
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）
は
俳
人
で
蕉
門
を
中
心
と
し
た
俳
文
学
研
究
家
に
し
て
兵
庫
の

「
な
つ
め
や
書
荘
」
店
主
。
本
名
は
知
之
）
の
校
訂
に
な
る
「
蕉
門
珍
書
百
種
」（
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）

年
蕉
門
珍
書
百
種
刊
行
会
刊
）
の
「
第
十
一
編
」
の
「
水
の
音
」
の
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
画
像
を
視
認
し
て
、
起
こ
し
た
。 

 

句
の
間
は
一
行
空
け
た
。
句
は
底
本
で
は
均
等
割
付
で
あ
る
が
、
再
現
し
て
い
な
い
。
踊
り
字
「
〱
」
は
、

正
字
化
す
る
か
、「
々
」
に
代
え
た
。
前
書
は
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
あ
る
が
、
同
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。 

 

既
に
述
べ
た
通
り
、
ど
う
し
て
も
必
要
と
私
が
判
断
し
た
部
分
、
私
自
身
が
躓
い
た
箇
所
に
の
み
、
注
を

附
し
た
。
清
音
表
記
が
甚
だ
し
く
多
い
こ
と
と
、
送
り
が
な
の
送
り
方
も
、
か
な
り
悪
い
。
し
か
し
、
江
戸
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の
俳
諧
撰
集
で
は
こ
れ
は
常
識
の
レ
ベ
ル
で
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
貰
え
れ
ば
、
ど
れ
も
決
し

て
難
読
で
は
な
い
。
若
い
読
者
を
意
識
し
て
多
少
は
サ
ー
ビ
ス
し
て
読
み
を
示
し
た
が
、
基
本
、
自
身
で
詠

ん
で
映
像
を
想
起
さ
れ
た
い
。
そ
れ
が
発
句
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
但
し
、
底
本
に
は
最
後
に
編
者
野
田
別
天

楼
が
「
開
題
」
の
最
後
の
方
で
、『
解
説
』
と
し
て
、
実
に
十
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
詳
細
な
各
部
注
（
箇
条
書
き
）

を
纏
め
て
お
ら
れ
る
（
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ
の
終
わ
り
か
ら
五
行
目
の
『
水
の
音
解
說
』
の
次
の
行
以
降
）。
し

か
し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
配
し
た
の
で
は
、
如
何
に
も
注
と
本
文
を
比
較
し
難
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ら
を
分
割
し
て
【
注
】
と
し
て
句
な
ど
の
後
に
配
し
た
。
そ
の
際
、
頭
に
あ
る
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
部

分
は
、
こ
こ
で
は
意
味
が
な
い
の
で
、
省
略
し
た
。 

 

私
は
木
導
死
後
の
二
百
九
十
七
年
後
の
今
、
全
世
界
の
人
が
、
ど
こ
か
近
代
俳
句
の
感
覚
へ
と
通
底
し
て

い
る
よ
う
な
、
忘
れ
ら
れ
た
木
導
の
句
群
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
そ
の
一
助
を
担
う
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
光
栄
に
思
う
も
の
で
あ
る
。
彼
の
纏
ま
っ
た
テ
ク
ス
ト
も
、
ま
た
本
格
的
な
評
釈
も
、
少
な
く
と
も

私
は
ネ
ッ
ト
ど
こ
ろ
か
、
活
字
本
で
も
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

【
二
〇
二
〇
年
九
月
十
六
日 

藪
野
直
史
】］ 
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印 

 

 

治
國
に
亂
を
わ
す
れ
さ
る
は
武
士
の
常
な
り
其
常
に
干
里
の
雲
路
は
る
か
の
國
々
の
風
俗
を
尋
ね
味
ひ 

 

よ
く
知
る
を
さ
し
て
是
を
兵
法
に
因
間
内
間
と
い
ふ
、
此
一
す
し
を
兼
て
求
を
か
は
や
と
風
雅
を
種
と
な

し
て
は
せ
を
庵
の
松
の
扉
を
た
た
き
翁
の
流
を
五
老
井
と
共
に
汲
つ
く
す
事
三
十
年
か
れ
こ
れ
の
便
を
つ

た
ひ
蕉
門
の
俳
友
と
こ
ろ
と
こ
ろ
に
數
を
つ
く
せ
り
其
あ
ら
ま
し
を
五
老
井
雨
夜
物
か
た
り
に
お
よ
び
ぬ

れ
は
翁
し
は
ら
く
目
を
ふ
さ
き
奧
齒
を
か
み
し
め
皺
の
手
を
は
た
と
打
謀
略
の
た
く
ま
し
き
を
深
か
ん
じ

玉
ふ
と
也
か
の
折
か
ら
予
か
麥
の
中
行
水
の
音
を
も
聞
た
ま
ひ
て
翁
曰
い
に
し
へ
伊
勢
の
守
武
か
小
松
生

ひ
な
て
し
こ
咲
る
い
は
ほ
哉
我
か
古
池
や
か
は
す
飛
込
水
の
音
今
木
導
か
麥
の
中
行
水
の
音
此
三
句
は
い

つ
れ
も
万
代
不
易
第
一
景
曲
玄
妙
の
三
句
也
誠
に
脇
を
な
し
あ
た
へ
ん
と
許
子
に
な
か
れ
に
麥
を
か
ゝ
せ

て
か
け
ろ
ふ
い
さ
む
花
の
糸
口
と
筆
を
と
り
給
ひ
し
を
初
と
な
し
て
い
ひ
捨
し
句
と
も
と
り
あ
つ
め
阿
山

の
鎭
守
に
奉
納
せ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
山
下
木
導
自
序 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

印 
 

 

印 
 

 

【
注
】「
兵
法
に
因
間
内
間
と
い
ふ
」。
兵
法
は
孫
子
を
指
す
。
孫
子
用
間
第
十
三
に
「
用
間
有
ㇾ
五
。
有
二

因
間
一

、
有
二

内
間
一

、
有
二

反
間
一

、
有
二

死
間
一

、
有
二

生
間
一

。」
と
見
ゆ
。
こ
の
因
間
を
一
本
に
は
鄕
間
に

作
れ
り
。
荻
生
徂
徠
の
說
に
は
、
鄕
間
の
方
正
し
と
い
へ
り
。
鄕
間
と
は
敵
の
鄕
民
を
此
方
の
間
者
と
し
て

川
ひ
る
こ
と
。
内
間
と
は
敵
の
内
に
ゐ
る
人
を
此
方
の
間
者
に
使
ふ
こ
と
。 

「
五
老
井
」。
森
川
許
六
の
別
號
。
江
州
彥
根
の
武
士
、
名
は
百
仲
、
字
は
羽
官
、
又
菊
阿
佛
と
い
ふ
。 

「
麥
の
中
ゆ
く
水
の
音
」。
上
五
「
春
風
や
」
な
り
。 

「
伊
勢
の
守
武
」。
伊
勢
内
宮
の
神
官
。
薗
田
長
官
中
川
半
太
夫
と
い
ふ
。
俳
諧
道
の
鼻
祖
。 

「
小
松
生
ひ
な
で
し
こ
咲
る
い
わ
ほ
哉
」。
こ
の
句
を
守
武
の
作
と
あ
れ
ど
、
實
は
飯
尾
宗
祇
編
の
新
撰
菟

玖
波
集
に
あ
る
智
薀
法
師
の
作
に
し
て
、
連
歌
の
發
句
で
あ
る
。 

「
誠
に
脇
を
な
し
あ
た
へ
ん
」。「
誠
に
」
は
「
試
に
」
の
誤
か
と
思
は
る
。 

「
許
子
」。
許
六
の
こ
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
自
序
は
底
本
の
こ
こ
か
ら
。
な
お
、
以
下
の
句
部
の
冒
頭
も
そ
う
だ
が
、
最
初
の

「 

印 

」
は
、
底
本
で
は
本
文
よ
り
頭
一
字
分
、
上
が
っ
て
い
る
が
、
必
要
性
を
認
め
な
い
の
で
再
現
し

な
か
っ
た
。
な
お
、
別
天
樓
の
解
説
注
は
（
底
本
の
こ
こ
か
ら
）、
二
行
に
亙
る
場
合
は
一
字
下
げ
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
再
現
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
自
序
に
つ
い
て
は
、「
柴
田
宵
曲 

俳
諧
随
筆 

蕉
門
の

人
々 

木
導 

一
」
で
も
宵
曲
が
全
文
を
示
し
て
い
る
が
、
私
は
宵
曲
の
示
す
ま
ま
に
無
批
判
に
読
ん
で
し

ま
い
、
別
天
樓
の
指
摘
す
る
句
の
誤
り
に
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
自
白
し
て
、
注
を
追
加
し
て
お

く
。 

「
新
撰
菟
玖
波
集
」
室
町
後
期
の
準
勅
撰
連
歌
集
。
全
二
十
巻
。
宗
祇
ら
の
撰
。
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年

成
立
。
永
享
年
間
（
一
四
二
九
年
～
一
四
四
一
年
）
以
降
の
約
六
十
年
間
の
作
品
約
二
千
五
十
句
を
収
録
す

る
。
代
表
歌
人
は
心
敬
・
宗
砌

そ
う
ぜ
い

・
専
順
な
ど
。 

「
智
薀
法
師
」
蜷に

な

川が
わ

智ち

蘊う
ん

（
？
～
文
安
五
（
一
四
四
八
）
年
）
は
室
町
時
代
の
武
士
で
連
歌
作
者
。
新
右
衛
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門
親
当

ち
か
ま
さ

と
称
し
た
。
室
町
幕
府
に
政
所
代
と
し
て
仕
え
た
。
和
歌
を
正
徹
に
、
連
歌
を
梵
灯
庵
主
に
学
び
、

一
休
に
参
禅
し
た
。「
竹
林
抄
」
の
「
連
歌
七
賢
」
の
一
人
。「
新
撰
菟
玖
波
集
」
に
六
十
六
句
が
入
集
す
る
。

句
集
に
「
親
当
句
集
」
が
あ
る
。
彼
の
「
小
松
生
ひ
な
で
し
こ
咲
る
い
わ
ほ
哉
」
は
、「
新
撰
菟
玖
波
集
」

の
版
本
を
持
た
な
い
た
め
、
手
古
摺
っ
た
が
、「
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
」
の
「
日

本
古
典
籍
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
」「
新
撰
菟
玖
波
集
」
を
最
初
か
ら
何
度
か
全
篇
を
視
認
す
る
中
で
「
卷
第
十
九
」

の
こ
ち
ら
に
（
右
頁
最
終
行
）、「
小
松
お
ひ
な
て
し
こ
さ
け
る
い
は
ほ
か
な
」
と
発
見
出
来
た
。 

「
阿
山
下
」
不
詳
。
三
重
県
阿
山

あ

や

ま

郡
阿
山
が
嘗
て
あ
り
、
こ
こ
は
滋
賀
県
と
の
県
境
で
あ
っ
て
、
滋
賀
県
甲

賀
市
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
と
接
し
て
は
い
る
が
、
彦
根
と
は
あ
ま
り
に
遠
過
ぎ
る
。
ま
た
、

底
本
の
別
天
樓
氏
の
解
題
に
は
『
こ
の
集
は
木
導
の
住
め
る
彦
根
の
阿
山
の
鎭
守
に
奉
納
し
た
も
の
と
の
こ

と
』
と
あ
り
、
彦
根
藩
士
で
あ
る
彼
が
住
ん
だ
場
所
は
、
句
か
ら
見
て
も
、
現
在
の
彦
根
の
琵
琶
湖
に
近
い
場

所
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
彼
の
別
号
「
阿
山
人
」（
恐
ら
く
は
読
み
は
「
あ
さ
ん
じ
ん
」）
も
そ
の
地
名
（
或

い
は
通
称
）
に
因
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彦
根
市
に
「
阿
山
」
の
地
名
も
、
神
社
の
名
も
見
当
ら
な
い

の
で
あ
る
。
当
初
、
滋
賀
県
彦
根
市
石
寺
町
に
あ
る
荒
神
山
（
こ
う
じ
ん
や
ま
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー

タ
）
の
異
名
か
と
思
っ
て
調
べ
た
が
、
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。］ 

    

印 
 

 
 

四 
 

季 
 

不 
 

同 

 

黑
雲
に
く
は
つ
と
日
の
さ
す
紅
葉
哉 

 

虛
無
僧
の
對
の
出
立
の
袷
か
な 

 

と
つ
と
吹
ク

風
や
鶉
の
聲
の
上 

 

杉
と
過
ぎ
木
す
た
ふ
こ
ゑ
や
夜
の
鹿 

 

う
つ
す
り
と
水
增
雲
や
雁
の
聲 

 

白
魚
の
す
ヘ
り
馴
た
る
い
か
り
か 

 

雌
メ
ン
ト
リ

を
見
か
へ
す
鷄
の
寒
サ

哉 

 

生
壁
に
ぬ
り
込
門
の
落
葉
か
な 

 

地
紙
箱
脇
に
か
い
込
ム

あ
わ
せ
哉 

【
注
】「
地
紙
箱
」
扇
の
地
紙
に
て
、
扇
に
張
る
べ
く
裁
ち
た
る
厚
き
紙
、
そ
れ
を
納
め
る
箱
の
こ
と
。 

 

http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200006531&pos=400&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200006531&pos=400&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200006531&pos=400&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200006531&pos=400&lang=ja
http://codh.rois.ac.jp/iiif/iiif-curation-viewer/index.html?pages=200006531&pos=400&lang=ja
https://www.google.com/maps/place/%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E7%94%B2%E8%B3%80%E5%B8%82/@34.8878497,136.1109203,11.5z/data=!4m8!1m2!2m1!1z5LyK6LOA5biC6Zi_5bGx!3m4!1s0x60015f108f2fb321:0x96dacd3e423b46de!8m2!3d34.9179595!4d136.1797428
https://www.google.com/maps/place/%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E7%94%B2%E8%B3%80%E5%B8%82/@34.8878497,136.1109203,11.5z/data=!4m8!1m2!2m1!1z5LyK6LOA5biC6Zi_5bGx!3m4!1s0x60015f108f2fb321:0x96dacd3e423b46de!8m2!3d34.9179595!4d136.1797428
https://www.google.com/maps/place/%E8%8D%92%E7%A5%9E%E5%B1%B1/@35.2327448,136.1973757,15z/data=!4m5!3m4!1s0x60017fe832ed2c69:0x9684852358ed2c8a!8m2!3d35.2335852!4d136.1973014


ぬ
り
枕
う
る
し
く
さ
ゝ
よ
夏
座
敷 

 

明
月
に
鳴
て
出
ぬ
か
ほ
と
ゝ
き
す 

 

水
鼻
に
泪
も
添
ふ
る
ね
こ
の
戀 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ね
こ
」（
猫
）「
の
戀
」
は
春
の
季
題
。］ 

 

初
雪
や
爪
燕
脂
の
つ
く
雪
礫 

 

う
つ
く
し
き
指
櫛
持
や
す
ま
ふ
捕ト

リ 

 

ふ
り
わ
け
に
蒔
や
白
米ケ

壺シ

紅ヘ

藍ニ
ノ

花 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
思
う
に
、「
白
米
壺
」
の
「
米
」
は
「
芥
」
の
字
の
書
写
の
誤
り
で
は
な
か
ろ

う
か
？ 

「
芥
壺
」
で
は
意
味
が
判
ら
ぬ
が
、
読
み
に
従
う
な
ら
、「
白し

ろ

芥
子

け

し

」
を
想
起
出
来
る
。
ケ
シ
（
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
目
ケ
シ
科
ケ
シ
属
ケ
シ 

P
a
p
a
ver so

m
n
iferu

m
）
の
園
芸
品
種
で
花
が
白
色
の
も
の
で
あ
る
。
以

下
の
「
べ
に
の
は
な
」、
則
ち
、
ベ
ニ
バ
ナ
の
種
と
、
成
長
し
て
花
を
咲
か
せ
た
後
の
紅
白
の
美
し
い
景
を

想
起
さ
せ
、
心
理
上
の
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
意
識
に
昇
る
よ
う
に
木
導
は
確
信
犯
で
詠
ん
で
い
る
。
］ 

 

眞
白
に
寒
し
ほ
凉
し
若
狹
鯛 

 

夏
草
や
毛
の
ぬ
け
替
る
黑
の
馬 

 

鳥
居
よ
り
奧
て
鳴
け
り
ほ
と
ゝ
き
す 

 

二
階
か
ら
二
階
へ
送
る
新
酒
か
な 

 

雁
金
の
聲
ひ
き
ま
は
す
入
江
か
な 

 

屛
越
に
さ
ら
し
呼
け
り
あ
け
ひ
草 

【
注
】「
屏
越
に
」。
塀
越
に
同
じ
。 

 

牛
臭
き
風
の
あ
つ
さ
や
小
松
原 

 

明
月
や
撞
ク

入
あ
ひ
の
か
ね
の
上 

 

振
袖
を
小
だ
て
に
と
る
や
鷄
合 

  
 

 

月
し
ろ
と
い
ふ
題
を
と
り
て 



月
代シ

ロ

に
大
津
支
度
や
し
ほ
つ
ふ
ね 

【
注
】「
月
代
に
大
津
支
度
や
し
ほ
つ
ふ
ね
」。
䀋
津
は
近
江
淺
井
郡
に
あ
り
。
琵
琶
湖
北
岸
の
港
。
句
意
は

䀋
津
よ
り
大
津
通
ひ
の
船
が
、
月
代
時
に
出
帆
の
用
意
を
な
し
ゐ
る
こ
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
月
代

つ
き
し
ろ

」
は
「
月
」「
月
の
出
」
の
こ
と
。 

「
し
ほ
つ
」「
䀋
津
」
塩
津
。
現
在
の
西
浅
井
町

に
し
あ
ざ
い
ち
ょ
う

塩
津

し

お

つ

浜は
ま

附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。］ 

 

駒
鳥
の
か
う
し
に
鳴
や
か
き
つ
は
た 

 

み
り
ん
酒
に
醉
ふ
た
る
顏
や
朧
月 

 

客
ふ
り
に
一
入
ほ
む
る
ふ
く
へ
か
な 

 

垣
越
に
い
ひ
あ
わ
せ
け
り
藥
く
ひ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
わ
せ
」
は
マ
マ
。］ 

  
 

 

五
老
井
の
墓
に
詣
て 

一
本
の
樒
に
添
る
野
菊
か
な 

 

鶯
や
此
一
聲
を
□
□
が
梅 

【
注
】「
鶯
や
此
一
聲
を
□
□
か
梅
」。
一
聲
を
の
下
、
原
本
に
「
補
之
」
ら
し
き
文
字
あ
り
。
意
義
不
明
の

爲
、
或
は
誤
讀
な
ら
ん
こ
と
恐
れ
て
、
缺
字
と
な
せ
り
。 

 

う
く
ひ
す
や
ほ
つ
こ
り
と
夜
の
明
ル

空 

 

出
か
は
り
や
火
を
吹
く
顏
の
は
つ
か
し
き 

 

う
ち
あ
け
る
ぬ
れ
た
る
桑
や
五
月
雨 

 

野
猪

イ
ノ
シ
ヽ

の
い
か
り
毛
は
し
る
あ
ら
れ
か
な 

  
 

 

五
老
井
の
山
櫻
短
册 

さ
つ
と
吹
さ
つ
と
散
り
け
り
山
さ
く
ら 

 

か
け
ろ
ふ
を
た
よ
り
に
の
ほ
る
雲
雀
哉 

  
 

 

小
野
寺
法
樂
寺
は
眞
言
の
古
地
に
て
常
ニ

經
文
を
書
き
て
草 

 
 

 

野
川
へ
流
シ

侍
る 

か
は
す
乘
ル

經
木
は
卒
都
婆
小
町
な
り 

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92529-0701+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E8%A5%BF%E6%B5%85%E4%BA%95%E7%94%BA%E5%A1%A9%E6%B4%A5%E6%B5%9C/@35.3536913,135.8491471,10.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60018b28018da9dd:0x1cb6b4b2c5b881e9!8m2!3d35.5156671!4d136.1713543
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92529-0701+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E8%A5%BF%E6%B5%85%E4%BA%95%E7%94%BA%E5%A1%A9%E6%B4%A5%E6%B5%9C/@35.3536913,135.8491471,10.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60018b28018da9dd:0x1cb6b4b2c5b881e9!8m2!3d35.5156671!4d136.1713543


【
注
】「
蛙
乘
る
經
木
は
卒
都
婆
小
町
な
り
」。
謠
曲
卒
都
婆
小
町
に
、
小
野
小
町
年
老
い
て
零
落
し
、
卒 

都

婆
に
腰
か
け
て
憩
へ
る
狀
を
記
せ
り
。
經
木
に
乘
れ
る
蛙
は
、
卒
都
婆
に
腰
か
け
た
る
小
町
の
類
ぞ
と
い
ふ

意
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
法
樂
寺
」
は
地
名
と
読
ん
だ
。「
草
野
川
」
は
滋
賀
県
長
浜
市
を
流
れ
る
が
、
そ
の
南

東
直
近
に
、
滋
賀
県
長
浜
市
法
楽
寺
町
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
東
で
接
し
て

小
野
寺
町
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
見
当
違
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
御
指
摘
戴
き
た
い
。
］ 

 

爪
と
り
て
い
と
心
地
よ
し
春
の
雨 

 

繪
草
紙
を
摺
て
買
け
り
春
の
風 

 

五
月
雨
に
𤾣
た
る
狀
や
嶋
問
屋 

【
注
】「
𤾣
た
る
狀
や
」。
𤾣
字
誤
あ
ら
ん
。「
さ
び
」
と
訓
む
べ
き
か
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
𤾣
た
る
狀
や
」
は
「
ば
く
た
る
さ
ま
や
」
と
読
み
、「
𤾣
」
は
「
黴か

び

」
の
意
で
あ
る
。

私
は
特
に
誤
字
と
は
思
わ
な
い
。］ 

 

三
ヶ
月
に
あ
ま
さ
れ
て
鳴
千
と
り
哉 

 

う
く
ひ
す
や
面
テ

つ
か
ひ
て
鳴
キ

出
す 

 

更
ル
ほ
と
汗
く
さ
く
な
る
お
と
り
か
な 

 

半
鐘
の
音
さ
へ
渡
る
霜
夜
か
な 

 

庭
石
を
賣
ル

塲
凉
し
手
水
鉢 

 

手
垢
に
て
ひ
か
る
柱
の
寒
サ

か
な 

 

大
坂
て
元
服
す
る
や
す
ま
ひ
と
り 

 

川
壹
つ
道
一
筋
の
や
な
き
か
な 

 

御
命
講
や
今
年
の
わ
た
て
綿
帽
子 

【
注
】「
御
命
講
」。「
オ
メ
イ
コ
ウ
」
と
訓
む
。
大オ

御ミ

影エ
イ

供ク

の
訛
と
い
ふ
。
陰
曆
十
月
十
三
日
日
蓮
上
人
の

忌
日
に
營
む
法
會
の
こ
と
。 

 

臘
八
や
や
け
と
の
手
を
は
耳
の
鐶 

【
注
】「
臘
八
や
や
け
と
の
手
を
ば
耳
の
鐶
」。
臘
八
は
十
二
月
八
日
の
こ
と
。
こ
の
日
釋
尊
が
菩
提
樹
下
に

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0223+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E6%B3%95%E6%A5%BD%E5%AF%BA%E7%94%BA/@35.4266737,136.3257678,15.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60022fb3e17bef49:0x9d2cc567077a1de8!8m2!3d35.4255591!4d136.3366831
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0223+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E6%B3%95%E6%A5%BD%E5%AF%BA%E7%94%BA/@35.4266737,136.3257678,15.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60022fb3e17bef49:0x9d2cc567077a1de8!8m2!3d35.4255591!4d136.3366831
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0223+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E6%B3%95%E6%A5%BD%E5%AF%BA%E7%94%BA/@35.4266737,136.3257678,15.25z/data=!4m5!3m4!1s0x60022fb3e17bef49:0x9d2cc567077a1de8!8m2!3d35.4255591!4d136.3366831


て
曉
星
を
見
て
成
道
せ
ら
れ
た
因
緣
に
よ
り
、
佛
徒
に
成
道
會
を
修
し
粥
を
煑
て
食
ふ
。
こ
の
句
『
芭
蕉
門

古
人
眞
蹟
』
に
收
め
た
る
木
導
直
筆
に
は
「
火
傷
に
つ
か
む
耳
の
釻
」
と
あ
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鐶
」「
釻
」
と
も
に
「
く
わ
ん
」（
現
代
仮
名
遣
「
か
ん
」）
と
音
読
み
す
る
が
、
私
は

こ
れ
は
前
の
「
耳
の
」
か
ら
「
た
ぶ
」
と
読
み
た
く
は
な
る
が
、
恐
ら
く
は
「
ク
ワ
ン
」
で
あ
ろ
う
。
無
論
、

摘
ま
ん
だ
の
は
耳
朶

み
み
た
ぶ

に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
だ
が
、
成
道
会

じ
ょ
う
ど
う
え

の
そ
の
夜
に
は
別
天
樓
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
通
り
、

「
臘
八
粥
」
を
炊
い
て
食
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は
そ
の
粥
を
煮
て
い
る
折
り
か
ら
、
熱
い
粥
鍋
に
触
れ

て
し
ま
っ
て
思
わ
ず
耳
朶
を
摘
ま
ん
だ
と
い
う
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
句
に
し
た
も
の
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
「
臘
八
粥
」
は
釈
迦
が
成
道
す
る
直
前
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
と
い
う
長
者
の
娘
か
ら
乳
糜

に
ゅ
う
び (

粥
に
牛
乳
を
加

え
た
も
の) 

を
施
さ
れ
て
、
体
力
を
回
復
し
た
こ
と
に
因
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
り
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
は
必
ず

や
、
装
飾
と
し
て
耳
環

み

み

わ

を
し
て
い
た
に
違
い
な
い
と
想
起
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
臘
八
粥
を
炊
い
て
い
た
の

は
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
乙
女
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？ 

さ
す
れ
ば
、
彼
女
の
可
愛
い
耳
朶

を
か
く
言
い
擬
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？ 
な
お
、「
鐶
」
・「
釻
」
は
同
義
で
、
本
来
は
本
邦
で
は
机
・

簞
笥
な
ど
の
引
出
に
付
い
て
い
る
小
さ
な
金
属
製
の
小
さ
な
輪
状
に
な
っ
た
引
き
取
手
を
指
す
こ
と
が
多

い
。
無
論
、
こ
れ
を
木
導
独
り
の
景
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。
そ
の
場
合
の
「
ク
ワ
ン
」
は
淋

し
い
諧
謔
と
な
る
。
そ
れ
で
も
よ
い
が
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
木
導
が
可
哀
そ
う
だ
と
思
う
私
が
い
る
の
で

あ
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
俟
つ
。
］ 

 

白シ
ラ

禿ク

風ホ

の
小
僧
も
寒
し
梅
の
花 

【
注
】「
白シ

ラ

禿ク

風ホ

」。
し
ら
く
ぼ
は
又
「
し
ら
く
も
」
と
も
い
ふ
。
兒
童
の
頭
に
生
ず
る
瘡
の
一
種
、
白
く
て

鱗
の
ご
と
き
狀
を
な
す
。 

 

荷
口
と
く
奈
良
の
團
扇
や
ほ
と
ゝ
き
す 

 

雲
水
の
僧
の
取
卷
き
ぬ
た
か
な 

 

初
雪
や
あ
し
あ
と
は
皆
女
中
達 

 

秋
ふ
か
く
も
て
な
す
ふ
り
や
花
す
ゝ
き 

 

五
位
鷺
の
糞
の
に
ほ
ひ
や
夏
木
立 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
糞
に
右
傍
線
を
引
く
が
、
版
組
の
ス
レ
と
と
っ
て
示
さ
な
い
。］ 

 

傾
城
の
お
わ
れ
て
出
る
や
松
に
藤 

 

あ
せ
く
さ
き
簑
の
雫
五
月
雨 

 

麥
は
黃
に
早
苗
は
靑
し
ほ
と
ゝ
き
す 

 



虎
の
皮
蠟
虎
の
皮
や
冬
こ
も
り 

【
注
】「
虎
の
皮
蠟
虎
の
皮
や
冬
こ
も
り
」。「
獵
虎
」
正
し
。
海
獸
の
名
「
ら
つ
こ
」
と
讀
む
。
毛
柔
軟
に

し
て
毛
皮
の
最
上
品
と
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ラ
ッ
コ
（
一
属
一
種
の
食
肉
目
イ
タ
チ
科
カ
ワ
ウ
ソ
亜
科
ラ
ッ
コ
属
ラ
ッ
コ 

E
n
h
yd

ra
 

lu
tris

。
三
亜
種
い
る
が
、
本
邦
に
関
わ
る
の
は
、E

n
h
yd

ra
 lu

tris lu
tris

（
基
亜
種
。
千
島
列
島
・
コ
マ
ン
ド

ル
ス
キ
ー
諸
島
（
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
東
百
七
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
諸
島
）
に
分
布
。
大
型

で
頭
骨
が
幅
広
く
、
吻
部
が
短
い
）
と 

E
n
h
yd

ra
 lu

tris ken
yo

n
i

（
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
か
ら
ア
ラ
ス
カ

州
南
部
に
原
産
。
基
亜
種
に
比
べ
て
頭
骨
が
短
く
、
吻
が
長
い
）
の
二
亜
種
で
あ
る
）
の
皮
は
江
戸
時
代
に

は
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
の
北
方
交
易
や
東
北
か
ら
の
移
入
に
よ
っ
て
既
に
知
ら
れ
て
い
た
。
ラ
ッ
コ
の
記
載

は
江
戸
中
期
の
木
導
と
同
時
代
人
で
あ
る
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類
」
に
「
獵
虎

（
ら
つ
こ
）」
と
し
て
載
っ
て
い
る
（
リ
ン
ク
先
は
私
の
電
子
化
注
）
。
な
お
、「
ラ
ッ
コ
」
は
「
臘
虎
」
と

も
書
く
。
書
写
す
る
際
に
崩
し
を
読
み
間
違
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
］ 

 

暮
の
鐘
き
か
す
に
し
ほ
む
芙
蓉
哉 

 

三
味
線
の
音
に
は
り
合
ぬ
ほ
た
ん
か
な 

 

傾
城
の
か
は
ゆ
か
り
け
り
團
扇
う
り 

 

小
座
敷
の
客
の
土
產
や
水
仙
花 

 

内
井
戶
の
音
も
凉
し
や
魚
の
店た

な 

 

靑
天
に
か
も
め
の
聲
の
早
苗
哉 

 

御
命
講
や
十
夜
參
り
に
す
り
か
け
る 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
先
の
別
天
樓
の
注
に
あ
る
通
り
、「
御
命
講

お

め

い
こ

う

」
は
陰
暦
十
月
十
三
日
の
日
蓮
上
人
の
忌

日
に
営
ま
れ
る
法
会
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
浄
土
宗
で
所
謂
、「
お
十

じ
ゅ
う

夜や

」、
「
十
夜
念
仏
法
要
」、
旧
暦

十
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
の
十
夜
に
亙
っ
て
行
わ
れ
る
念
仏
勤
行
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。
さ
れ
ば
、
こ
の
句

は
「
お
十
夜
」
の
称
名
念
仏
の
そ
れ
対
し
て
、
数
珠
を
擦
っ
て
、
殊
更
に
声
高
に
お
題
目
を
挙
げ
て
い
る
さ

ま
を
詠
ん
だ
も
の
か
。］ 

 

竹
馬
に
曾
我
兄
弟
や
門
の
雪 

 

こ
ほ
こ
ほ
と
馬
も
痎
行
枯
野
か
な 

 

揚
技
屋
を
供
に
つ
れ
行
凉
み
か
な 

 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-2c3c71.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/04/post-2c3c71.html


元
日
や
神
の
鏡
に
餅
の
影 

 

川
音
を
左
右
に
結
ふ
柳
か
な 

 

明
月
に
東
坡
か
腰
は
駑ド

馬
の
沓 

 

破
魔
弓
や
菊
は
い
も
う
と
梅
は
兄 

 

う
く
ひ
す
や
唇
う
す
き
觜
の
さ
き 

 

鶯
や
さ
ゝ
や
ひ
て
と
る
歌
か
る
た 

 

杉
か
わ
を
い
た
ゝ
く
賤
の
あ
わ
せ
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
わ
せ
」
マ
マ
。「
袷
」
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
あ
は
せ
」
が
正
し
い
。

以
下
同
じ
。］ 

 

梶
原
も
簑
着
て
聞
や
ほ
と
ゝ
き
す 

 

散
た
び
に
齒
に
こ
た
へ
け
り
け
し
の
花 

 

に
ん
ど
う
の
花
の
に
ほ
ひ
や
杜
宇 

 

出
女
の
羽
あ
り
を
ふ
る
ふ
あ
わ
せ
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
わ
せ
」
は
マ
マ
。
既
注
。「
出
女
」
は
「
で
を
ん
な
」
で
、
各
地
の
宿
場
に
い
た
客

引
き
女
の
こ
と
を
指
し
、
多
く
は
売
春
婦
を
兼
ね
た
。］ 

 

眞
黑
に
わ
ら
や
ね
ふ
き
や
雲
の
峰 

 

六
月
の
松
の
葉
色
や
く
も
の
み
ね 

 

煤
拂
の
支
度
て
搗
や
麥
の
秋 

 

尺
八
に
持
そ
へ
行
や
か
き
つ
は
た 

 

上
氣
す
る
顏
ひ
や
し
た
る
柳
か
な 

 

明
月
や
江
は
さ
わ
さ
わ
と
鶴
の
聲 

 



押
合
て
目
白
の
あ
た
た
る
火
燵
か
な 

 

細
々
と
道
一
筋
や
鹿
の
聲 

 

ぬ
り
物
に
う
つ
ろ
ふ
影
や
菊
の
花 

 

初
雪
や
矢
箆
竹
植
る
路
次
の
内 

【
注
】「
初
雪
や
矢
箆
竹
植
る
路
次
の
内
」。
矢ヤ

箆ノ

竹ダ
ケ

は
矢
幹
に
用
ひ
る
竹
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
矢
幹
」
は
「
や
が
ら
」。
矢
柄
。
矢
の
主
た
る
幹
の
部
分
。
鏃

や
じ
り 

と
矢
羽
根
を
除
い
た

箇
所
。
多
く
は
篠
竹
で
作
る
。
こ
れ
自
体
を
「
篦の

」「
矢
篦

や

の

」
と
も
呼
ぶ
。］ 

 

い
な
つ
ま
の
拍
子
に
な
け
る
す
ま
ふ
哉 

 

藁
筆
に
手
を
あ
ら
せ
け
り
冬
籠
り 

  
 

も
カ 

か
う
ふ
り
の
影
お
ほ
ろ
な
り
梅
の
月 

【
注
】「
か
う
ふ
り
の
影
お
ほ
ろ
な
り
梅
の
月
」。
原
本
「
か
う
ふ
り
」
と
書
き
、「
ふ
」
の
右
傍
に
「
も
カ

」

と
記
記
せ
り
。
蝙
蝠
は
古
名
「
カ
ハ
ホ
リ
」
と
い
ひ
、
音
便
に
て
「
カ
ウ
ホ
リ
」
と
い
ひ
、
又
「
カ
ウ
モ
リ
」

と
呼
ぶ
。 

 

す
ま
ふ
と
る
腹
に
つ
き
け
り
蛬
蝱

ア

ブ

の
聲 

【
注
】「
蛬
蝱

ア

ブ

」。
蟲
の
名
、
單
に
蝱
と
書
き
、
虻
と
も
書
く
。 

 

山
ぶ
り
に
ぬ
れ
て
そ
出
ル

渡
り
鳥 

 

嵯
峨
小
倉
お
ち
あ
の
ふ
て
鳴
小
鹿
か
な 

 

葛ベ

花ニ

菜タ
ケ

や
明
ヶ
野
の
び
く
に
な
つ
か
し
き 

【
注
】「
葛ベ

花ニ

菜タ
ケ

や
明
ヶ
野
の
び
く
に
な
つ
か
し
き
」。「
び
く
」
は
竹
に
て
作
れ
る
籠
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
菌
界
担
子
菌
門
ハ
ラ
タ
ケ
亜
門
ハ
ラ
タ
ケ
綱
ベ
ニ
タ
ケ
目
ベ
ニ
タ
ケ
科
ベ
ニ
タ
ケ
属 

R
u
ssu

la
 

の
ベ
ニ
タ
ケ
（
紅
茸
）
類
の
茸
。
同
属
に
は
多
数
の
種
が
含
ま
れ
る
（
赤
く
な
い
種
も
あ
る
）
の

で
同
定
は
出
来
な
い
。
食
用
種
も
あ
る
が
、
有
毒
種
も
有
意
に
含
ま
れ
、
毒
性
の
有
無
も
よ
く
判
っ
て
い
な

い
種
も
あ
る
。
貝
原
益
軒
の
「
大
和
本
草
」
で
は
「
卷
之
九 

草
之
五
」
の
「
菌
類
」
に
、『
紅
菰
』
で
立

項
し
、
右
に
「
ベ
ニ
タ
ケ
」
左
に
「
シ
モ
コ
シ
」
と
ル
ビ
し
て
、『
色
如
二

胭
脂
一

、「
常
熟
縣
志
」
に
出
づ
。

又
、
別
に
赤
色
な
る
菌
あ
り
。
是
、「
本
草
」「
芝
栭
類
」
の
「
葛
花
菜
」
な
る
か
。
霜
後
、
山
野
に
生
ず
』

と
あ
る
。「
本
草
綱
目
」
の
そ
れ
は
、「
卷
二
十
八
」
の
「
菜
之
四
」
に
出
る
、 

 
 

 

＊ 



葛
花
菜
【「
綱
目
」。】 

釋
名
葛
乳
。
時
珍
曰
、『
諸
名
山
皆
有
之
。
惟
太
和
山
采
取
云
、
乃
葛
之
精
華
也
。
秋
霜
浮
空
、
如
芝
、
菌

涌
生
地
上
、
其
色
赤
脆
、
蓋
蕈
類
也
』。 

氣
味
苦
、
甘
。
無
毒
。 

主
治
醒
神
、
治
酒
積
【
時
珍
「
太
和
山
志
」。】。 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
て
、
食
用
で
無
毒
と
す
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
明
代
だ
か
ら
当
て
に
な
ら
ぬ
（
種
同
定
が
出
来
ぬ
し
、

化
生
説
み
た
よ
う
に
葛
の
精
華
だ
な
ど
と
も
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
）。
そ
も
そ
も
が
益
軒
の
異
名
と
す
る

本
邦
の
「
シ
モ
コ
シ
」
に
し
て
も
、
ハ
ラ
タ
ケ
目
キ
シ
メ
ジ
科
キ
シ
メ
ジ
属
シ
モ
コ
シ 

T
rich

o
lo

m
a
 a

u
ra

tu
m

 

で
あ
る
が
、
本
種
は
、
色
は
黄
色
か
ら
黄
褐
色
、
中
央
部
は
や
や
赤
褐
色
を
帯
び
（
画
像
見
る
限
り
で
は
有

意
に
は
赤
く
は
見
え
な
い
）、
困
っ
た
こ
と
に
、
信
頼
出
来
る
キ
ノ
コ
・
サ
イ
ト
で
も
多
く
が
食
用
と
す
る

も
の
の
、
一
部
の
記
載
で
は
、
海
外
で
同
属
の
近
縁
種
で
中
毒
例
が
あ
り
、
慎
重
を
有
し
、
多
く
食
す
る
の

は
危
険
と
す
る
記
事
も
あ
る
。
だ
い
た
い
か
ら
し
て
木
導
の
見
た
そ
れ
が
、
ベ
ニ
タ
ケ
類
で
あ
っ
た
か
も
判

ら
ぬ
。
赤
い
茸
は
幾
ら
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
食
対
象
と
し
て
木
導
が
見
た
可
能
性
は
、
私

は
極
め
て
低
い
と
思
う
。
そ
れ
は
鮮
や
か
に
「
紅
色
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
映
像
が
生
き
る
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
は
彼
の
視
覚
的
な
懐
か
し
さ
で
あ
り
、
彼
が
そ
の
茸
を
と
っ
て
食
お
う
と
思
っ
て
い
る
と
は
微
塵
も
思

わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
食
欲
の
ベ
ク
ト
ル
が
少
し
は
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
同
じ
懐
か

し
さ
を
視
覚
的
に
与
え
て
く
れ
た
魚
籠

び

く

で
獲
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
何
物
か
に
対
し
て
の
み
で
あ
ろ
う
。］ 

 

馬
を
賣
る
き
ほ
ひ
に
出
る
す
ま
ふ
哉 

 

木
曾
路
か
ら
近
江
路
行
は
柳
か
な 

 

な
て
し
こ
の
内
ま
た
く
ゝ
る
す
ま
ふ
哉 

【
注
】「
な
て
し
こ
の
内
ま
た
く
ゝ
る
す
ま
ふ
哉
」。
こ
ゝ
の
「
な
て
し
こ
」
は
可
愛
い
子
供
の
こ
と
。
子
供

相
手
に
相
撲
の
眞
似
を
し
て
ゐ
る
と
き
、
體
の
小
さ
い
子
供
が
親
の
内
股
を
潜
り
ぬ
け
る
滑
稽
を
叙
し
た

も
の
。
但
し
か
ゝ
る
場
合
の
相
撲
を
秋
の
季
題
と
し
て
扱
ふ
こ
と
は
宜
し
く
な
い
。 

 

吐
逆
し
て
胸
や
く
る
し
き
ね
こ
の
戀 

【
注
】「
吐
逆
し
て
」。
吐
逆
は
「
サ
ク
リ
」
と
讀
む
。
吃
逆
が
正
し
い
。
訛
つ
て
「
シ
ヤ
ツ
ク
リ
」
と
も
い

ふ
。 

 

き
の
ふ
か
ら
雨
を
持
た
る
や
な
き
か
な 

 

風
筋
を
角
に
請
行
を
し
か
か
な 

 

休
む
間
は
齒
を
み
か
き
け
り
相
僕
と
り 

 



く
れ
の
鐘
聞
入
も
せ
す
鳴
か
わ
つ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
わ
つ
」
マ
マ
。「
蛙
（
か
は
づ
）」。］ 

 

講
釋
の
座
に
う
つ
む
く
や
菊
の
は
な 

 

大
木
の
榎
の
下
や
秋
の
く
れ 

 

組
合
て
馬
屋
へ
落
る
す
ま
ふ
か
な 

 

散
る
花
に
猪
の
身
ふ
る
ひ
や
杉
の
奥 

 

樫
の
木
に
か
た
む
く
月
の
寒
サ

か
な 

 

酒
桶
に
聲
の
ひ
ゝ
き
や
蛭
子
講 

 

鬠
結
に
あ
せ
の
し
み
こ
む
暑
さ
哉 

【
注
】「
鬠
結
に
」。
鬠
は
「
鬙
」
正
し
。
亂
れ
た
る
髮
、
こ
ゝ
に
て
は
「
カ
ミ
」
と
の
み
讀
む
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鬠
」
の
下
部
は
「
會
」
で
、
音
は
「
カ
ツ
・
ガ
チ
・
カ
イ
・
ケ
」（
現
代
仮
名
遣
。
こ

こ
で
は
以
下
同
じ
）
で
、
訓
は
「
た
ば
ね
る
・
も
と
ゆ
い
」
で
あ
る
の
に
対
し
、「
鬙
」
の
下
部
は
「
曾
」

で
、
音
「
ソ
ウ
」
で
、
訓
は
「
み
だ
れ
る
」
で
あ
る
。
而
し
て
「
鬙
結
」
で
「
か
み
ゆ
ひ
」
と
読
む
に
し
て

も
、
意
味
は
結
っ
た
髪
が
崩
れ
乱
れ
て
そ
れ
に
汗
が
染
み
込
む
と
い
う
風
に
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
ち
ょ

っ
と
不
親
切
な
表
記
だ
と
感
じ
る
。］ 

 

御
命
講
の
し
ゆ
す
に
ま
つ
は
る
𣏐
子
か
な 

【
注
】「
御
命
講
の
し
ゆ
す
に
ま
つ
は
る
𣏐
子
か
な
」。「
し
ゆ
す
」
は
「
珠
數
」
な
り
。
手
に
珠
數
を
か
け

て
飯
を
盛
る
樣
子
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
𣏐
子
」
は
「
し
や
く
し
（
し
ゃ
く
し
）」
で
「
杓
子
」
に
同
じ
い
。
飯
を
盛
っ
た
り
、

汁
な
ど
を
掬
っ
た
り
す
る
道
具
。
一
般
に
飯
用
の
も
の
は
「
杓
文
字

し

ゃ

も

じ

」
と
い
う
か
ら
、
こ
こ
も
そ
れ
で
読
ん

で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。］ 

 

炭
の
手
て
生
に
か
ゝ
る
や
水
仙
花 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
老
婆
心
乍
ら
、「
炭す

み

の
手て

で
生い

け
に
か
か
る
や
水
仙

す
い
せ
ん

花く
わ

」
と
読
む
。］ 

 

く
れ
合
に
硫
黃
の
薰カ

ザ

や
窓
の
雪 

 

出
替
り
や
笈
さ
が
さ
れ
し
門
手
形 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
門
手
形
」
は
「
紋
手
形
」
で
手
の
跡
。］ 

 



海
ち
か
し
雪
吹
に
ふ
く
む
松
の
音 

 

簀
卷
か
ら
𥂁
の
し
つ
く
や
春
の
雨 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
𥂁
」「
鹽し

ほ

」
の
異
体
字
。
］ 

 

し
め
り
た
る
伊
勢
の
宮
笥
や
春
の
雨 

【
注
】「
伊
勢
の
宮
笥
」。「
宮
笥
」
は
「
ミ
ヤ
ゲ
」
と
讀
む
。
土
產
の
こ
と
。「
ミ
ヤ
ゲ
」
は
も
と
「
都

ミ
ヤ
コ

笥ケ

」

の
略
に
て
、
都
の
苞
苴

ツ

ト

と
い
ふ
意
た
れ
ば
、
伊
勢
參
り
の
土
產
物
を
「
宮
笥
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
は
「
柴
田
宵
曲 

俳
諧
随
筆 

蕉
門
の
人
々 

木
導 

二
」
で
本
句
に
注
し
て
、「
土

産
」
の
『
語
源
は
、
伊
勢
参
宮
に
行
け
た
人
が
郷
里
の
人
々
へ
伊
勢
神
宮
の
お
守
り
の
入
っ
た
小
箱
を
持
ち
帰

っ
た
の
が
そ
れ
、
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
こ
は
普
通
の
何
か
の
土
産
で
も
あ
ろ
う
か
（
無
論
、
御
札
で
も
よ

い
）、
そ
れ
が
今
降
っ
て
い
る
春
雨
と
い
う
よ
り
、
長
い
伊
勢
か
ら
の
帰
り
の
道
中
の
湿
り
、
そ
の
人
の
温
も

り
と
な
っ
て
、
貰
っ
た
作
者
に
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
』
と
注
し
た
。
別
天
樓
の
説
と
比
べ
る
と
、

私
の
示
し
た
方
が
句
解
の
深
さ
を
よ
り
増
し
て
呉
れ
る
と
思
う
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
。］ 

 

繩
帶
を
又
引
し
め
る
寒
サ

か
な 

 

永
キ

日
や
馬
淵
繩
手
の
馬
の
聲 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
近
江
国
蒲
生
郡
馬
淵
縄
手
。
現
在
の
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
馬
淵
町
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ

プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
附
近
。
日
野
川
の
右
岸
に
当
た
る
。
因
み
に
、
サ
イ
ト
「
袈
裟
匠 

草
戸
庵
」

に
「
江
州
馬
淵
縄
手
御
僧
塚
縁
起
」
な
る
も
の
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
関
連
す
る
正
円
寺
は
こ
こ
で
馬
淵
縄
手

に
近
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
話
を
木
導
が
知
っ
て
い
た
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
し
、
特
に
そ
れ
を
指
示
す

る
内
容
で
も
な
い
が
、
ち
ょ
っ
と
心
打
た
れ
た
の
で
参
考
ま
で
に
附
し
て
お
く
。］ 

 

入
齒
し
て
若
や
ぐ
聲
や
鉢
た
ゝ
き 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
江
戸
時
代
に
は
主
体
が
木
製
の
入
歯
が
作
ら
れ
、
普
通
に
庶
民
も
用
い
て
い
た
。
そ
れ

を
専
門
職
と
し
た
「
入
れ
歯
師
」
が
い
た
の
で
あ
る
。
サ
イ
ト
「
歯
の
博
物
館
」
の
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
、『
木

床
義
歯
の
始
ま
り
は
、
木
の
仏
像
を
彫
る
職
人
（
仏
師
と
い
う
）
や
能
蔓
師
、
根
付
職
人
な
ど
が
彫
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
は
仏
像
彫
刻
の
注
文
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
木
彫
技
術
を
活
か
し
て
入
れ
歯

を
彫
る
「
入
れ
歯
師
」
と
呼
ば
れ
る
専
門
職
に
な
っ
て
い
っ
た
』。『
木
床
義
歯
は
、
鎌
倉
時
代
に
全
国
的
に

普
及
し
、
江
戸
時
代
に
は
独
特
の
技
法
が
完
成
し
た
』。『
歯
が
欠
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
の
木
製
の
入

れ
歯
（
局
部
義
歯
と
い
う
）
を
つ
く
り
、
金
属
の
バ
ネ
を
入
れ
て
隣
の
歯
に
引
っ
か
け
て
維
持
す
る
現
代
の

よ
う
な
方
法
も
江
戸
時
代
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
前
歯
の
裏
に
穴
を
開
け
、
糸
を
帳
し
て
、
隣
の
歯

に
し
ば
っ
て
維
持
す
る
方
法
も
あ
っ
た
』
と
あ
り
、
画
像
も
示
さ
れ
て
あ
る
。］ 

 

初
雪
や
紀
伊
國
石
に
水
藜
蘆

ヲ

モ

ト

の
實 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
水
藜
蘆

ヲ

モ

ト

」
万
年
青
。
単
子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
キ
ジ
カ
ク
シ
科
ス
ズ
ラ
ン
亜
科

オ
モ
ト
属
オ
モ
ト 

R
o
h
d
ea

 ja
p
o
n
ica

 

の
こ
と
。］ 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-1ab2f9.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92523-0022+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E8%BF%91%E6%B1%9F%E5%85%AB%E5%B9%A1%E5%B8%82%E9%A6%AC%E6%B7%B5%E7%94%BA/@35.1076602,136.0859229,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60017997600421d5:0x761e42256d84d3b7!2z5ruL6LOA55yM6L-R5rGf5YWr5bmh5biC!3b1!8m2!3d35.1283594!4d136.0979635!3m4!1s0x60017b0b2719d88b:0x89fcd517c420cc38!8m2!3d35.1032529!4d136.1099973
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92523-0022+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E8%BF%91%E6%B1%9F%E5%85%AB%E5%B9%A1%E5%B8%82%E9%A6%AC%E6%B7%B5%E7%94%BA/@35.1076602,136.0859229,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60017997600421d5:0x761e42256d84d3b7!2z5ruL6LOA55yM6L-R5rGf5YWr5bmh5biC!3b1!8m2!3d35.1283594!4d136.0979635!3m4!1s0x60017b0b2719d88b:0x89fcd517c420cc38!8m2!3d35.1032529!4d136.1099973
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92523-0022+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E8%BF%91%E6%B1%9F%E5%85%AB%E5%B9%A1%E5%B8%82%E9%A6%AC%E6%B7%B5%E7%94%BA/@35.1076602,136.0859229,13z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60017997600421d5:0x761e42256d84d3b7!2z5ruL6LOA55yM6L-R5rGf5YWr5bmh5biC!3b1!8m2!3d35.1283594!4d136.0979635!3m4!1s0x60017b0b2719d88b:0x89fcd517c420cc38!8m2!3d35.1032529!4d136.1099973
http://soukoan2003.html.xdomain.jp/gallery.html
http://soukoan2003.html.xdomain.jp/gallery.html
http://soukoan2003.html.xdomain.jp/gallery.html
http://soukoan2003.html.xdomain.jp/gallery.html
https://www.google.com/maps/place/%E6%AD%A3%E5%86%86%E5%AF%BA/@35.1037977,136.1029372,14.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60017b9850cb9725:0x3cfc081cdb821690!8m2!3d35.1138131!4d136.1154573
https://www.dent-kng.or.jp/chishiki/museum/hakubutukan/mokugishi/moku2.htm


 
立
聞
の
う
し
ゐ
を
み
れ
は
匏
子
か
な 

【
注
】「
匏
子
」。「
フ
ク
ベ
」
と
讀
む
。
普
通
に
瓢
簞
を
い
ふ
。 

 

乾
鱖

カ
ラ
ザ
ケ

て
た
ゝ
き
合
け
り
年
の
市 

【
注
】「
乾
鱖

カ
ラ
ザ
ケ

」。
乾
鮭
と
も
干
鮭
と
も
書
く
。
鮭
の
膓
を
去
り
て
、
素
乾
に
し
た
も
の
。 

 

瞿
麥

ナ
テ
シ
コ

や
ち
ら
り
と
馬
の
口
の
中 

 

石
屋
か
ら
僧
の
出
け
り
秋
の
暮 

 

名
月
や
す
ら
り
と
高
き
松
の
上 

 

假
ウ
タ
ゝ

寢
に
聲
の
に
こ
り
や
お
ほ
ろ
月 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ル
ビ
の
「
ゝ
」
は
マ
マ
。
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
か
ら
「
ヽ
」
が
正
し
い
。
他
で
は
ち
ゃ
ん

と
そ
う
な
っ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
植
字
工
の
ミ
ス
で
校
正
時
に
も
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。］ 

 

五
月
雨
や
馬
て
つ
け
出
ス

馬
の
沓 

 

靑
天
に
白
熊
の
鑓
や
む
め
の
は
な 

【
注
】「
靑
天
に
白
熊

ハ

グ

マ

の
鑓
や
む
め
の
は
な
」。
白
熊
は
支
那
に
產
す
る
犛
牛
の
尾
、
白
く
し
て
光
澤
あ
り
槍

兜
な
ど
の
飾
り
と
す
る
。
又
赤
く
染
め
た
の
を
赤
熊

シ
ヤ
グ
マ

と
い
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
犛
牛
」
は
「
ら
い
ぎ
う
」（
ら
い
ぎ
ゅ
う
）
と
読
む
。
ウ
シ
目
ウ
シ
亜
目
ウ
シ
科
ウ
シ

亜
科
ウ
シ
属
ヤ
ク
。
野
生
種
の
学
名
は B

o
s m

u
tu

s 

で
、
家
畜
化
さ
れ
た
種
と
し
て
の
学
名
は

B
o
s 

g
ru

n
n
ien

s 

で
あ
る
。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

犛
牛
（
ら
い
ぎ
う
） 

（
ヤ
ク
）」
を

参
照
さ
れ
た
い
。］ 

 

け
い
せ
い
の
腹
か
け
凉
し
の
色 

 

寒
た
け
も
立
か
や
炭
の
あ
き
た
は
ら 

 

す
つ
ふ
り
と
杉
は
く
れ
け
り
ほ
と
ゝ
き
す 

 

ほ
と
ゝ
き
す
鳴
や
蹴
あ
け
る
鞠
の
上 

 

元
日
や
万
代
含
む
鷹
の
聲 

 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-d96a.html


五
月
雨
や
ふ
り
草
臥
し
空
の
い
ろ 

 

は
ら
は
ら
と
靑
梅
こ
ほ
す
あ
わ
せ
か
な 

 

皺
の
手
に
茶
巾
さ
は
き
の
寒
サ

哉 

 

兼
平
の
僧
脇
に
出
る
か
わ
す
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
わ
す
」
は
マ
マ
。「
蛙
（
か
は
づ
）」。］ 

 

日
覆
の
魚
見
せ
凉
し
鮨
の
薰カ

ザ 

 

盜
み
行
猫
の
な
さ
た
す
袷
か
な 

 

つ
は
く
ら
に
辻
て
逢
け
り
杜
若 

 

人
相
を
ま
た
か
ら
聞
や
田
草
と
り 

 

若
竹
に
そ
よ
そ
よ
蟬
の
初
音
哉 

 

蟬
の
音
や
す
る
ど
に
は
る
ゝ
空
の
色 

 

大
竹
の
藪
ふ
き
ふ
せ
る
野
分
か
な 

 

竹
の
子
や
嵐
に
し
ふ
く
雨
の
中 

 

紙
虫
ふ
る
ふ
笈
よ
り
出
す
袷
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
紙
虫
」
は
「
し
み
」
と
読
ん
で
い
よ
う
。］ 

 

物
お
も
ふ
と
い
き
に
散
か
け
し
の
は
な 

 

ほ
つ
こ
り
と
和
ら
く
空
の
や
な
き
哉 

 

朝
や
け
の
空
に
そ
あ
か
き
渡
り
鳥 

 

け
い
せ
い
の
守
り
帒
や
土
用
干 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
帒
」
は
「
袋
」
の
異
体
字
。］ 

 

さ
ら
さ
ら
と
舌
の
さ
ゝ
け
や
ね
こ
の
戀 



 
打
水
に
に
き
ほ
ふ
門
の
ま
つ
り
か
な 

 

去
年
か
ら
肉
か
ゝ
り
け
り
す
ま
ふ
と
り 

 

引
し
め
る
師
の
下
帶
や
相
撲
と
り 

 

伏
見
か
ら
笑
ふ
て
歸
ル

夏
の
月 

 

山
深
く
物
々
し
く
も
か
す
み
か
な 

 

出
替
り
や
淚
ね
ふ
ら
す
ひ
ざ
の
猫 

 

初
鮭
や
涅
槃
と
り
卷
市
の
人 

 

す
さ
ま
し
や
師
走
女
房
の
わ
た
ほ
こ
り 

  
 

支
考
西
國
へ
ま
か
り
し
餞
別 

誹
諧
の
う
ち
わ
射イ

テ

取
る
八
嶋
か
な 

 

か
ね
は
又
い
な
ふ
い
な
ふ
と
雲
の
峯 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
な
ふ
」
は
「
去
な
ふ
」
で
、「
行
け
」
と
同
時
に
「
来
い
」
の
多
層
的
意
味
で
あ
ろ

う
。］ 

 

小
路
よ
り
も
ろ
こ
燒
か
や
は
る
の
雨 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
も
ろ
こ
」
は
木
導
が
彦
根
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
琵
琶
湖
固
有
種
で
「
本

諸
子
」
或
い
は
単
に
「
諸
子
」
と
書
く
、
日
本
産
の
コ
イ
科 

C
y
p
rin

id
ae 

の
中
で
も
特
に
美
味
と
さ
れ
、

炭
火
焼
き
が
美
味
い
条
鰭
綱
コ
イ
目
コ
イ
科
カ
マ
ツ
カ
亜
科
タ
モ
ロ
コ
属
ホ
ン
モ
ロ
コ 

G
n
a

th
o

p
o
g
o
n
 

ca
eru

lescen
s 

の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
。］ 

 

は
た
か
身
に
疊
の
あ
と
や
夏
座
敷 

 

乘
合
の
舟
の
い
き
れ
や
五
月
雨 

 

靑
々
と
う
ず
ま
く
淵
や
散
ル

紅
葉 

 

風
呂
屋
か
ら
直
ニ

見
に
行
ほ
た
る
か
な 

 



撫
子
は
色
う
す
き
ほ
と
あ
わ
れ
也 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
わ
れ
」
は
マ
マ
。］ 

 

夕
立
と
は
り
あ
ふ
て
摺
ル

芥
子
か
な 

 

世
中
を
な
か
れ
渡
り
の
か
わ
す
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
わ
す
」
マ
マ
。「
蛙
（
か
わ
づ
）」。］ 

 

大
礒
の
馬
に
馴
た
る
ち
と
り
か
な 

 

出
替
り
や
小
野
小
町
も
衣
𫌏
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
𫌏
」
は
底
本
で
は
上
部
の
右
手
が
、「
埒
」
か
ら
「
土
」
を
除
い
た
字
形
で
あ
る
。
孰

れ
に
せ
よ
、「
裝
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
］ 

 

火
に
醉
ふ
て
ね
こ
も
出
け
り
朧
月 

 

出
女
や
水
か
ゝ
み
み
る
と
こ
ろ
て
ん 

 

白
罌
粟
や
散
か
と
見
れ
は
白
き
蝶 

 

く
れ
あ
ひ
に
荷
ひ
つ
れ
け
り
稻
の
音 

 

着
て
は
又
鉢
木
う
た
ふ
か
み
こ
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鉢
木
」
は
「
は
ち
の
き
」
で
謡
曲
の
そ
れ
。］ 

 

片
道
は
日
の
く
れ
に
な
る
枯
野
哉 

 

す
ゝ
拂
や
圍
爐
裏
に
く
は
る
番
椒 

【
注
】「
番
椒
」。「
タ
ウ
ガ
ラ
シ
」
と
訓
む
。
蕃
椒
正
し
。 

 

荷
ひ
行
羽
帚
う
り
や
春
の
風 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
老
婆
心
乍
ら
、
中
七
は
「
は
ば
う
き
う
り
や
」（
羽
根
箒
賣
り
や
）。］ 

 

白
キ

齒
に
酸
漿

ホ
ウ
ツ
キ

あ
か
き
禿
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
老
婆
心
乍
ら
、「
禿
」
は
「
か
む
ろ
」。
当
時
、
上
級
の
遊
女
に
仕
え
て
見
習
い
を
し
た
、

六
、
七
歳
か
ら
十
三
、
十
四
歳
く
ら
い
ま
で
の
少
女
を
指
す
。］ 

 

鞍
す
れ
の
小
荷
駄
ひ
き
出
す
寒
サ

哉 



 
う
く
ひ
す
や
味
ふ
て
鳴
聲
の
色 

 

出
か
わ
り
や
わ
き
か
の
藥
和
中
散 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
出
か
わ
り
」
は
マ
マ
。「
和
中
散
」
当
時
、
時
候
当
た
り
や
風
邪
な
ど
に
効
く
と
し
て

諸
国
に
流
布
し
た
民
間
売
薬
の
名
称
。
枇び

杷わ

葉よ
う

・
桂
枝
・
辰
砂
・
木
香
・
甘
草
な
ど
を
調
合
し
た
も
の
で
、

本
家
は
近
江
国
栗
太
郡
梅
木
村
（
現
在
の
滋
賀
県
栗
東
市
六
地
蔵
）
で
、
江
戸
で
は
大
森
に
三
軒
、
店
を
並

べ
て
売
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
拠
っ
た
）。］ 

  
 

 

上
野
に
て 

東
西
に
鐘
樓
皷
樓
や
梅
や
な
き 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
皷
樓
」
は
「
こ
ら
う
」（
こ
ろ
う
）
で
、
時
を
告
げ
る
た
め
の
太
鼓
を
打
つ
た
め
の
高

殿
。
城
郭
や
寺
院
に
普
通
に
あ
り
、
寺
院
の
鐘
と
と
も
に
庶
民
の
時
報
と
し
て
近
代
ま
で
地
方
で
は
永
く
機

能
し
た
。］ 

 

又
時
雨
や
り
過
し
た
る
月
の
色 

 

ゆ
で
物
の
し
る
で
染
る
や
春
の
雪 

 

春
も
は
や
に
が
み
の
は
し
る
蕗
の
薹 

 

蝶
の
舞
面
箱
持
の
か
は
つ
か
な 

【
注
】「
蝶
の
舞
面
箱
持
の
か
は
つ
か
な
」。
蝶
の
舞
は
胡
蝶
の
舞
と
も
い
ひ
、
我
國
新
製
の
舞
曲
、
童
子
四

人
翼
衣
を
負
ひ
、
天
冠
に
山
吹
を
雙
挿
し
、
花
枝
を
執
て
舞
ふ
。
面
箱
は
舞
樂
の
假
面
を
入
る
ゝ
箱
な
り
。

こ
の
句
意
は
胡
蝶
は
舞
樂
を
演
じ
、
面
箱
持
の
蛙
は
土
に
畏
つ
て
ゐ
る
と
滑
稽
的
に
い
つ
た
の
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
は
つ
」
は
確
か
に
別
天
樓
の
言
う
よ
う
に
「
蛙
（
か
は
づ
）」
で
あ
る
が
、
こ
の
場

合
、
即
物
的
に
能
楽
の
面
の
一
種
で
、「
善
知
鳥

う

と

う

」「
阿
漕

あ

こ

ぎ

」
な
ど
に
用
い
る
面
（
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
能
面 

蛙
」
を
見
ら
れ
た
い
）
を
、
そ
れ
こ
そ
「
表
」（
面
）
と
し
て
諧
謔
し
て
い
る
と
解
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

私
は
思
う
。
私
は
謡
曲
に
は
暗
い
が
、
能
面
に
だ
け
は
、
異
様
な
執
着
が
あ
る
。
こ
の
別
天
樓
の
注
は
甚
だ
不

満
を
私
は
持
つ
。］ 

 

山
雀
の
ふ
く
べ
か
ら
は
や
冬
こ
も
り 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
山
雀
」
は
「
や
ま
が
ら
」
で
ス
ズ
メ
ス
ズ
メ
亜
目
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

属
ヤ
マ
ガ
ラ 

P
a
ru

s va
riu

s

。「
ふ
く
べ
」
は
瓢
簞
。］ 

 

油
ぎ
る
せ
な
か
や
す
へ
る
す
よ
ふ
ご
り 

 

鶯
や
き
い
た
き
い
た
と
ね
こ
の
戀 

https://www.google.com/search?q=%E8%83%BD%E9%9D%A2%E3%80%80%E8%9B%99&tbm=isch&ved=2ahUKEwiglaiEyejrAhWiJqYKHe0FBb4Q2-cCegQIABAA&oq=%E8%83%BD%E9%9D%A2%E3%80%80%E8%9B%99&gs_lcp=CgNpbWcQAzICCAA6BAgjECc6BAgAEARQ7QZY4BhgnyZoAHAAeACAAXyIAYwGkgEDOS4xmAEAoAEBqgELZ3dzLXdpei1pbWfAAQE&sclient=img&ei=vVdfX-DCCaLNmAXti5TwCw&bih=937&biw=1920
https://www.google.com/search?q=%E8%83%BD%E9%9D%A2%E3%80%80%E8%9B%99&tbm=isch&ved=2ahUKEwiglaiEyejrAhWiJqYKHe0FBb4Q2-cCegQIABAA&oq=%E8%83%BD%E9%9D%A2%E3%80%80%E8%9B%99&gs_lcp=CgNpbWcQAzICCAA6BAgjECc6BAgAEARQ7QZY4BhgnyZoAHAAeACAAXyIAYwGkgEDOS4xmAEAoAEBqgELZ3dzLXdpei1pbWfAAQE&sclient=img&ei=vVdfX-DCCaLNmAXti5TwCw&bih=937&biw=1920


 
御
命
講
に
肩
て
風
切
ル

か
み
こ
か
な 

 

片
手
つ
く
下
女
か
酌
に
て
新
酒
哉 

 

音
更
ル
擧
樹

ク

ス

キ

柱
の
紙
衣
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
紙
衣
」
は
「
か
み
こ
」
と
読
む
。
紙
で
作
っ
た
衣
服
で
、
上
質
の
厚
く
漉
い
た
和
紙

に
柿
渋
を
塗
っ
て
、
何
度
も
日
に
乾
か
し
、
夜
露
に
晒
し
、
揉
み
和
ら
げ
た
も
の
を
衣
服
に
仕
立
て
た
も
の
。

本
来
は
律
宗
の
僧
侶
が
用
い
た
と
さ
れ
、
古
く
は
広
く
貴
賤
に
用
い
ら
れ
た
が
、
近
世
に
な
る
と
、
安
価
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
貧
者
が
愛
用
し
た
。
柿
渋
を
塗
ら
な
い
も
の
を
白
紙
子

し

ろ

か
み

こ

と
称
し
た
。］ 

 

東
風
東
む
き
た
る
ひ
は
り
か
な 

 

陽
炎
や
笠
屋
か
門
の
笠
の
う
ヘ 

 

夕
立
や
さ
ら
り
と
晴
る
芝
の
色 

 

白
魚
に
一
𥂁
す
る
や
春
の
雪 

 

門
松
を
や
つ
と
く
ゝ
る
や
福
祿
壽 

 

初
雪
や
な
ん
て
ん
の
實
の
鳥
の
糞 

 

梅
か
香
や
ひ
い
や
り
と
夜
の
明
わ
た
る 

 

名
月
に
召
や
兩
介
は
た
け
山 

【
注
】
兩
介
は
三
浦
介
義
澄
と
千
葉
介
常
胤
、
畠
山
は
莊
司
次
郞
重
忠
の
こ
と
、
共
に
賴
朝
部
下
の
名
將
、

觀
月
の
宴
に
召
さ
れ
て
左
右
に
侍
し
、
面
目
を
施
し
た
俤
、
無
論
想
像
の
時
代
詠
で
あ
る
。 

 

春
雨
や
菊
て
詰
た
る
長
ま
く
ら 

【
注
】「
菊
て
誥
た
る
」「
菊
て
詰
た
る
」
の
誤
な
ら
ん
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
御
覧
の
通
り
、
本
文
は
正
し
く
「
詰
」
と
な
っ
て
い
る
。
植
字
工
や
校
正
係
が
気
を
使

っ
て
勝
手
に
直
し
た
も
の
か
。
或
い
は
校
正
時
に
編
者
（「
開
題
」
を
書
い
た
別
天
樓
で
は
な
く
、
校
訂
者
で

あ
っ
た
安
井
小
洒
が
直
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
因
み
に
、
私
は
、「
柴
田
宵
曲 

俳
諧
随
筆 

蕉
門

の
人
々 

木
導 

二
」
で
『
菊き

く

枕
ま
く
ら

で
あ
る
。
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
菊
の
花
弁
を
詰
め
物
に
用
い
た
枕
で
、

晩
秋
の
季
題
。
菊
は
漢
方
で
体
の
無
駄
な
熱
を
冷
ま
す
と
さ
れ
、
ま
た
、
中
国
古
来
よ
り
邪
気
を
払
っ
て
不

老
長
寿
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
重
陽
の
節
句
で
は
、
丘
に
登
っ
て
菊
の
花
を
浮
か

べ
た
菊き

く

酒し
ゅ

を
喫
す
る
の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
秋
に
採
取
し
て
天
日
で
乾
燥
さ
せ
た
菊
の
花
を
詰
め
物
代

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-1ab2f9.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-1ab2f9.html


わ
り
に
用
い
る
こ
と
か
ら
、
上
品
な
香
気
も
あ
る
』
と
注
し
た
。
因
み
に
、
菊
枕
と
言
え
ば
、「
杉
田
久
女 

菊
枕
」
の
俳
文
を
思
い
出
す
（
リ
ン
ク
先
は
私
の
電
子
化
注
）
。
高
濱
虚
子
を
憎
む
に
至
る
以
前
の
、
久
女

の
細
や
か
な
心
遣
い
と
才
媛
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
名
俳
文
で
あ
る
。
未
読
の
方
は
是
非
読
ま
れ
た
い
。］ 

 

榎
木
か
ら
下
り
て
と
り
た
る
相
撲
か
な 

 

壺
盧

エ
フ
カ
ホ

や
火
と
も
し
て
す
る
馬
の
す
そ 

【
注
】「
壺
盧

エ
フ
カ
ホ

や
火
と
も
し
て
す
る
馬
の
す
そ
」。「
壺
盧
」
は
胡
廬
正
し
。「
馬
の
す
そ
」
は
馬
の
四
足
を
洗

ふ
こ
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
壺
盧

エ
フ
カ
ホ

」
双
子
葉
植
物
綱
ス
ミ
レ
目
ウ
リ
科
ユ
ウ
ガ
オ
属
ユ
ウ
ガ
オ
変
種
ユ
ウ
ガ
オ 

L
a
g
en

a
ria

 sicera
ria

 v
ar. h

isp
id

a
 

の
別
名
。
別
天
樓
の
注
は
間
違
っ
て
お
り
、「
壺
盧
」
で
正
し
い
。「
胡
廬
」

の
「
盧
」
は
庵
や
仮
小
屋
の
意
で
あ
る
。「
馬
の
す
そ
」
は
、「
馬
の
裾
を
す
る
」
で
、
馬
の
足
を
洗
っ
て
や

る
こ
と
を
指
す
。］ 

 

こ
つ
そ
り
と
降
出
ス

音
や
春
の
雨 

 

破
魔
弓
や
竹
馬
乘
て
小
笠
懸 

【
注
】「
小
笠
懸
」。
騎
射
の
式
、
綾
藺
笠
を
竿
に
掛
け
て
射
る
、
後
世
に
は
藁
を
革
に
て
包
み
的
と
し
て
馬

に
乘
り
て
射
る
、
素
袍
、
烏
帽
子
、
行
縢
に
て
、
蟇
目
の
矢
を
用
い
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
破
魔
弓
」
で
新
年
の
句
。
幼
い
男
の
子
が
、
小
笹
の
竹
馬
に
跨
っ
て
、
神
社
か
ら
賜

っ
た
破
魔
弓
で
小
笠
懸
（
を
が
さ
が
け
（
お
が
さ
が
け
）：
四
寸
（
約
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
小

さ
な
的
を
馬
上
か
ら
射
る
馬
上
弓
術
の
競
技
。
鎌
倉
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
）
の
真
似
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
素
袍
」
は
歴
史
的
仮
名
遣
は
二
種
あ
り
、
「
す
は
う
／
す
あ
う
」
（
す
お
う
）
で
、
直
垂

ひ
た
た
れ

の
一
種
。

裏
の
な
い
布
製
を
特
色
と
し
て
、「
素
襖
の
直
垂
」
と
い
い
、
菊き

く

綴と
じ

や
胸
紐
に
革
を
用
い
て
「
革か

わ

緒お

の
直
垂
」

と
も
い
う
。
本
来
は
略
儀
用
で
、
室
町
頃
に
は
庶
民
も
日
常
的
に
着
用
し
た
。
江
戸
時
代
に
形
式
化
し
て
長

袴
が
普
通
と
な
り
、
侍
烏
帽
子
に
熨
斗
目

の

し

め

小
袖
を
併
用
し
、
儀
礼
の
時
の
平

士

ひ
ら
ざ
む
ら
い

や
陪
臣
の
式
服
と
な
っ
た
。

「
行
縢
」
は
「
む
か
ば
き
」
で
、
遠
め
の
外
出
や
旅
行
・
狩
猟
の
際
に
両
足
を
保
護
す
る
覆
い
と
し
た
布
帛

ふ

は

く

や
毛
皮
の
類
。
中
世
の
武
士
は
騎
馬
遠
行
の
必
需
品
と
し
、
鹿
の
皮
を
正
式
と
し
て
腰
か
ら
足
先
ま
で
を
覆

う
長
い
も
の
を
着
用
し
た
。
現
在
も
流
鏑
馬

や

ぶ

さ

め

の
装
束
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
「
蟇
目
」
は
「
ひ
き
め
」
で
、

「
蟇
目
の
矢
」
と
は
、
鏃

や
じ
り

で
は
な
く
、
鈍
体
を
装
着
し
た
突
き
刺
す
の
で
は
な
く
、
対
象
に
強
い
圧
力
・

打
撲
を
与
え
る
矢
を
指
す
。
邪
鬼
を
払
う
呪
力
を
有
す
る
と
も
さ
れ
た
。
］ 

 

女
中
客
う
け
た
る
音
の
柳
か
な 

 

湯
あ
か
り
に
步
み
よ
り
た
る
柳
哉 

 

か
ゆ
そ
う
に
羽
せ
ゝ
る
鷄
や
春
の
雨 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
そ
う
に
」
は
マ
マ
。］ 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/07/post-ab17.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/07/post-ab17.html


 
う
つ
り
香
の
椀
に
の
こ
る
や
は
る
の
雨 

 

茶
の
友
や
法
の
友
よ
ふ
庭
の
菊 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
法
の
友
」
の
「
法
」
は
「
の
り
」。
と
も
に
仏
道
を
志
し
て
い
る
友
の
意
。］ 

 

雨
晴
て
く
つ
ろ
く
そ
ら
の
柳
か
な 

 

菊
の
香
や
持
古
し
た
る
杖
の
色 

 

出
替
り
に
か
わ
る
や
髮
の
ゆ
ひ
こ
ゝ
ろ 

 

鐵
拐
は
口
か
ら
引
や
い
か
の
ほ
り 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鐵
拐
」
中
国
の
代
表
的
な
仙
人
で
あ
る
「
八
仙
」
の
一
人
で
、
屍
解
仙

し

か

い
せ

ん

（
一
度
、
人

と
し
て
死
ん
だ
後
、
蟬
脱

ぜ
ん
だ
つ

す
る
如
く
に
し
て
仙
人
に
な
る
羽
化
登
仙
法
の
法
）
で
頓
に
知
ら
れ
る
李
鉄
拐

て
っ
か
い

。

彼
を
描
い
た
凧
（
大
口
を
開
け
た
彼
が
下
方
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
）
が
揚
げ
ら
れ
て
い
る
正
月
の

景
だ
ろ
う
が
、
句
背
に
実
際
の
鐵
拐
が
口
か
ら
凧
糸
を
吐
き
出
し
て
凧
を
揚
げ
て
い
る
景
色
が
被
る
。
或
い

は
、
上
手
く
出
来
ぬ
子
の
凧
揚
げ
に
手
本
を
見
せ
て
い
る
杖
を
突
い
た
老
人
が
実
景
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を

か
く
カ
リ
カ
チ
ャ
ラ
イ
ズ
し
た
と
も
と
れ
る
。］ 

 

蚊
遣
し
て
馬
待
宿
の
あ
つ
さ
哉 

 

大
竹
の
間
々
や
山
さ
く
ら 

 

鶯
や
其
時
判
官
む
め
の
は
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
判
官
」
源
義
経
。
時
代
詠
。
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の
「
一
谷
嫩
軍
記
」
や
「
義
経
千
本

桜
」
を
想
起
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
二
大
外
題
は
孰
れ
も
木
導
の
死
後
の
作
品
で
あ
る
。
凡
そ
「
平

家
物
語
」
や
「
義
経
記
」
を
元
に
す
る
か
。］ 

 

靑
天
に
障
子
も
靑
し
軒
の
梅 

 

三
味
線
の
皮
と
も
成
か
ね
こ
の
戀 

 

鶯
や
す
つ
と
の
ひ
た
る
梅
の
枝 

 

馬
の
か
ゆ
砂
か
む
音
の
寒
サ

か
な 

 

白
無
垢
に
手
拭
帶
や
お
ほ
ろ
月 



 
ふ
み
分
ル

蒲ガ
マ

の
脛
巾

ハ

ヽ

キ

や
下
も
み
ち 

【
注
】「
ふ
み
分
る
蒲ガ

マ

の
脛
巾

ハ

ヽ

キ

や
下
も
み
ち
」。
脛
巾
に
脛
穿

ハ
ギ
バ
キ

の
略
、
脛
に
絡
ふ
脚
絆
の
こ
と
。
蒲
で
作
つ
た

脛
巾
を
着
て
、
紅
葉
林
中
を
俳
徊
す
る
狀
、
鷹
狩
な
ど
の
場
合
た
ら
ん
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
注
の
上
五
の
「
る
」
は
マ
マ
。「
脛
巾
」（
は
ば
き
）
は
、
足
の
脛
に
防
寒
・
防
護
の
た

め
に
巻
い
た
、
後
世
の
脚き

ゃ

絆は
ん

に
相
当
す
る
物
の
こ
と
。］ 

 

扇
子
賣
ル

兄
か
跡
か
ら
團
扇
う
り 

 

行
灯
て
水
菜
そ
ろ
ゆ
る
冬
夜
哉 

 

馬
の
腹
く
ゝ
つ
て
出
る
ほ
た
る
か
な 

 

冬
瓜
の
市
も
く
つ
る
ゝ
時
雨
か
な 

 

噴
鼻

ク
ツ
サ
メ

の
顏
は
つ
か
し
き
柳
か
な 

 

菜
の
花
の
上
吹
風
の
や
な
き
か
な 

 

落
葉
た
く
煙
も
薄
し
雪
の
門 

 

枯
尾
花
ま
じ
る
小
柴
の
さ
む
さ
哉 

 

晝
顏
に
馬
の
蹄
の
ほ
こ
り
か
な 

 

打
綿
に
あ
ら
れ
降
り
込
師
走
哉 

 

麥
地
ほ
る
田
土
の
か
ざ
や
神
無
月 

 

く
れ
あ
ひ
に
飛
脚
着
け
り
水
仙
花 

 

帒
戶
の
押
繪
に
か
く
や
水
せ
ん
花 

 

餅
の
手
を
た
ゝ
い
て
出
る
や
衣
配
り 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
座
五
は
「
き
ぬ
く
ば
り
」
と
読
み
、
年
末
に
正
月
の
晴
れ
着
用
と
し
て
一
門
の
人
々
や

使
用
人
な
ど
に
衣
服
を
与
え
た
行
事
を
指
す
。］ 

 

蠟
燭
に
鷹
の
ま
な
こ
の
光
り
哉 



 
ど
ん
み
り
と
星
く
も
る
夜
の
蛙
か
な 

 

う
く
ひ
す
の
聲
す
へ
り
た
る
柳
哉 

 

爪
の
跡
車
の
榻
や
ね
こ
の
戀 

【
注
】「
爪
の
跡
車
の
榻
や
ね
こ
の
戀
」。
榻
は
「
シ
ヂ
」
と
訓
む
。
車
の
轅
を
載
せ
る
臺
。
又
車
に
乘
る
時

の
踏
臺
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
轅
」
は
「
な
が
え
」
と
読
む
。「
長
柄
」
の
意
で
、
馬
車
・
牛
車

ぎ
っ
し
ゃ

な
ど
の
前
方
に
左
右

に
長
く
突
き
出
て
い
る
二
本
の
棒
。
先
端
に
軛

く
び
き

を
渡
し
て
牛
や
馬
に
牽
か
せ
る
具
。］ 

 

鶯
の
聲
の
下
か
ら
朝
日
か
な 

 

煤
拂
や
手
を
指
シ

延
ス

羅
生
門 

【
注
】「
煤
掃
や
手
を
指
し
延
す
羅
生
門
」。
謠
曲
羅
生
門
に
、
羅
生
門
に
住
め
る
鬼
、
渡
邊
の
綱
の
後
よ
り
、

兜
の
錏
を
つ
か
ん
で
引
き
留
め
た
る
折
の
や
う
に
、
縱
橫
に
手
を
延
し
て
煤
掃
を
し
て
ゐ
る
光
景
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
注
の
「
し
」「
す
」
は
マ
マ
。「
錏
」
は
「
し
こ
ろ
」
で
、「
錣
」
と
も
書
き
、
兜

か
ぶ
と

の
鉢

の
左
右
・
後
方
に
附
け
て
垂
ら
し
、
首
か
ら
襟
の
防
御
と
す
る
武
具
。
多
く
は
革
製
の
札さ

ね

又
は
鉄
板
を
三
段

乃
至
は
五
段
下
り
と
し
て
縅

お
ど
し

附
け
る
。］ 

 

椴
の
木
に
疊
の
音
や
す
ゝ
は
ら
ひ 

 

八
の
卷
い
た
ゝ
き
合
ス

頭
巾
か
な 

【
注
】「
八
の
卷
い
た
ゝ
き
合
す
頭
巾
か
な
」。
法
華
經
八
卷
の
經
文
を
頂
き
あ
ふ
こ
と
か
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
注
の
「
す
」
は
マ
マ
。］ 

 

朝
日
よ
り
夕
日
に
赤
し
峯
の
雪 

 

崩
ス

碁
の
音
ふ
け
に
け
り
冬
の
月 

 

う
つ
く
し
う
封
す
る
文
や
春
の
雨 

 

黑
雲
に
を
つ
立
ら
る
ゝ
鵆
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鵆
」
は
「
ち
ど
り
」。
千
鳥
。
チ
ド
リ
目
チ
ド
リ
亜
目
チ
ド
リ
科 

C
h
arad

riid
ae 

に
属

す
る
種
の
総
称
（
チ
ド
リ
と
い
う
種
は
存
在
し
な
い
）。
本
邦
で
は
十
二
種
が
観
察
さ
れ
、
そ
の
内
の
五
種

が
繁
殖
す
る
。
博
物
誌
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鴴
（
ち
ど
り
）」
を
参
照
さ
れ
た

い
。
こ
れ
は
琵
琶
湖
の
景
で
あ
ろ
う
。］ 

 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-88a8.html


す
ゝ
掃
や
宵
か
ら
臼
を
こ
か
し
出
ス 

 

声
高
に
大
津
次
郞
や
大
根
引 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
座
五
は
「
だ
い
こ
び
き
」。「
大
津
次
郎
」
は
「
義
経
記
」
に
出
る
義
経
東
北
行
に
纏
わ

る
義
経
の
逃
走
を
助
け
た
商
人
。
一
行
を
捕
ら
え
ん
と
待
ち
構
え
て
い
た
領
主
山
科
左
衛
門
を
謀

た
ば
か

っ
て
、

琶
湖
北
岸
の
海
津
ま
で
船
で
一
行
を
送
り
届
け
た
。
し
か
し
、
「
大
根
引
」
を
持
ち
出
し
た
意
味
が
良
く
判

ら
ぬ
。
大
津
二
郎
の
妻
が
性
悪
女
と
し
て
出
る
か
ら
、
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
か
と
も
思
っ
た
が
、
や
は
り
判

ら
ぬ
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。］ 

 

節
季
候
や
辻
て
落
合
ふ
四
人
連
レ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
節
季
候
」
は
「
せ
き
ぞ
ろ
」
と
読
む
。「
節
季

せ

つ

き

に
て
候
ふ
」
の
意
。
江
戸
時
代
の
門
付

芸
の
一
つ
。
歳
末
に
三
、
四
人
一
組
で
裏
白
（
シ
ダ
植
物
門
シ
ダ
綱
ウ
ラ
ジ
ロ
目
ウ
ラ
ジ
ロ
科 

G
leich

en
iaceae

）
の
葉
を
つ
け
た
笠
を
か
ぶ
り
、
赤
い
布
で
顔
を
覆
い
、
四
つ
竹
な
ど
を
鳴
ら
し
な
が
ら

「
せ
き
ぞ
ろ
、
せ
き
ぞ
ろ
」
と
囃
し
て
は
家
々
を
回
り
、
米
銭

べ
い
せ
ん

を
請
う
た
。
冬
の
季
題
。］ 

 

ね
む
た
が
る
顏
を
撫
け
り
眞
桑
瓜 

 

二
千
里
の
潟
か
ゝ
ヘ
る
千
鳥
か
な 

【
注
】「
二
千
里
の
瀉
」
瀉
は
潟
の
誤
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
御
覧
の
通
り
、
本
文
は
正
し
く
「
潟
」
で
あ
る
。
前
の
通
り
の
仕
儀
が
行
わ
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。］ 

 

寢
靜
る
小
鳥
の
上
や
後
の
月 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
後
の
月
」
は
「
の
ち
の
つ
き
」
で
、
陰
暦
八
月
十
五
日
の
夜
の
月
を
「
初
名
月
」
と

い
う
の
に
対
し
、
そ
の
後
の
九
月
十
三
日
の
夜
の
名
月
を
指
し
、「
十
三
夜
」「
豆
名
月
」「
栗
名
月
」
の
名

で
も
知
ら
れ
る
。
秋
の
季
題
。］ 

 

白
菊
や
は
れ
た
る
空
に
四
十
雀 

 

鉞
ま
さ
か
り

の
白
き
刄
に
も
み
ち
か
な 

 

日
の
ひ
か
り
あ
ほ
ひ
の
ま
へ
か
猫
の
戀 

【
注
】「
目
の
ひ
か
り
あ
ほ
ひ
の
ま
へ
か
猫
の
戀
」。
葵
の
前
は
髙
倉
帝
の
寵
を
受
け
し
女
、
後
に
帝
世
を
憚

り
給
ひ
て
召
さ
れ
ざ
り
し
か
ば
、
葵
の
前
憂
き
に
沈
み
て
身
ま
か
り
し
こ
と
平
家
物
語
卷
六
に
見
ゆ
。 

  

う
く
ひ
す
や
手
挾
て
聞
ク

す
ゝ
め
弓 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
ゝ
め
弓
」
は
「
す
ず
め
ゆ
み
」
で
「
雀
弓
」。
遊
戯
用
の
小
さ
い
弓
で
楊
弓
の
類
い
。



ま
た
、
子
供
の
遊
ぶ
小
さ
な
弓
の
こ
と
。
後
者
で
と
る
。
俄
然
、
少
年
の
姿
が
画
面
に
直
に
浮
か
ぶ
か
ら
で

あ
る
。］ 

 

冬
枯
の
草
か
く
馬
の
さ
む
さ
哉 

 

送
り
火
の
消
た
る
跡
や
松
に
風 

 

曝
シ
ヤ
レ

板
の
額
の
さ
む
さ
よ
鷦
鷯

ミ
ソ
サ
ヽ
イ 

【
注
】「
曝

シ
ヤ
レ

板
」。
曝
板

サ
レ
イ
タ

の
訛
、
長
く
風
雨
に
當
り
て
朽
ち
壞
れ
た
板
に
て
造
り
た
る
額
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
曝
」
の
字
は
本
文
も
注
も
孰
れ
も
「
曝
」
の
「
暴
」
の
下
半
分
が
「
恭
」
の
字
と
な

っ
た
異
体
字
で
あ
る
が
、
表
記
出
来
な
い
の
で
「
曝
」
と
し
た
。「
鷦
鷯
」
は
ス
ズ
メ
目
ミ
ソ
サ
ザ
イ
科
ミ

ソ
サ
ザ
イ
属
ミ
ソ
サ
ザ
イ 

T
ro

g
lo

d
ytes tro

g
lo

d
ytes

。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
二 

原
禽
類 

巧
婦

鳥
（
み
そ
さ
ざ
い
） 

（
ミ
ソ
サ
ザ
イ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鳴
き
声
も
リ
ン
ク
し
て
あ
る
。］ 

 

柴
の
戶
を
徒
跣

ハ

ダ

シ

て
明
ル

き
く
の
支 

 

く
れ
な
ひ
の
鷹
の
大
緖
や
玉
あ
ら
れ 

【
注
】「
く
れ
な
ゐ
の
鷹
の
大
緖
や
玉
あ
ら
れ
」。
鷹
狩
に
使
ふ
鷹
を
つ
な
げ
る
紅
き
緖
の
こ
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
れ
な
ひ
」
は
マ
マ
。
注
が
正
し
く
「
く
れ
な
ゐ
」
に
直
し
て
あ
る
の
は
マ
マ
。「
大

緖
」
は
「
お
ほ
を
」（
お
お
お
）
と
読
む
。］ 

 

風
の
音
松
に
渡
す
る
柳
か
な 

 

赤
土
て
落
書
す
る
や
う
ち
わ
賣 

 

わ
や
わ
や
と
人
足
宿
や
五
月
雨 

  
 

 

大
津
松
本
翁
の
墓
へ
は
じ
め
て
詣
ぬ
る
折
か
ら 

墓
の
道
問
は
や
辻
の
う
ち
わ
賣 

 

こ
ん
と
な
る
鐘
の
跡
か
ら
鵆
か
な 

 

木
か
ら
し
や
田
よ
り
田
に
行
水
の
音 

 

行
騰
を
ぬ
い
て
取
た
る
角
力
哉 

【
注
】「
行
騰
」。「
ム
カ
バ
キ
」
と
讀
む
。
行
縢
正
し
。
鹿
、
熊
、
虎
等
の
毛
皮
を
用
ひ
、
長
さ
三
尺
六
寸
、

腰
に
着
け
て
兩
股
の
前
面
を
被
ふ
も
の
、
騎
馬
に
用
ひ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
行
騰
」
既
に
私
が
注
し
た
。
な
お
、
別
天
樓
は
「
行
騰
」
を
誤
り
の
よ
う
に
注
し
て

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-8a74.html
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い
る
が
、
こ
う
も
書
く
の
で
誤
り
で
は
な
い
。］ 

  
 

 
其
角
あ
つ
ま
へ
旅
立
け
る
餞
別 

氷
り
ふ
む
音
も
せ
は
し
き
別
れ
哉 

 

御
命
講
の
餅
の
つ
よ
さ
よ
法
の
力 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
御
命
講
の
句
が
多
い
の
で
、
木
導
は
日
蓮
宗
の
信
徒
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

座
五
は
「
の
り
の
り
き
」
と
読
ん
で
お
く
。］ 

 

小
原
よ
り
か
ゝ
ゆ
る
下
女
か
う
つ
き
ぬ
た 

 

胸
の
毛
に
麥
の
粉
白
し
す
ま
ふ
と
り 

 

梅
の
影
ふ
み
折
る
音
か
薄
こ
ほ
り 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
は
本
句
に
、
視
覚
と
聴
覚
の
絶
妙
な
リ
ア
リ
ズ
ム
と
、
非
常
に
新
鮮
な
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
感
ず
る
。］ 

 

談
合
の
膝
打
た
ゝ
く
紙
衣
か
な 

 

能
因
は
槇
の
雫
の
か
み
こ
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
七
は
「
ま
き
の
し
づ
く
や
」。
歌
人
能
因
（
永
延
二
（
九
八
八
）
年
～
？
）
は
藤
原

長
能

な
が
よ
し

に
学
び
、
陸
奥
・
甲
斐
・
伊
予
な
ど
を
旅
し
て
歌
作
し
た
行
脚
の
人
。
大
江
嘉
言

よ
し
と
き

・
源
道
済

み
ち
な
り

ら
と
交
遊

し
、「
賀
陽
院

が

や

の
い

ん

水
閣
歌
合
」・「
内
裏
歌
合
」
な
ど
に
も
参
加
し
た
中
古
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。「
後
拾
遺
和
歌

集
」
な
ど
に
入
集
。
俗
名
は

橘
た
ち
ば
な
の

永な
が

愷や
す

。
通
称
は
古
曾
部
入
道
。
こ
の
一
句
は
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
能

因
法
師
の
一
首
（
五
七
七
番
）、 

 
 

 
 

十
月
ば
か
り
、
常
磐

と

き

は

の
杜も

り

を
す
ぐ
と
て 

 

時
雨

し

ぐ

れ

の
雨
染
め
か
ね
て
け
り
山
城
の
と
き
は
の
杜
の
ま
き
の
下
葉

し

た

ば

は 

を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
し
た
も
の
で
あ
る
。］ 

 

燕
の
下
は
ら
さ
は
る
旱
苗
か
な 

 

撫
子
と
く
な
つ
き
合
ふ
や
百
合
の
花 

【
注
】
「
撫
子
と
く
な
つ
き
合
ふ
や
百
合
の
花
」
。
原
本
「
く
な
つ
き
」
と
あ
れ
ど
、
「
う
な
つ
き
」
の
誤
。 

 

養
父
入
に
道
一
筋
の
燒
野
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
養
父
入
」
は
「
や
ぶ
い
り
」
で
「
藪
入
り
」
の
こ
と
。
草
深
い
田
舎
に
帰
る
と
い
う

意
か
ら
、
正
月
と
盆
の
十
六
日
前
後
に
、
奉
公
人
が
主
人
か
ら
休
暇
を
貰
っ
て
親
元
な
ど
に
帰
る
こ
と
、
又
、

そ
の
時
期
を
言
う
。
中
で
も
特
に
正
月
の
も
の
を
指
し
、
盆
の
も
の
は
「
後の

ち

の
藪
入
り
」
と
も
称
し
た
。「
宿や

ど



下
が
り
」
と
も
言
っ
た
。
俳
諧
で
は
新
年
の
季
題
と
す
る
。］ 

 

口
切
や
み
な
み
は
時
雨
北
は
雪 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
口
切
」
は
「
く
ち
き
り
」
で
、
陰
暦
十
月
の
初
め
頃
、
夏
か
ら
封
じ
て
お
い
た
新
茶

の
壺
を
初
め
て
開
け
る
こ
と
、
或
い
は
、
そ
の
茶
で
催
す
茶
会
を
言
う
。
冬
の
季
題
。］ 

 

待
宵
に
留
主
遣
ひ
け
り
碁
友
達 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
待
宵
」
は
「
ま
つ
よ
ひ
」
で
、
翌
日
の
十
五
夜
の
月
を
待
つ
宵
の
意
か
ら
、
陰
暦
八

月
十
四
日
の
夜
、「
小
望
月

こ

も

ち
づ

き

」
を
指
す
。
秋
の
季
題
。］ 

 

闇
の
夜
に
な
の
花
の
香
や
春
の
風 

 

子
を
持
て
遊
女
に
見
せ
る
燕
か
な 

 

若
竹
に
聲
し
な
ひ
け
り
子
規 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
な
ひ
け
り
」
は
「
撓し

な

ひ
け
り
」
で
、「
若
竹
」
の
、
し
な
や
か
に
撓た

わ

ん
で
、
美
し
い

曲
線
を
描
い
て
い
る
さ
ま
に
、
あ
た
か
も
、
逆
ら
う
こ
と
な
く
従
っ
て
寄
り
添
う
（「
し
な
ふ
」
に
は
そ
の

意
も
あ
る
）
か
の
よ
う
に
嫋た

お

や
か
な
聲
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
］ 

 

南
天
に
行
あ
た
り
た
る
か
み
こ
哉 

 

う
く
ひ
す
や
ま
ん
丸
に
出
る
聲
の
色 

 

ま
だ
空
は
鴨
の
羽
音
の
や
な
き
か
な 

 

燕
脂

ベ

ニ

の
物
縫
ふ
た
目
で
見
る
柳
哉 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
柴
田
宵
曲
は
「
俳
諧
随
筆 

蕉
門
の
人
々 

木
導 

二
」
で
こ
の
句
を
挙
げ
て
、『『
玉

ま
つ
り
』
に
は
上
五
字
が
「
あ
か
い
物
」
と
な
っ
て
い
る
。
紅
い
物
を
縫
っ
て
疲
れ
た
眼
を
窓
外
に
遣
る
と
、

そ
こ
に
は
青
い
柳
が
春
風
に
枝
を
垂
れ
て
い
る
。
紅
い
色
を
見
詰
め
た
あ
と
の
眼
は
、
た
だ
虚
空
に
遊
ば
せ

て
も
反
対
色
の
緑
が
浮
ぶ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
眼
を
移
す
柳
の
色
は
特
に
和
や
か
な
感
じ
を
与
え
る
に
相

違
な
い
』
と
い
う
、
木
導
の
持
つ
視
覚
的
な
特
質
を
よ
く
評
釈
し
て
い
る
。］ 

 

う
く
ひ
す
や
十
分
に
鳴
聲
の
色 

 

夜
の
内
に
一
雨
し
た
る
や
な
き
か
な 

 

よ
む
文
を
嚙
て
捨
け
り
朧
月 

 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/08/post-1ab2f9.html


う
し
ほ
湯
に
今
日
も
入
ば
や
春
の
雨 

 

あ
た
ら
し
さ
曆
の
か
ざ
や
春
の
雨 

 

芦
に
渠
ル

達
磨
に
似
た
る
蛙
か
な 

【
注
】「
芦
に
乘
る
達
磨
に
似
た
る
蛙
か
な
」。
達
磨
三
朝
傳
に
「
菩
提
達
磨
尊
者
降
二

生
于
南
印
度
國
一

。
姓

刹
帝
利
。
初
名
菩
提
多
羅
、
亦
號
二

達
磨
多
羅
一

。…
…

達
磨
與
二

武
帝
一

知
二

其
機
緣
不
一

ㇾ
契
、
潜
折
二

葦

一
枝
一

渡
二

揚
子
江
一

而
去
ㇾ
梁
北
趨
二

魏
境
一

。
と
あ
り
。
葦
に
乘
る
と
は
小
舟
に
乘
る
形
容
。
さ
れ
ど
誤
つ

て
葦
一
葉
に
乘
り
た
る
達
磨
を
描
く
に
至
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
注
の
「
る
」
は
マ
マ
。「
達
磨
三
朝
傳
」
は
正
し
く
は
「
初
祖
菩
提
達
磨
三
朝
傳
」（
全

三
巻
・
附
一
巻
）
で
江
戸
末
期
に
釈
泰
嵩
な
る
人
物
が
書
い
た
達
磨
大
師
（
？
～
五
二
八
年
）
の
伝
記
。
漢

文
部
を
勝
手
流
で
訓
読
す
る
と
、「
菩
提
達
磨
尊
者
は
生

し
や
う

す
る
に
南
印
度
に
降が

う

す
。
姓
は
刹さ

つ

帝て
い

利り

。
初
名
は

菩
提

ぼ

だ

い

多
羅

た

ら

、
亦
、
達
磨
多
羅
と
號
す
。」「
達
磨
、
武
帝
と
其
の
機
緣
の
契け

い

せ
ざ
る
を
知
り
、
潜ひ

そ

か
に
葦
の
一

枝
を
折
り
、
揚
子
江
を
渡
り
、
梁
を
去
り
て
、
北
は
魏ぎ

の
境
に
趨

お
も
む

く
。
」
か
。「
刹
帝
利
」
イ
ン
ド
の
バ
ル

ナ
（
四
種
姓
）
の
一
つ
で
あ
る
「
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
」
の
こ
と
で
、
バ
ラ
モ
ン
に
次
ぐ
第
二
位
の
身
分
で
あ
り
、

王
族
及
び
武
人
階
級
で
あ
っ
た
。「
武
帝
」
は
南
朝
の
梁
の
高
祖
武
皇
帝
蕭
衍

し
ょ
う
え
ん

（
在
位
五
〇
二
年
～
五
四
九

年
）。
な
お
達
磨
は
達
摩
の
方
が
古
形
で
、
正
し
い
表
記
の
よ
う
で
あ
る
。
］ 

 

數
の
子
に
布
泉
の
錢
の
祝
ひ
哉 

【
注
】「
布
泉
の
錢
」。
布
泉
は
金
錢
の
こ
と
、
泉
布
と
も
い
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
布
泉
」
は
元
来
は
南
北
朝
時
代
の
北
周
で
鋳
造
さ
れ
た
古
銭
を
指
す
よ
う
だ
が
、
句

意
が
私
に
は
よ
く
判
ら
ぬ
。］ 

 

𥂁
豆
て
奈
良
の
與
助
か
月
見
哉 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
𥂁
」
既
に
示
し
た
通
り
、「
鹽し

ほ

」
の
異
体
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
（
つ
く
り
）
の
右

上
の
部
分
が
「
鹵
」
と
な
っ
た
異
体
字
で
あ
る
が
、
表
記
出
来
な
い
の
で
、
先
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
れ
に

代
え
た
。
思
う
に
、
本
当
に
原
写
本
が
そ
う
な
っ
て
い
た
か
、
ち
ょ
っ
と
疑
問
で
あ
る
。
印
刷
所
が
「
塩
」

の
正
字
異
体
字
を
幾
つ
か
持
っ
て
い
る
も
の
を
、
い
い
加
減
に
使
い
回
し
て
い
る
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。「
奈
良
の
與
助
」
は
不
詳
。
一
人
、
江
戸
時
代
に
著
名
だ
っ
た
奈
良
の
与
助
に
、
山
村
与
助
（
？

～
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）
年
：
初
代
。
名
は
正
寛
）
な
る
大
工
は
い
る
。
徳
川
家
康
の
伏
見
在
城
中
に
御

大
工
と
な
り
、
諸
職
人
支
配
を
許
さ
れ
。
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
に
大
坂
に
移
住
し
、
大
坂
城
の
再
建
な

ど
に
当
た
っ
た
。
上
方
筋
の
瓦
御
用
を
支
配
し
た
寺
島
藤
右
衛
門
と
、
新
田
開
発
・
船
運
送
業
・
寒
天
製
造

の
独
占
な
ど
で
知
ら
れ
る
尼
崎
又
右
衛
門
と
と
も
に
大
阪
城
御
用
と
し
て
「
大
坂
三
町
人
」
と
呼
ば
れ
た
。

以
後
。
代
々
が
「
與
助
」
を
称
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
が
こ
の
句
の
「
與
助
」
か
ど
う
か
は
判
ら
ぬ
。
］ 

 

白
雨
や
水
の
い
り
た
る
貝
の
音 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
白
雨
」
こ
こ
は
「
ゆ
ふ
だ
ち
」
と
読
む
。
夕
立
ち
。「
白
」
は
明
る
い
空
か
ら
降
る
こ

と
に
由
来
し
、
こ
れ
で
別
に
「
に
わ
か
あ
め
」（
俄
か
雨
）
と
も
読
む
。］ 



 
團
扇
賣
ル

子
を
は
ね
さ
せ
て
蚊
遣
哉 

 

鵯
や
餌
指
の
笠
に
散
る
椿 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鵯
」
は
ヒ
ヨ
ド
リ
。「
餌
指
」
は
「
ゑ
さ
し
」
或
い
は
「
ゑ
ざ
し
」
で
「
餌
刺
」「
餌

差
」
と
も
書
き
、
こ
こ
は
鷹
の
餌え

さ

に
す
る
小
鳥
を
黐も

ち

竿ざ
お

で
刺
し
て
捕
え
る
の
を
生
業

な
り
わ
い

と
す
る
人
を
指
す
。
］ 

 

杜
宇
ち
か
ら
に
な
る
か
峰
の
月 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
杜
宇
」
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
読
む
。
中
国
古
代
の
伝
承
で
あ
る
古
蜀
の
王
望
帝
杜

宇
が
死
ん
で
霊
魂
と
な
り
、
そ
の
霊
が
化
身
と
な
っ
た
の
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
で
、
だ
か
ら
、
蜀
が
秦
に
よ
っ
て

滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
嘆
き
悲
し
み
、「
不
如
歸
去
」（
歸
り
去ゆ

く
に
し
か
ず
：
何
よ
り
も
帰

る
の
が
一
番
い
い
）
と
鳴
き
な
が
ら
、
血
を
吐
く
ま
で
鳴
い
た
、
だ
か
ら
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
口
の
中
は
赤
い

と
い
う
、
伝
承
か
ら
の
芋
蔓
式
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
異
名
は
誕
生
し
て
い
る
。］ 

 

干
鮭
に
喰
さ
か
れ
た
る
帋
子
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
帋
子
」
は
「
か
み
こ
」。「
帋
」
は
「
紙
」
の
異
体
字
。］ 

 

此
咄
シ

伏
見
て
聞
そ
勝
す
ま
ふ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
七
は
「
ふ
し
み
で
き
く
ぞ
」。］ 

 

松
本
と
膳
所
の
間
や
い
か
の
ほ
り 

 

あ
い
ら
し
く
縫
上
ケ

し
た
る
袷
か
な 

 

炉
ひ
ら
き
や
ま
せ
あ
わ
せ
着
ク

炭
の
舟 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
わ
せ
」
は
マ
マ
。］ 

 

荷
物
と
く
奈
良
の
う
ち
わ
や
時
鳥 

 

二
ツ

三
ツ

石
あ
い
し
ら
ふ
す
ゝ
き
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
あ
い
し
ら
ふ
」
は
マ
マ
。「
あ
ひ
し
ら
ふ
」
が
正
し
く
、
こ
こ
は
「
程
よ
く
取
り
合
わ

せ
る
」
こ
と
を
言
う
。］ 

 

長
範
は
人
見
の
松
て
月
見
か
な 

【
注
】「
長
範
は
人
見
の
松
で
月
見
か
な
」。
熊
阪
長
範
と
い
ふ
强
盜
。
美
濃
國
赤
阪
の
宿
で
牛
若
丸
に
斬
殺

さ
た
こ
と
、
謠
曲
烏
帽
子
折
及
熊
阪
に
見
ゆ
。
人
見
の
松
の
こ
と
は
「
諸
國
里
人
談
」
に
「
美
濃
國
垂
井
と

赤
坂
の
間
、
靑
野
原
に
熊
阪
が
物
見
の
松
あ
り
。
相
傳
ふ
む
か
し
長
範
此
松
の
う
へ
に
潜
ま
り
て
、
往
來
の

人
を
う
か
ゞ
ひ
し
と
い
へ
り
。
熊
阪
は
越
後
國
關
川
と
小
田
切
と
の
間
に
熊
坂
村
と
い
ふ
あ
り
。
此
の
所
の



出
生
な
り
と
い
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
熊
阪
長
範
」
と
別
天
樓
は
記
す
が
、
一
般
に
は
熊
坂
長
範
で
あ
る
。
義
経
伝
説
の
ト

リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
と
し
て
登
場
し
た
も
の
で
、
私
は
実
在
は
疑
わ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
別
天
樓
の
引
く
「
諸

國
里
人
談
」
は
俳
人
で
作
家
の
菊
岡
沾せ

ん

涼
り
ょ
う

が
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
に
刊
行
し
た
怪
奇
談
へ
の
傾
き
が

有
意
に
感
ぜ
ら
れ
る
百
七
十
余
話
か
ら
成
る
俗
話
集
で
あ
る
が
、
私
は
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
怪
奇
談
集
」

で
そ
の
全
篇
を
電
子
化
注
し
て
い
る
。
当
該
条
は
「
諸
國
里
人
談
卷
之
四 

物
見
松
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
同

定
し
て
い
る
が
、
彼
が
襲
う
相
手
を
物
色
し
た
と
さ
れ
る
、
そ
の
松
は
、
現
在
の
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
綾あ

や

戸ど

の
綾
戸
古
墳
（
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
））
で
「
長
範
物
見
の
松
」
と
し
て
比
定
さ
れ
て

い
る
。
手
水
舎
氏
の
サ
イ
ト
「
寺
さ
ん
の
川
柳
＆
ウ
ォ
ー
ク
」
の
「
綾
戸
古
墳
と
長
範
物
見
の
松
」
に
は
写

真
も
あ
る
。］ 

 

姿
見
に
顏
と
な
ら
ふ
や
菊
の
影 

 

信
樂
の
摺
鉢
荷
ふ
か
れ
野
か
な 

 

咄
シ

さ
へ
う
ち
し
め
り
け
り
五
月
雨 

 

明
月
や
香
爐
の
獅
子
の
口
の
上 

 

尻
目

シ

メ

繩
や
杉
よ
り
渡
る
風
の
音 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
尻
目

シ

メ

繩
」
は
注
連
繩

し

め

な

は

の
意
で
よ
か
ろ
う
。
こ
の
注
連
繩
は
御
神
木
の
神
杉

し
ん
さ
ん

た
る
と
こ

ろ
の
そ
の
杉
そ
の
も
の
に
掛
け
渡
し
て
あ
る
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。］ 

  
 

 

鹿
に
紅
葉
と
い
ふ
題
を
と
り
て 

さ
ほ
し
か
の
寢
あ
た
ゝ
め
た
る
紅
葉
哉 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
ほ
し
か
」
は
マ
マ
。「
小
男
鹿
」
で
あ
る
か
ら
「
さ
を
し
か
」
が
正
し
い
（
「
さ
」

は
美
称
の
接
頭
辞
）。］ 

 

眞
黑
な
蝶
も
飛
け
り
白
牡
丹 

 

小
夜
更
て
椎
炒
ル

音
や
冬
こ
も
り 

 

雲
雀
を
は
け
あ
け
て
鳴
か
雉
子
の
聲 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
句
は
「
雲
雀

ひ

ば

り

を
ば
蹴
上
げ
て
鳴
く
か
雉
子
の
聲
」
で
あ
る
。］ 

 

ひ
い
や
り
と
顏
あ
ら
は
ゝ
や
秋
の
暮 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
い
や
り
と
」
は
マ
マ
。
当
時
の
口
語
表
現
。］ 
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天
高
し
さ
ゝ
り
ん
ど
う
に
た
ま
り
水 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
ゝ
り
ん
ど
う
」「
笹
竜
胆
」
リ
ン
ド
ウ
の
別
名
。
葉
の
形
が
笹
に
似
て
い
る
こ
と
に

由
来
す
る
。］ 

 

炭
せ
よ
と
袖
ひ
き
立
る
紙
子
か
な 

 

白
水
に
う
き
し
つ
み
た
る
落
葉
哉 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
白
水
」
は
「
は
く
す
い
」
で
透
明
な
水
の
流
れ
の
意
。］ 

 

し
や
う
と
け
の
帶
引
し
め
て
砧
か
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
や
う
と
け
」
不
詳
。
し
か
し
、
調
べ
る
内
に
、
こ
れ
は
「
し
や
ら
ど
け
」
の
判
読

の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
い
出
し
た
。「
し
ゃ
ら
解ど

け
」
と
い
う
の
は
「
結
ん
だ
帯
や
紐
が
自
然
に
緩
ん
で

解
け
え
し
ま
う
こ
と
を
言
い
、「
し
ゃ
ら
解ほ

ど

け
」
と
も
言
う
。「
ら
」
と
「
う
」
の
崩
し
字
は
判
読
を
誤
り
易

い
。
意
味
も
そ
れ
で
腑
に
落
ち
る
。］ 

 

こ
そ
く
り
て
奪
ひ
取
け
り
か
き
つ
は
た 

 

短
檠
て
見
送
る
客
や
庭
の
菊 

【
注
】「
短
檠
」。「
タ
ン
ケ
イ
」
燈
臺
の
短
く
し
て
低
き
も
の
。 

 

寒
さ
う
に
寒
菊
生
て
冬
こ
も
り 

 

夕
立
に
凉
し
く
成
や
む
ね
の
中 

 

十
種
香
の
客
も
そ
ろ
ふ
や
春
の
雨 

【
注
】「
十
種
香
」。「
ジ
シ
ユ
カ
ウ
」
い
ふ
。
栴
檀
、
沈
木
、
蘇
合
、
薰
陸
、
鬱
金
、
白
膠
、
靑
木
、
零
䔖
、

甘
松
、
鷄
舌
の
十
香
な
り
。
十
炷
香
と
も
書
く
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
音
読
み
は
「
じ
つ
し
ゆ
か
う
」（
じ
っ
し
ゅ
こ
う
）
と
も
。
別
天
樓
の
「
沈
木
」
は
「
沈

水
」
の
誤
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
（
面
倒
な
の
で
総
て
現
代
仮
名
遣
で
読
み
を
示
す
）、
栴
檀

せ
ん
だ
ん

・
沈じ

ん

水す
い

・
蘇
合

そ

ご

う

・

薫く
ん

陸り
く

・
鬱
金

う

こ

ん

・
白
膠

ほ
っ
こ
う

・
靑
木

せ
い
ぼ
く

・
零
䔖

れ
い
り
ょ
う

・
甘
松

か
ん
し
ょ
う

・
鷄
舌

け
い
ぜ
つ

で
、
栴
檀
は
白
檀
（
ビ
ャ
ク
ダ
ン
目
ビ
ャ
ク
ダ
ン
科

ビ
ャ
ク
ダ
ン
属
ビ
ャ
ク
ダ
ン 

S
a
n

ta
lu

m
 a

lb
u

m

。
ム
ク
ロ
ジ
目
セ
ン
ダ
ン
科
セ
ン
ダ
ン
属
セ
ン
ダ
ン 

M
elia

 

a
zed

a
ra

ch
 

で
は
な
い
の
で
注
意
が
必
要
）。「
沈
水
」
は
狭
義
に
は
香
木
と
し
て
有
名
な
沈
香
類
（
例
え
ば
、

ア
オ
イ
目
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
ジ
ン
コ
ウ
属
ア
ク
イ
ラ
リ
ア
・
ア
ガ
ロ
ー
チ
ャ 

A
q

u
ila

ria
 a

g
a
llo

ch
a
 

な
ど
、

複
数
種
あ
る
）
で
、
別
名
を
「
伽
羅

き

ゃ

ら

」
と
呼
ぶ
。「
蘇
合
」
は
十
六
世
紀
ま
で
は
ト
ル
コ
近
辺
に
産
す
る
ツ

ツ
ジ
目
エ
ゴ
ノ
キ
科 

S
ty

racaceae

の
植
物 

S
tyra

x o
fficin

a
l 

か
ら
得
ら
れ
る
樹
脂
の
こ
と
を
指
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
同
じ
よ
う
に
ト
ル
コ
近
辺
に
産
す
る
、
品
質
上
、
類
似
し
た
よ
り
安
価
な
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
目

マ
ン
サ
ク
科 

H
am

am
elid

aceae

の
植
物 

L
iq

u
id

a
m

b
er o

rien
ta

ls

（
モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ
・
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
等
と

呼
ば
れ
る
）
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。「
薫
陸
」
は
イ
ン
ド
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
産
す
る
ム
ク
ロ
ジ
目
ウ



ル
シ
科 

A
n
acard

iaceae

の
ク
ン
ロ
ク
コ
ウ 

B
o
sw

ellia carterii 

の
樹
脂
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
鬱
金
」

は
ご
存
知
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
（tu

rm
eric

：
単
子
葉
植
物
綱
シ
ョ
ウ
ガ
目
シ
ョ
ウ
ガ
科
ウ
コ
ン
属
ウ
コ
ン 

C
u
rcu

m
a
 lo

n
g
a

）。「
白
膠
」
は
ウ
ル
シ
科
ヌ
ル
デ
属
ヌ
ル
デ
変
種
ヌ
ル
デ 

R
h
u

s ja
va

n
ica

 v
ar. ch

in
en

sis 

の
実
。「
靑
木
」
は
「
し
ょ
う
ぼ
く
」
と
も
読
み
、
コ
シ
ョ
ウ
目
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科 

A
risto

lo
ch

iaceae

の

植
物
の
根
と
さ
れ
、
古
く
正
倉
院
に
も
収
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。「
零
䔖
」
は
「
零
陵
」
と
も
書
き
、
サ

ク
ラ
ソ
ウ
科 

P
rim

u
laceae

の
モ
ロ
コ
シ
ソ
ウ 

L
ysim

a
ch

ia
 siko

kia
n

a
 

の
地
上
部
の
全
草
を
乾
燥
し
た
も

の
で
「
薫
草
」
と
も
呼
ぶ
。「
甘
松
」
は
ネ
パ
ー
ル
・
ブ
ー
タ
ン
な
ど
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
及
び
中
国
の
山
岳

地
帯
を
原
産
と
す
る
オ
ミ
ナ
エ
シ
科 

V
alerian

aceae 

の
多
年
生
草
本
ナ
ル
ド
ス
タ
チ
ス
・
チ
ネ
ン
シ
ス 

N
a
rd

o
sta

ch
ys ch

in
en

sis 

の
根
及
び
茎
に
由
来
す
る
。「
鷄
舌
」
は
専
ら
ク
ロ
ー
ブ
（C

lo
v
e

）
の
名
で
知
ら

れ
る
フ
ト
モ
モ
目
フ
ト
モ
モ
科
フ
ト
モ
モ
属
チ
ョ
ウ
ジ
ノ
キ 

S
yzyg

iu
m

 a
ro

m
a
ticu

m
 

の
花
蕾
で
あ
る
。
一

言
申
し
上
げ
て
お
く
と
、
私
は
好
き
好
ん
で
こ
ん
な
詳
細
注
を
附
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
今
ま
で
の
注
の

附
け
方
の
や
り
方
を
自
身
に
定
め
た
以
上
は
、
最
低
、
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
な
内
容
を
注
さ
な
け
れ
ば
、
他

の
注
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
自
身
が
後
々
ま
で
気
持
ち
悪
く
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
か
ら
で
あ
る
。］ 

 

す
ら
す
ら
と
松
の
み
と
り
や
花
曇
り 

 

菜
の
花
の
影
や
う
つ
ろ
ふ
海
の
へ
り 

 

ね
こ
の
子
や
き
よ
つ
と
驚
く
初
眞
桑 

 

あ
れ
も
折
こ
れ
も
折
は
や
菊
の
花 

 

一
朶
は
袖
て
か
く
す
や
菊
の
は
な 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
朶
」
は
「
ひ
と
え
だ
」
と
読
む
。「
朶
」（
音
「
ダ
」）
は
助
数
詞
で
、
枝
に
附
い
て

い
る
花
房
を
数
え
る
の
に
用
い
る
。］ 

  
 

 

翁
身
ま
か
り
給
ふ
比
其
角
へ
遣
ス 

身
を
も
た
へ
獅
子
の
あ
か
き
や
多
牡
丹 

 

行
春
の
い
さ
笠
杖
を
か
く
さ
ば
や 

 

夕
か
ほ
の
事
お
も
ひ
出
ス

門
の
雪 

【
注
】「
夕
か
ほ
の
事
お
も
ひ
出
す
門
の
雪
」。
源
氏
物
語
に
あ
る
夕
顏
と
い
ふ
女
の
こ
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
と
言
っ
て
も
、
こ
の
句
は
光
源
氏
に
成
り
代
わ
っ
た
時
代
詠
で
は
な
い
。
実
景
の
雪
の

白
さ
か
ら
木
導
自
身
が
夕
顔
の
花
を
連
想
し
、
そ
の
雪
の
儚
さ
か
ら
、「
源
氏
物
語
」
の
「
夕
顏
」
の
帖
の

幸
薄
い
彼
女
の
こ
と
を
想
起
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。］ 

 



涅
槃
會
や
夕
日
殘
れ
る
塲
の
松 

 
 

 
右
ね
は
ん
の
句
支
考
か
曰
一
と
せ
加
賀
万
子
亭
に
て
越
中 

 
 

 
越
後
佐
渡
其
外
翁
門
弟
會
合
の
節
翁
門
人
の
句
の
内
高
上 

 
 

 

至
極
の
句
を
吟
味
候
得
は
木
導
か
ね
は
ん
そ
と
何
も
か
ん 

 
 

 

し
入
候
由
物
か
た
り
也 

【
注
】「
塲
の
松
」。
ニ
ハ
ノ
マ
ツ
。 

「
加
賀
萬
子
亭
」
。
萬
子
は
金
澤
藩
士
、
生
駒
氏
、
名
は
重
任
。
此
君
庵
の
別
號
あ
り
。
享
保
四
年
歿
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
書
を
読
み
易
く
書
き
直
し
て
お
く
。
一
部
に
助
詞
や
送
り
仮
名
を
補
っ
た
。 

 
 

 

＊ 

右
、「
涅
槃
」
の
句
、
支
考
が
曰
は
く
、「
一
と
せ
、
加
賀
万
子
亭
に
て
越
中
・
越
後
・
佐
渡
、
其
外
、
翁を

う

が

門
弟
の
會
合
の
節
、
翁
、『
門
人
の
句
の
内
、
高
上
至
極
の
句
を
吟
味
候
得

さ
ふ
ら
え

ば
、
木
導
が
「
涅
槃
」
ぞ
』
と
。

何
い
づ
れ

も
感
じ
入
り
候
ふ
」
由
、
物
が
た
り
な
り
。 

 
 

 

＊ 

「
万
子
」
生
駒
万
子
（
い
こ
ま
ま
ん
し 

承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
～
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
）
は
加
賀

藩
士
（
禄
高
一
千
石
）
で
俳
人
。
本
名
は
重
信
。
生
駒
直
勝
の
二
男
生
駒
八
郎
右
衛
門
の
嫡
男
と
し
て
金
沢

に
生
ま
れ
た
。
当
初
は
談
林
派
に
学
ん
だ
と
い
う
。「
万
子
」
の
号
で
の
史
料
上
の
初
見
は
、
貞
享
二
（
一

六
八
五
）
年
の
撰
集
「
稲
筵
」（
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
刊
。
鈴
木
青
風
編
。
読
み
は
「
い
な
む
し
ろ
」

か
）
で
、
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
の
江
左
尚
白
編
「
孤
松
」
に
、
か
の
小
杉
一
笑
ら
と
と
も
に
入
集
し
て

い
る
。
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
七
月
中
旬
の
松
尾
芭
蕉
の
加
賀
来
訪
の
際
に
入
門
し
た
。
山
口
素
堂
谷

た
に 

木ぼ
く

因い
ん

と
と
も
に
芭
蕉
の
三
友
と
言
わ
れ
た
。
立
花
北
枝
・
秋
の
坊
ら
と
交
遊
し
、
秋
の
坊
が
「
寒
け
れ
ば
山
よ

り
下
を
飛
ぶ
雁
に
物
う
ち
に
な
ふ
人
ぞ
戀
し
き
」
と
の
歌
を
詠
ん
で
無
心
を
す
る
と
、「
寒
け
れ
ば
山
よ
り

下
を
飛
ぶ
雁
に
物
う
ち
に
な
ふ
人
を
こ
そ
や
れ
」
と
返
歌
し
て
炭
を
贈
る
な
ど
、
経
済
面
で
俳
友
を
助
け
た

と
い
う
。
越
中
蕉
門
の
御
大
で
あ
る
井
波
の
浪
化
と
は
姻
戚
で
も
あ
り
、
親
し
く
交
わ
っ
た
。
ま
た
、
各
務

支
考
の
庇
護
者
で
も
あ
っ
た
。
編
著
に
浪
化
・
支
考
と
の
共
編
の
「
そ
こ
の
花
」
や
、
遺
稿
と
な
っ
た
「
金

蘭
集
」
が
あ
る
（
以
上
は
概
ね
ウ
ィ
キ
の
「
生
駒
万
子
」
に
拠
っ
た
）。
但
し
、
こ
の
「
奥
の
細
道
」
の
芭
蕉

の
金
沢
滞
在
時
に
万
子
亭
に
於
い
て
「
越
中
・
越
後
・
佐
渡
、
其
外
、
翁
が
門
弟
の
會
合
」
が
あ
っ
た
と
い
う

事
実
は
確
認
出
来
な
い
。
し
か
し
、
金
沢
を
立
っ
た
芭
蕉
と
曾
良
を
こ
の
万
生
駒
万
兵
衛
が
追
い
か
け
た
と

い
う
事
実
が
生
駒
自
身
の
日
記
か
ら
判
っ
て
い
る
（
一
九
九
四
年
講
談
社
刊
山
偦

さ
と
し

「
芭
蕉 

奥
の
細
道
事
典
」

に
拠
る
）。
仕
事
の
都
合
上
、
見
送
り
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
勤
め
を
終
え
て
か
ら
追
い
掛
け
た
の
で
あ
っ

た
。
彼
は
『
白
い
絹
の
袷

あ
わ
せ

と
金
子

き

ん

す

三
両
を
餞
別
と
し
て
差
し
出
し
た
が
、
芭
蕉
は
受
け
取
り
を
か
く
な
い
に

拒
否
し
て
い
る
』（
前
掲
書
）
と
あ
る
。
そ
も
そ
も
一
笑
追
善
の
法
会
が
最
も
大
き
な
会
合
で
、
そ
こ
で
は
か

の
芭
蕉
の
絶
唱
も
披
露
さ
れ
た
（
私
の
『
今
日
の
シ
ン
ク
ロ
ニ
テ
ィ
「
奥
の
細
道
」
の
旅 

６
５ 

金
沢 

塚

も
動
け
我
が
泣
く
聲
は
秋
の
風
』
を
参
照
さ
れ
た
い
）
が
、
こ
ん
な
大
規
模
な
加
越
と
佐
渡
の
蕉
門
の
集
ま
り

が
あ
れ
ば
、
曾
良
の
日
記
に
出
な
い
は
ず
も
な
く
（「
曾
良
随
行
日
記
」
に
も
そ
の
よ
う
な
記
載
は
な
い
）、
正

直
、
私
は
こ
の
支
考
の
言
は
信
用
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
生
駒
自
身
の
日
記
を
是
非
と
も
読
み
た
い
も
の
で

あ
る
。］ 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E9%A7%92%E4%B8%87%E5%AD%90
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/09/post-5632.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/09/post-5632.html


 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
木
導
の
歌
仙
独
吟
で
あ
る
が
、
私
は
必
ず
し
も
そ
の
総
て
の
句
意
を
理
解
出
来

は
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
連
の
彼
の
詩
想
で
あ
る
か
ら
に
は
、
途
中
に
注
を
附
す
こ
と
を
憚
れ
る
の

で
、
以
下
、
本
歌
仙
に
就
て
は
読
み
に
く
い
と
い
う
謗
り
を
受
け
る
と
思
う
が
、
注
は
別
天
樓
の
そ
れ
と
合

わ
せ
て
最
後
に
纏
め
て
置
い
た
（
別
天
樓
の
注
自
体
に
対
す
る
問
題
点
が
あ
る
場
合
は
、
彼
の
注
の
中
に
挿

入
し
て
あ
る
）。
な
お
、
六
句
目
の
「
序
」（
読
み
は
「
じ
よ
」
で
あ
ろ
う
）
の
字
に
は
明
白
な
右
傍
線
が
施

さ
れ
て
あ
り
（
植
字
組
版
の
ス
レ
と
は
思
わ
れ
な
い
）、
そ
れ
の
意
味
は
私
に
は
判
ら
ぬ
が
（
こ
こ
は
連
句

の
表

お
も
て

（
初し

ょ

表
お
も
て

）
の
折
端

お
り
は
し

に
当
た
る
か
ら
そ
れ
を
指
示
す
る
も
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
ど
う
か
、
私
に
は
よ
く
判
ら
ぬ
）、
再
現
し
て
お
い
た
。
各
句
間
は
や
は
り
一
行
空
け
た
。
］ 

  
 

 

歌 

仙 

獨 

吟 

 

す
ご
す
ご
と
暮
か
ゝ
け
り
枯
尾
花 

  

巧
婦
鳥

ミ

ソ

サ
ヽ

イ

鳴
ク

石
橋
の
下 

 

此
鹿
毛
は
少
と
跡
足
の
早
く
し
て 

  

軒
に
つ
り
柿
み
せ
は
木
さ
は
し 

 

み
か
き
こ
む
茶
釜
に
月
の
橫
に
さ
す 

  

秋
中
に
序
が
や
つ
と
す
む
へ
し 

ウ 風
呂
敷
の
や
れ
さ
る
や
う
に
封
を
き
る 

  

あ
す
の
節
句
は
大
坂
て
せ
ん 

 

靑
々
と
植
わ
た
す
田
の
さ
わ
や
か
に 

  

古
か
ね
買
ふ
て
手
を
煤
に
す
る 

 

五
六
足
女
の
あ
し
た
ぬ
さ
ち
ら
し 

  

瘧
の
熱
て
鳶
の
ひ
も
と
く 

 

ね
ん
ば
り
と
つ
や
か
ら
ち
が
ふ
早
稻
の
餅 

 



 
踊
た
聲
を
隱
す
口
上 

 

く
わ
た
ひ
し
と
持
つ
棚
經
の
挾
箱 

  

瓦
の
棟
に
月
の
す
み
き
る 

 

咲
ク

花
は
瀧
の
し
ぶ
き
に
う
ち
ぬ
れ
て 

  

足
の
下
か
ら
雉
子
の
鳴
た
つ 

名 う
つ
く
し
う
此
出
替
に
隙
を
と
る 

  

紋
う
る
み
た
る
は
り
直
し
も
の 

 

裏
町
は
片
側
斗
祭
り
に
て 

  

生
た
る
や
う
に
ふ
れ
る
生
鯛 

 

昨
日
今
日
ほ
ん
の
天
氣
に
風
か
わ
る 

  

大
竹
屋
よ
り
小
竹
屋
の
月 

 

振
袖
を
引
す
る
程
の
秋
あ
わ
せ 

  

提
た
る
菊
に
蝶
の
追
つ
く 

 

乘
物
へ
揚
弓
入
て
下
屋
し
き 

  

さ
つ
と
降
た
る
雪
に
帚
目 

 

あ
か
き
れ
は
足
に
竪
橫
十
文
字 

  

八
つ
時
な
る
か
鷄
の
聲
々 

名
ウ 

開
キ

戶
を
ひ
ら
け
は
と
つ
と
手
習
子 

  

又
ふ
く
ろ
ひ
る
兩
の
袖
口 

 



虱
よ
り
蚤
に
あ
き
た
る
木
曾
の
旅 

  

越
前
簑
に
着
た
る
加
賀
笠 

 

う
つ
す
り
と
花
の
中
よ
り
虹
立
て 

 

埃ゴ
ミ

吹
か
け
る
菫
蒲
公 

 

【
注
】「
木
さ
は
し
」。
木
の
ま
ゝ
に
熟
せ
し
め
て
澁
味
を
拔
き
た
る
柿
の
こ
と
。 

「
瘧
」。
古
名
「
ワ
ラ
ハ
ヤ
ミ
」
と
い
ふ
病
氣
。「
オ
コ
リ
」
と
も
い
ひ
音
に
て
「
ギ
ヤ
ク
」
と
も
い
ふ
。
隔

日
に
時
を
定
め
て
發
熱
す
る
病
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
ラ
リ
ア
の
こ
と
。］ 

「
虱
」。
蝨
宜
し
「
シ
ラ
ミ
」
と
讀
む
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
宜
し
」
は
「
よ
ろ
し
」
か
。
副
詞
で
本
来
は
今
も
使
う
、
上
の
内
容
を
受
け
て
「
い

か
に
も
そ
れ
ら
し
く
」
の
意
を
表
わ
す
語
だ
が
、
こ
れ
は
別
天
樓
の
口
癖
で
、「
と
同
じ
」
の
意
か
と
思
う
。］ 

「
蒲
公
」。
蒲
公
英
宜
し
「
タ
ン
ポ
ヽ
」
と
い
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
此
鹿
毛
は
少
と
跡
足
の
早
く
し
て
」
は
「
こ
の
か
げ
は
／
／
ち
と
／
あ
と
あ
し
の
／

／
は
や
く
し
て
」
か
。 

「
踊
た
聲
を
隱
す
口
上
」
の
上
五
は
「
お
ど
つ
た
こ
ゑ
を
」。 

「
く
わ
た
ひ
し
と
持
つ
棚
經
の
挾
箱
」
上
五
は
「
桑
田
」
で
桑
畑
、
座
五
の
「
棚
經
」
は
「
た
な
ぎ
や
う
」

で
、
盂
蘭
盆
会
に
檀
家
に
請
わ
れ
て
、
僧
侶
が
仏
壇
や
精
霊
棚
の
前
で
読
経
し
、
祖
先
の
霊
を
祀
る
こ
と
を

指
す
。
こ
の
「
挾
箱

は
さ
み
ば
こ

」（
近
世
、
主
に
武
家
の
公
用
の
外
出
に
際
し
て
必
要
な
調
度
・
装
身
具
を
納
め
て
従

者
に
担
が
せ
た
箱
。
長
方
形
の
浅
い
肩
幅
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
蓋
に
棒
を
通
し
て
担
い
だ
）
は
従
僧
か
下
男

が
列
の
最
後
に
背
負
っ
て
い
る
そ
の
式
に
必
要
な
経
典
・
仏
具
を
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
桑
の
列

の
頭
か
ら
坊
主
ら
の
頭
部
の
最
後
尾
に
、
一
際
、
突
き
出
て
見
え
て
い
る
景
と
読
ん
だ
。 

「
振
袖
を
引
す
る
程
の
秋
あ
わ
せ
」「
あ
わ
せ
」
は
マ
マ
。「
秋
袷
」
で
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
あ
き
あ
は
せ
」

が
正
し
い
。
秋
の
冷
え
始
め
か
ら
着
る
袷
の
こ
と
で
、
通
常
は
秋
ら
し
く
落
ち
着
い
た
柄
や
色
合
い
の
も
の

が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
し
か
し
、「
振
袖
を
引
す
る
程
」
に
か
な
り
派
手
め
な
の
か
。
よ
く
判
ら
ぬ
。］ 

「
乘
物
へ
揚
弓
入
て
下
屋
し
き
」「
揚
弓
」
は
「
楊
弓
」
で
「
よ
う
き
ゆ
う
」（
よ
う
き
ゅ
う
）、
遊
戯
用
の

小
さ
な
弓
（
約
八
十
五
セ
ン
チ
の
弓
に
約
二
十
七
セ
ン
チ
の
矢
を
番つ

が

え
、
座
っ
て
射
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明

治
に
か
け
て
民
間
で
大
人
の
賭
博
的
遊
戯
と
し
て
流
行
し
た
。
も
と
楊
柳
で
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名

が
あ
る
。
但
し
、
幾
つ
か
の
記
載
を
読
む
と
、「
揚
」
で
は
誤
字
で
は
な
く
（
と
い
う
よ
り
誤
字
が
一
部
で

慣
用
化
さ
れ
た
か
）、
実
際
に
「
揚
弓
」
と
書
い
た
ケ
ー
ス
が
複
数
あ
る
よ
う
だ
。 

「
八
つ
時
な
る
か
鷄
の
聲
々
」「
八
つ
時
」
は

暁
あ
か
つ
き

八
ツ
で
御
前
二
時
頃
か
ら
午
前
四
時
頃
で
早
過
ぎ
る
か

ら
句
に
な
る
。 

「
開
キ

戶
を
ひ
ら
け
は
と
つ
と
手
習
子
」
扉
の
様
子
か
ら
寺
子
屋
の
景
で
あ
ろ
う
。 

「
又
ふ
く
ろ
ひ
る
兩
の
袖
口
」「
ふ
く
ろ
び
る
」
で
「
綻

ほ
こ
ろ

び
る
」
に
同
じ
い
。 

「
越
前
簑
に
着
た
る
加
賀
笠
」「
越
前
簑
」
は
ど
ん
な
蓑
か
判
ら
ぬ
が
、「
加
賀
笠
」
は
「
か
が
が
さ
」
で
加



賀
国
で
産
し
た
加
賀

か

が

菅
笠

す
げ
が
さ

で
、
町
家
の
女
房
や
比
丘
尼
な
ど
が
外
出
時
に
用
い
た
か
ら
、
映
像
対
象
が
女
で

あ
る
こ
と
が
判
る
。
加
賀
笠
と
は
檜
の
板
を
薄
く
鉋
で
引
い
て
編
ん
だ
も
の
で
、
色
が
白
く
、
糸
縫
い
が
細

か
く
し
て
あ
り
、
恰
好
が
よ
く
、
上
物
と
さ
れ
た
。
天
和
（
一
六
八
一
年
～
一
六
八
四
年
）
頃
に
始
ま
り
、

貞
享
・
元
禄
（
一
六
八
四
年
～
一
七
〇
四
年
）
頃
、
流
行
し
た
。
傘
の
頂
き
の
部
分
が
有
意
に
突
き
出
て
い

る
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
加
賀
笠
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

 

以
下
は
、
発
句
の
追
加
分
の
体て

い

で
あ
る
。］ 

   

三
千
の
官
女
な
ら
へ
て
月
見
か
な 

 

山
臥
の
門
い
か
め
し
や
門
か
さ
り 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
山
臥
」
山
伏
。］ 

 

鶯
の
に
ら
み
の
介
や
み
そ
さ
ゞ
い 

【
注
】「
鶯
の
に
ら
み
の
介
や
み
そ
さ
ゞ
い
」。
鶯
が
鷦
鷯
を
睨
み
下
し
て
ゐ
る
の
を
、
か
く
狂
じ
た
も
の
か
。

竹
齋
物
語
に
竹
齋
と
い
ふ
醫
師
が
、
に
ら
み
の
介
と
い
ふ
下
僕
を
從
へ
て
諸
國
を
遍
歷
し
た
こ
と
を
記
せ

り
。
こ
の
書
は
元
綠
の
頃
弄
ば
れ
た
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
趣
向
を
用
ひ
て
、
鷦
鷯
は
鶯
の
召
使
な
り
と
の
意

か
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
竹
齋
物
語
」
江
戸
初
期
の
仮
名
草
子
「
竹
齋

ち
く
さ
い

」。
ウ
ィ
キ
の
「
竹
斎
」
に
よ
れ
ば
、
作

者
は
医
師
の
富
山

と
み
や
ま

道
冶

ど

う

や

（
？
～
寛
永
一
一
（
一
六
三
四
）
年
：
伊
勢
国
松
坂
の
商
家
の
出
身
。
京
の
名
医
曲ま

直な

瀬せ

玄げ
ん

朔さ
く

（
天
文
一
八
（
一
五
四
九
）
年
～
寛
永
八
（
一
六
三
二
）
年
）
に
つ
い
て
、
医
学
を
修
め
た
）
本

作
は
、
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
『
藪
医
竹
斎
を
主
人
公
に
し
た
遍
歴
体

の
小
説
で
』、『
作
者
の
世
相
観
察
と
竹
斎
の
馬
鹿
げ
た
医
療
を
施
す
部
分
、
そ
し
て
名
所
案
内
の
部
分
が
う

ま
く
絡
み
合
っ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
滑
稽
文
学
の
常
套
手
段
と
し
て
狂
歌
を
随
所
に
挿
入
し

て
い
る
』。『
研
究
に
よ
れ
ば
、
竹
斎
の
モ
デ
ル
は
師
の
曲
直
瀬
玄
朔
で
あ
り
、
諸
処
か
ら
の
批
判
を
憚
っ
て

カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
し
て
施
さ
れ
た
、
慶
長
』（
一
五
九
六
年
～
一
六
一
五
年
）『
の
頃
を
匂
わ
せ
る
な
ど
の

仕
掛
け
が
随
所
に
見
ら
れ
る
』。『
藪
医
者
竹
斎
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
以
後
の
種
々
の
藪
医
者
物
の
嚆
矢
と

な
っ
た
。
ま
た
、
東
海
道
中
名
所
記
の
出
現
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
世
相
に
つ
い
て
は
、
好
色
僧
侶
批
判

や
見
か
け
ば
か
り
で
実
力
の
当
て
に
な
ら
ぬ
医
師
の
氾
濫
な
ど
、
当
時
の
世
相
に
対
す
る
批
判
も
垣
間
見

え
る
』
と
あ
る
（
著
者
は
嘗
て
は
江
戸
前
期
の
公
卿
で
歌
人
・
能
書
家
に
し
て
正
二
位
権
大
納
言
で
あ
っ
た

烏
丸

か
ら
す
ま

光
広
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
行
で
は
富
山
の
作
と
す
る
の
が
有
力
で
あ
る
）。
な
お
、
別
天
樓
は
注
し

て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
松
尾
芭
蕉
の
、
俳
諧
七
部
集
第
一
の
「
冬
の
日
」（
荷か

兮け
い

編
・
貞
享
元

（
一
六
八
四
）
年
刊
）
に
載
る
、 

 
 

 
 

笠
は
長
途

ち
や
う
と

の
雨
に
ほ
こ
ろ
び
、
帋か

み

衣こ

は
、 

 
 

 
 

と
ま
り
と
ま
り
の
あ
ら
し
に
も
め
た
り
。 

 
 

 
 

侘わ
び

つ
く
し
た
る
わ
び
人
、
我
さ
へ
あ
は
れ 

 
 

 
 

に
お
ぼ
え
け
る
。
む
か
し
狂
歌
の
才
士
、 

https://www.google.com/search?q=%E5%8A%A0%E8%B3%80%E7%AC%A0&tbm=isch&ved=2ahUKEwisl8-xsezrAhV0xYsBHU74DUMQ2-cCegQIABAA&oq=%E5%8A%A0%E8%B3%80%E7%AC%A0&gs_lcp=CgNpbWcQAzIECCMQJzICCAAyAggAMgQIABAYMgQIABAYMgQIABAYMgQIABAYMgQIABAYMgQIABAYMgQIABAYULYfWLYfYJQiaABwAHgAgAFdiAFdkgEBMZgBAKABAaoBC2d3cy13aXotaW1nwAEB&sclient=img&ei=0FdhX6zvKPSKr7wPzvC3mAQ&bih=937&biw=1920
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E6%96%8E


 
 

 
 

此
國
に
た
ど
り
し
事
を
、
不
圖

ふ

と

お
も
ひ
出

い
だ
し 

 
 

 
 

て
申
し
侍
る
。 

 

狂
句
こ
が
ら
し
の
身
は
竹
齋
に
似
た
る
哉 

遠
く
意
識
し
て
い
る
も
の
と
私
は
思
う
。］ 

 

う
く
ひ
す
は
笛
の
役
な
り
う
そ
は
琴 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
そ
」
鷽う

そ

。
ス
ズ
メ
目
ア
ト
リ
科
ウ
ソ
属
ウ
ソP

yrrh
u
la

 p
yrrh

u
la

。
私
の
「
和
漢
三

才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 
鸒
（
う
そ
ど
り
） 

（
鷽
・
ウ
ソ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鳴
き
声
を
含
む

動
画
も
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
。］ 

  
 

 

親
の
喪
に
こ
も
り
て 

ほ
つ
り
と
さ
む
き
樒
の
雫
か
な 

 

ひ
い
や
り
靑
麥
く
れ
て
水
雞
哉 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
水
雞
」
は
ツ
ル
目
ク
イ
ナ
科
ク
イ
ナ
属
ク
イ
ナ 

R
a
llu

s a
q

u
a

ticu
s

。
同
じ
く
私
の
「
和

漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

水
雞 

（
ク
イ
ナ
・
ヒ
ク
イ
ナ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
］ 

 

曇
る
日
は
猶
ち
か
ら
な
き
芙
蓉
か
な 

 

高
々
と
辻
念
佛
や
夏
木
立 

 

水
仙
の
影
や
す
ゝ
と
き
鉢
の
水 

【
注
】「
水
仙
の
影
や
す
ゝ
と
き
鉢
の
水
」。「
す
ゝ
と
き
」
は
鋭
き
こ
と
、
冴
え
切
つ
て
冷
酷
な
貌
を
い
ふ
。 

 

木
奴

ク
子
ン
ホ

の
苺
子

イ

チ

ゴ

も
と
き
や
春
の
雨 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
木
奴

ク
子
ン
ホ

」
九
年

く

ね

ん

母ぼ

。
ム
ク
ロ
ジ
目
ミ
カ
ン
科
属
ミ
カ
ン
属
マ
ン
ダ
リ
ン
オ
レ
ン
ジ
品
種

ク
ネ
ン
ボ 

C
itru

s reticu
la

ta
 'K

u
n
en

b
o
'

。
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の
品
種
と
さ
れ
る
が
、
本
邦
に
は
室
町
後
半

に
琉
球
王
国
を
経
由
し
て
齎
さ
れ
た
。
皮
が
厚
く
、
独
特
の
匂
い
が
あ
る
。
果
実
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
江

戸
時
代
に
は
キ
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン 

C
itru

s kin
o
ku

n
i 

が
広
ま
る
ま
で
は
、
日
本
の
関
東
地
方
ま
で
広
ま
っ
て

お
り
、
本
品
種
は
本
邦
の
柑
橘
類
の
祖
先
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
ク
ネ
ン
ボ
」
に
拠

っ
た
）。
和
名
は
、
種
を
植
え
て
か
ら
九
年
で
実
が
な
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。］ 

 

凩
や
吹
し
こ
り
た
る
雲
の
い
ろ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
中
七
は
「
吹
き
凝し

こ

り
た
る
」
で
、
寄
り
合
っ
て
一
塊
り
と
な
っ
た
、
の
意
で
あ
ろ
う
。］ 

 

打
あ
け
る
鱅

カ
ジ
カ

の
中
の
も
み
ち
哉 

【
注
】
「
鱅

カ
ジ
カ

」。
鰍
又
は
杜
父
魚
と
書
く
。
鱅
の
字
辭
書
に
見
當
ら
ず
。
淡
水
に
產
し
常
に
水
底
の
沙
上
に

居
る
。
長
さ
五
六
寸
、
形
鯊
に
似
て
肥
大
な
り
。
虫
の
「
河
鹿
」
に
あ
ら
ず
。 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-f01a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-f01a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-f01a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/12/post-f01a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-ced9.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-ced9.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-ced9.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/05/post-ced9.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%8D%E3%83%B3%E3%83%9C


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鱅

カ
ジ
カ

」
条
鰭
綱
カ
サ
ゴ
目
カ
ジ
カ
科
カ
ジ
カ
属
カ
ジ
カ 

C
o

ttu
s p

o
llu

x 

及
び
カ
ジ
カ

科 C
o

ttid
ae 

の
類
を
指
す
。
詳
し
く
は
私
の
「
大
和
本
草
卷
之
十
三 

魚
之
下 

杜
父
魚 

（
カ
ジ
カ
類
）」

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
別
天
樓
の
「
虫
」
は
博
物
学
的
な
広
義
の
そ
れ
で
、
両
生
綱
無
尾
目
ナ
ミ
ガ
エ

ル
亜
目
ア
オ
ガ
エ
ル
科
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
属
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル 

B
u
erg

eria
 b

u
erg

eri

を
指
し
て
い
る
。］ 

 

鐘
の
音
あ
ら
ひ
立
た
る
時
雨
か
な 

 

早
乙
女
に
道
を
し
へ
行
つ
は
め
哉 

   
 

 
 

 
 

 
 

印 
 

 

印 

    
 

 
 

辭 
 

 

世 

神
代
の
御
事
は
し
ら
す
中
興
名
高
き
宇
治
川
藤
戶
の
先
陣
い
つ
れ
の
一
番
鑓
七
本
鎗
な
ど
ゝ
い
ひ
侍
し
武

士
の
戰
功
尤
世
人
是
ヲ

譽
と
云
ふ
も
可
な
る
か
殊
に
佐
々
木
行
當
り
智
を
以
の
先
陣
も
可
な
る
か
中
興
よ

り
此
先
陣
ヲ

隨
一
と
し
て
是
ヲ

中
興
武
士
の
大
戰
功
と
云
ふ
也
こ
ゝ
を
取
し
づ
め
武
道
に
て
批
判
し
た
る
時

に
何
と
や
ら
ん
其
そ
こ
の
深
さ
見
へ
た
る
樣
に
も
有
治
國
の
武
士
は
合
戰
を
繪
に
書
た
る
よ
り
外
に
見
る

事
は
な
し
さ
れ
と
も
日
の
内
に
は
數
百
度
の
一
番
鑓
を
合
は
げ
し
き
大
川
を
打
渡
り
猶
又
い
く
は
く
の
强

戰
功
を
も
な
し
日
本
は
い
ふ
に
お
よ
ば
す
唐
土
天
竺
迄
も
ひ
ゞ
き
た
る
戰
功
ヲ

な
し
大
石
氏
か
忠
死
ヲ

見
る

時
は
結
句
治
國
の
武
士
は
い
と
奧
深
ク

た
の
も
し
う
お
も
わ
れ
け
り 

  
 

 
 

 
 

 
 

 ┏

此
な
す
び
甲
付
の
首
の
事
也 

 

氣
に
懸
ル

一
番
鑓
の
な
す
ひ
か
な 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿 

山 

下 

享
保
八
年
癸

卯

六
月
廿
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

木 

導 

 

【
注
】「
七
本
鑓
」。
天
正
十
年
五
月
賤
ケ
嶽
の
役
に
、
秀
吉
の
部
下
加
藤
淸
正
、
福
島
正
則
、
加
藤
嘉
明
、

平
野
長
泰
、
糟
屋
助
則
、
脇
阪
安
治
、
片
桐
且
元
等
七
人
槍
を
振
つ
て
奮
鬪
し
、
大
に
功
を
樹
つ
。
こ
れ
を

七
本
槍
と
稱
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
別
天
樓
の
「
七
本
鑓
」
は
マ
マ
。
原
文
は
「
七
本
鎗
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
加
藤
嘉
明
」

の
部
分
は
行
末
で
終
わ
っ
て
読
点
は
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
電
子
化
す
る
と
お
か
し
い
の
で
、
読
点
を
加
え

た
。］ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
見
え
た
る
」「
お
も
わ
れ
け
り
」
は
マ
マ
。
勝
手
自
然
流
で
辞
世
本
文
を
読
み
易
く
書

き
直
し
て
み
る
。
漢
字
表
記
代
え
や
読
み
は
自
分
の
好
み
で
、
別
に
根
拠
は
な
い
。 

 
 

 

＊ 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/09/post-c39c4f.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/09/post-c39c4f.html


 
 

 
 

辭 
 

 

世 

 
神
代

か

み

よ

の
御
事

お
ん
こ
と

は
、
知
ら
ず
、
中
興
名
高
き
、「
宇
治
川
」、「
藤
戶

ふ

じ

と

」
の
先
陣
、
孰い

づ

れ
の
「
一
番
鑓
」・「
七

本
鎗
」
な
ど
と
言
ひ
侍
り
し
武
士
の
戰
功
、
尤
も
、
世
人
、
是
れ
を
譽

ほ
ま
れ

と
云
ふ
も
可か

な
る
が
、
殊
に
、
佐
々

木
、
行
き
當
り
、
智
を
以
つ
て
の
先
陣
も
可
な
る
か
。
中
興
よ
り
、
此
の
先
陣
を
隨
一
と
し
て
、
是
れ
を
中

興
武
士
の
大
戰
功
と
云
ふ
な
り
。
こ
ゝ
を
取
り
鎭し

づ

め
、
武
道
に
て
批
判
し
た
る
時
に
、
何
と
や
ら
ん
、
其
れ
、

底
の
深
さ
、
見
え
た
る
樣や

う

に
も
有
る
。
治
國

ち

こ

く

の
武
士
は
、
合
戰
を
繪
に
書
き
た
る
よ
り
外
に
、
見
る
事
は
な

し
。
さ
れ
ど
も
、
日
の
内
に
は
、
數す

百
度
の
一
番
鑓
を
合
は
せ
、
は
げ
し
き
大
川
を
打
ち
渡
り
、
猶
ほ
又
、

幾
許

い
く
ば
く

の
强

き
や
う

戰
功
を
も
な
し
、
日
本
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
唐
土

も
こ
ろ
し

・
天
竺

て
ん
ぢ
く

ま
で
響
き
た
る
戰
功
を
な
し
、
大
石

氏
が
忠
死
を
見
る
時
は
、
結
句
、
治
國
の
武
士
は
、
い
と
奧
深
く
、
た
の
も
し
う
思
は
れ
け
り
。 

 
 

 

＊ 

『「
藤
戶

ふ

じ

と

」
の
先
陣
』
治
承
・
寿
永
の
乱
に
於
け
る
戦
い
の
一
つ
で
あ
る
「
藤
戸
の
戦
い
」。
寿
永
三
／
元
暦

元
年
十
二
月
七
日
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
：
一
一
八
五
年
一
月
十
日
）
に
備
前
国
児
島
の
藤
戸
の
海
峡
（
現
在
の
岡

山
県
倉
敷
市
藤
戸
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
で
源
範
頼
率
い
る
平
氏
追
討
軍
と
、
平
家
の
平
行
盛

軍
の
間
で
行
わ
れ
た
戦
い
。
詳
し
い
経
緯
は
参
照
し
た
ウ
ィ
キ
の
「
藤
戸
の
戦
い
」
を
見
ら
れ
た
い
が
、『
現

在
の
藤
戸
周
辺
は
干
拓
に
よ
り
陸
地
と
な
っ
て
い
る
が
』
、『
合
戦
の
当
時
は
海
に
島
が
点
在
し
て
い
る
状

態
で
あ
っ
た
。
平
行
盛
は
』
五
百
『
余
騎
の
兵
を
率
い
て
備
前
児
島
（
現
在
の
児
島
半
島
）
の
』
篝

か
が
り

地
蔵

じ

ぞ

う

（
現
在
の
藤
戸
の
南
西
に
接
す
る
倉
敷
市
粒つ

ぶ

江え

。
そ
の
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
で
「
平
家
本
陣
跡
」

が
確
認
出
来
る
）
に
『
城
郭
を
構
え
た
。
九
州
上
陸
を
目
指
す
源
氏
軍
に
と
っ
て
、
こ
の
山
陽
道
の
平
氏
拠

点
の
攻
略
は
必
須
課
題
で
あ
り
、
追
討
軍
の
佐
々
木
盛
綱
が
城
郭
を
攻
め
落
と
す
べ
く
幅
約
』
五
百
メ
ー
ト

ル
の
『
海
峡
を
挟
ん
だ
本
土
側
の
藤
戸
（
現
在
の
倉
敷
市
有
城
』（
先
の
二
地
域
の
北
、
こ
こ
。
グ
ー
グ
ル
・

マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）『
付
近
）
に
向
か
う
。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、
波
濤
が
激
し
く
船
も
な
い
た
め
、
渡
る

の
が
難
し
く
』、『
盛
綱
ら
が
浜
辺
に
轡
を
止
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
行
盛
が
し
き
り
に
挑
発
し
た
。
盛
綱
は
武

勇
を
奮
い
立
た
せ
、
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
郎
従
』
六
『
騎
を
率
い
て
藤
戸
の
海
路
三
丁
余
り
を
押
し
渡
り
、
向

こ
う
岸
に
辿
り
着
い
て
』、『
行
盛
を
追
い
落
と
し
た
と
い
う
。
平
氏
軍
は
敗
走
し
、
讃
岐
国
屋
島
へ
と
逃
れ

た
』。
こ
の
合
戦
は
「
平
家
物
語
」
の
「
藤
戸
合
戦
」
の
段
で
九
月
の
こ
と
と
し
て
『
書
か
れ
、
盛
綱
の
活

躍
も
吾
妻
鏡
と
一
致
し
て
い
る
が
、
盛
綱
が
先
陣
の
功
を
狙
っ
て
浦
の
男
に
地
形
を
尋
ね
、
浅
瀬
を
見
つ
け

た
後
』、『
口
封
じ
の
為
に
男
を
殺
し
て
し
ま
う
場
面
は
、
覚
一
本
な
ど
語
り
本
系
の
「
平
家
物
語
」
に
の
み

に
『
見
ら
れ
、
延
慶
本
や
「
源
平
盛
衰
記
」
に
は
『
な
い
話
で
あ
る
』
と
あ
る
。 

「
佐
々
木
、
行
き
當
り
、
智
を
以
つ
て
の
先
陣
」「
佐
々
木
」
は
佐
々
木
高
綱
。「
宇
治
川
の
戦
い
」
で
の
、

彼
と
梶
原
景
季
の
「
宇
治
川
の
先
陣
争
い
」
は
「
平
家
物
語
」
で
有
名
。
そ
こ
で
彼
は
策
を
用
い
、 

 
 

 

＊ 

佐
々
木
、「
如
何
に
梶
原
殿
、
こ
の
河
は
西
國
一
の
大
河
ぞ
や
。
腹
帶

は

る

び

［
馬
に
鞍
を
附
け
る
腹
帯

は
ら
お
び

。］
の
延
び

て
見
え
さ
う
ぞ
。
縮し

め
給
へ
」 

と
云
ひ
け
れ
ば
、
梶
原
、『
さ
も
あ
る
ら
ん
』
と
思
ひ
け
ん
、
手
綱
を
馬む

ま

の

ゆ
が
み
［

鬣
た
て
が
み

を
束
ね
て
結
ん
だ
部
分
。］
に
捨
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
さ
し
置
い
て
。］、
左
右
の
鐙

あ
ぶ
み

を
蹈

み
す
か
し
［
踏
ん
で
い
る
の
を
外
し
て
。］、
腹
帶
を
解
い
て
ぞ
縮
め
た
り
け
る
。
佐
々
木
、
そ
の
間ま

に
、
馳

せ
拔
い
て
、
河
へ
ざ
つ
と
打
入
れ
た
れ
る
。 

 
 

 

＊ 

と
あ
っ
て
、
彼
が
先
陣
を
執
る
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
木
導
は
言
っ
た
の
で
あ
る
。 

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92710-0133+%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%80%89%E6%95%B7%E5%B8%82%E8%97%A4%E6%88%B8%E7%94%BA%E8%97%A4%E6%88%B8/@34.5407879,133.7813358,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3553fd0f5983380b:0x2b51aa55d4d0c370!8m2!3d34.5560576!4d133.8219285
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92710-0133+%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%80%89%E6%95%B7%E5%B8%82%E8%97%A4%E6%88%B8%E7%94%BA%E8%97%A4%E6%88%B8/@34.5407879,133.7813358,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3553fd0f5983380b:0x2b51aa55d4d0c370!8m2!3d34.5560576!4d133.8219285
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E6%88%B8%E3%81%AE%E6%88%A6%E3%81%84
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92710-0034+%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%80%89%E6%95%B7%E5%B8%82%E7%B2%92%E6%B1%9F/@34.5518294,133.7945785,15z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x3553fd0f5983380b:0x2b51aa55d4d0c370!2z44CSNzEwLTAxMzMg5bKh5bGx55yM5YCJ5pW35biC6Jek5oi455S66Jek5oi4!3b1!8m2!3d34.5560576!4d133.8219285!3m4!1s0x3553fd5bf89aeaed:0xb70d0a91b36b1ebb!8m2!3d34.5521427!4d133.7956291
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92710-0034+%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%80%89%E6%95%B7%E5%B8%82%E7%B2%92%E6%B1%9F/@34.5518294,133.7945785,15z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x3553fd0f5983380b:0x2b51aa55d4d0c370!2z44CSNzEwLTAxMzMg5bKh5bGx55yM5YCJ5pW35biC6Jek5oi455S66Jek5oi4!3b1!8m2!3d34.5560576!4d133.8219285!3m4!1s0x3553fd5bf89aeaed:0xb70d0a91b36b1ebb!8m2!3d34.5521427!4d133.7956291
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92710-0034+%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%80%89%E6%95%B7%E5%B8%82%E7%B2%92%E6%B1%9F/@34.5518294,133.7945785,15z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x3553fd0f5983380b:0x2b51aa55d4d0c370!2z44CSNzEwLTAxMzMg5bKh5bGx55yM5YCJ5pW35biC6Jek5oi455S66Jek5oi4!3b1!8m2!3d34.5560576!4d133.8219285!3m4!1s0x3553fd5bf89aeaed:0xb70d0a91b36b1ebb!8m2!3d34.5521427!4d133.7956291
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92710-0031+%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E5%80%89%E6%95%B7%E5%B8%82%E6%9C%89%E5%9F%8E/@34.5664425,133.7915141,15z/data=!4m5!3m4!1s0x3553fd787abd1007:0xc77b75eafb18ea2d!8m2!3d34.5740865!4d133.7992158


「
治
國

ち

こ

く

」
天
下
泰
平
の
江
戸
の
御
世
を
指
す
。 

「
强

き
や
う

戰
功
」「
こ
は
い
さ
を
し
」
と
訓
じ
た
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
他
の
「
戰
功
」
の
語
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
な
る
の
で
、
や
め
た
。 

「
大
石
氏
が
忠
死
」
赤
穂
浪
士
の
討
入
は
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
七
〇
三
年
一
月

三
十
日
。
木
導
が
亡
く
な
る
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
僅
か
二
十
年
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。 

「
氣
に
懸
ル

一
番
鑓
の
な
す
ひ
か
な
」「
氣
に
懸か

か

る
一
番
鑓
の
な
す
び
か
な
」
で
「
な
す
び
」
は
「
茄
子

な

す

び

」
で
、

一
番
鎗
で
捕
っ
た
敵
将
の
首
級
を
、
兜
が
つ
い
て
い
る
ま
ま
に
鎗
穂
に
ぶ
ら
下
げ
た
も
の
が
茄
子
に
似
て

い
る
か
ら
言
う
の
で
あ
ろ
う
。「
か
か
る
」
は
「
か
く
る
」
で
首
級
を
鎗
に
懸
け
る
意
を
掛
け
て
も
い
る
。

死
に
際
し
て
、
本
来
の
武
士
と
し
て
の
一
分
を
、
こ
の
辞
世
の
文
と
句
に
込
め
た
。 

「
享
保
八
年
癸
卯
六
月
廿
二
日
」「
癸
卯
」
は
「
み
づ
の
と
う
」。
木
導
逝
去
の
日
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦

一
七
二
三
年
七
月
二
十
三
日
。］ 

   

享
保
八
年
癸

卯

六
月
廿
二
日
阿
山
下
木
導
雅
父
生
年
五
十
八
歲
に
て
死
去
右
の
誹
書
一
卷
子
孫
へ
傳
へ
可
申

由
被
仰
置
候
間
相
認
申
者
也 

此
御
辭
世
は
後
に
書
記
ス

木
導
雅
伯
實
父
は
上
松
氏
三
代
目
の
次
男
に
て
直
江
氏
へ
養
子
に
來
三
代
目
の

家
督
ヲ

繼
名
乘
は
光
任ト

ウ

與
云 

右
は
年
月
ヲ

隔
候
得
は
知
れ
さ
る
ゆ
へ
に
み
づ
か
ら
書
記
ス 
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東 

吟 

堂 

虎 

風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

印 
 

 

印 

 

【
注
】「
東
吟
堂
虎
風
」。
木
導
を
呼
び
て
雅
父
と
稱
せ
り
。
實
子
に
や
、
女
婿
に
や
、
或
は
然
ら
ざ
る
に
や
、

詳
な
ら
ず
。
又
「
右
の
誹
書
一
卷
子
孫
へ
傳
へ
可
申
由
被
仰
置
候
間
相
認
申
者
也
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
句
集

は
虎
風
の
筆
錄
の
や
う
に
も
あ
れ
ど
、
又
「
此
御
辭
世
は
後
に
書
記
す…

…

右
は
年
月
を
隔
候
得
は
知
れ
さ

る
ゆ
へ
に
み
づ
か
ら
書
記
ス
」
と
あ
る
筆
蹟
と
發
句
の
筆
蹟
は
同
一
に
あ
ら
ず
。
木
導
辭
世
の
文
は
虎
風
筆

に
て
、
發
句
は
勇
水
筆
と
見
る
方
穩
當
か
と
思
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ゆ
へ
」
は
マ
マ
。
本
文
末
の
書
名
の
前
に
あ
る
印
の
囲
み
は
角
が
丸
い
。 

 

「
辭
世
」
と
同
じ
仕
儀
で
本
文
を
勝
手
に
書
き
代
え
て
み
る
。 

 
 

 

＊ 

享
保
八
年

癸
み
づ
の
と

卯う

六
月
廿
二
日
、
阿
山

あ

や

ま

下し
た

の
木
導
雅が

父ふ

、
生
年

し
や
う
ね
ん

五
十
八
歲
に
て
死
去
、
右
の
誹
書
一
卷
、
子

孫
へ
傳
へ
申
す
べ
き
由
、
仰
せ
ら
れ
置
き
候
ふ
間

あ
ひ
だ

、
相
ひ
認

し
た
た

め
申
す
者
な
り
。
此
の
御お

ん

辭
世
は
、
後
に
書

き
記
す
。
木
導
雅
伯
、
實
父
は
上
松
氏
三
代
目
の
次
男
に
て
、
直
江
氏
へ
養
子
に
來き

た

り
、
三
代
目
の
家
督
を

繼
ぎ
、
名
乘
り
は
光

く
わ
う

任と
う

と
云
ふ
。 

右
は
年
月
を
隔へ

だ

て
候

さ
ふ
ら

得え

ば
、
知
れ
ざ
る
ゆ
ゑ
に
、
み
づ
か
ら
書
き
記
す
。 

 
 

 

＊ 

「
雅
父
」
別
天
樓
の
「
東
吟
堂
虎
風
」（「
と
う
ぎ
ん
だ
う
こ
ふ
う
」
と
読
ん
で
お
く
）
の
注
で
も
ど
の
よ
う



な
人
物
か
を
探
り
得
て
い
な
い
。
さ
れ
ば
、
こ
の
「
父
」
は
実
の
父
ぐ
ら
い
な
年
齢
の
年
配
者
一
般
を
指
す

と
採
り
、
次
の
「
雅
伯
」
に
同
じ
い
謂
い
で
と
っ
て
お
く
。 

「
雅
伯
」
風
流
の
道
に
通
じ
た
人
を
敬
っ
て
呼
ぶ
語
で
、
こ
こ
は
人
名
の
下
に
付
け
て
接
尾
語
的
に
用
い
た

も
の
。］ 

   

阿
山
下
木
導
者
子

亞
父
也
其
爲
性
也
耽
勇
武
熟
技
藝
又
好
俳
諧
芭
蕉
翁
遊
于
門
深
探
本
源
廣
極
奧
旨
咏
春

風
之
絕
勝
稱
奇
異
之
逸
物
眞
積
力
久
獨
得
其
宗
一
日
語
予

曰
吾
累
年
所
吟
艸
稿
滿
筐
笥
徒
爲
鼠
窠
亦
不
傷

乎
投
之
予

使
執
筆
予

諾
而
猥
弗
厭
陋
才
句
々
輯
爲
册
傳
之
家
門
故
心
岡
知
攸
錯
矣
時
享
保
辛
卯
蕤
賓
上
澣
外

姪
功
氏
勇
水
書
於
千
樹
齋 

【
注
】「
亞
父
」。
父
に
亞
ぐ
義
、
こ
ゝ
に
て
は
叔
父
の
こ
と
に
用
ひ
た
の
で
あ
ら
う
。 

「
芭
蕉
翁
遊
于
門
」。
遊
二

于
芭
蕉
翁
之
門
一

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
原
本
の
ま
ゝ
に
て
は
、
芭
蕉
が
木
導
の

門
に
敎
を
受
け
た
や
う
に
聞
え
て
宜
し
か
ら
ず
。 

「
稱
奇
異
之
逸
物
」。
風
俗
文
選
に
も
此
の
如
く
あ
り
。 

「
鼠
窟
」。
鼠
の
巢
穴
。 

「
岡
知
攸
錯
」。
岡
は
罔
の
誤
。
罔
ㇾ
知
ㇾ
攸
ㇾ
錯
矣
な
り
。 

「
享
保
辛
卯
」。
享
保
に
は
辛
卯
の
干
支
な
し
。
原
本
に
は
龞
頭
に
「
享
保
癸
卯
」
と
い
ふ
帖
紙
あ
り
、
恐

ら
く
後
人
の
附
箋
で
あ
ら
う
。
癸
卯
は
享
保
八
年
で
、
木
導
逝
去
の
歲
に
當
る
。
理
は
當
に
然
る
べ
き
で
あ

る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
帖
紙
あ
り
」
は
行
末
で
句
読
点
が
な
い
が
、
お
か
し
い
の
で
こ
こ
は
読
点
と
し
た
。］ 

「
蕤
賓
」「
ス
ヰ
ヒ
ン
」
と
讀
む
。
陰
曆
五
月
の
異
名
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
ス
イ
ヒ
ン
」
で
よ
い
。］ 

「
外
姪
」。
妻
の
兄
弟
の
子
。 

「
功
氏
勇
水
」。
そ
の
傳
詳
で
な
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
前
に
仕
儀
で
書
き
代
え
て
み
る
。
私
の
読
解
力
の
無
さ
を
差
し
置
い
て
、
何
だ
が
、

こ
の
男
の
漢
文
、
何
だ
か
ヘ
ン
な
気
が
す
る
。 

 
 

 

＊ 

阿
山

あ

や

ま

下し
た

の
木も

く

導だ
う

子し

は
亞あ

父ほ

な
り
。
其
の

爲
ひ
と
と
な
り

・
性

し
や
う

や
、
勇
武
に
耽ふ

け

り
、
技
藝
に
熟

じ
ゆ
く

す
。
又
、
俳
諧
を
好
み
、

芭
蕉
翁
が
門
に
遊
び
、
本
源
を
深
く
探
り
、
廣
く
奧お

う

旨し

を
極
め
、
春
風

し
ゆ
ん
ぷ
う

の
絕
勝
を
咏え

い

じ
、
「
奇
異
の
逸
物

い
ち
も
つ

」

と
稱
さ
れ
、
眞

ま
こ
と

に
力
を
積
み
、
久
し
く
し
て
、
獨
り
、
其
の
宗

し
ゆ
う

を
得
た
り
。
一
日

い
ち
じ
つ

、
予
に
語
り
て
曰
は
く
、

「
吾
、
累
年
、
吟
ず
る
所
の
艸
稿
、
筐

き
や
う

笥し

に
滿
ち
、
徒

い
た
づ

ら
に
鼠そ

窠さ
う

と
爲な

る
。
亦
、
傷い

た

ま
ざ
ら
ん
か
」
と
、

之
れ
を
投
じ
、
予
に
筆
を
執
ら
し
め
ん
と
す
。
予
、
諾

う
べ
な

ひ
て
、
猥み

だ

り
に
厭い

と

は
ず
。
陋ろ

う

才さ
い

、
句
々
、
輯し

ふ

し
て
、

册
と
爲
し
、
之
れ
を
家
門
に
傳
ふ
。
故ゆ

ゑ

に
、
心
、
錯さ

く

せ
る
攸

と
こ
ろ

あ
り
て
、
知ち

に
罔く

ら

し
。
時
に
享
保
辛
卯

か
の
と
う 

蕤す
い

賓ひ
ん 

上

澣

じ
や
う
く
わ
ん

、
外が

い

姪て
つ 

功こ
う

氏し 

勇ゆ
う

水す
い

、
千
樹
齋

せ
ん
じ
ゆ
さ
い

に
て
書
す
。 

 
 

 

＊ 

「
宗
」
こ
こ
は
俳
諧
に
於
け
る
そ
の
核
心
の
意
。 

「
筐

き
や
う

笥し

」
現
代
仮
名
遣
「
き
ょ
う
し
」。
竹
で
編
ん
だ
籠
型
の
入
れ
物
。 



「
陋
才
」
元
は
見
識
の
狭
い
こ
と
を
指
す
が
、
こ
こ
は
自
称
の
卑
称
。 

「
輯
」
材
料
を
集
め
て
纏
め
る
こ
と
。 

「
故ゆ

ゑ

、
心
、
錯さ

く

せ
る
攸

と
こ
ろ

あ
り
て
、
知ち

に
罔く

ら

し
」
訓
読
自
体
が
よ
く
判
ら
ず
、
牽
強
付
会
し
て
ね
じ
曲
げ
て

無
理
矢
理
、
訓
じ
た
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。 

「
上

澣

じ
や
う
く
わ
ん

」
現
代
仮
名
遣
「
じ
ょ
う
か
ん
」
で
「
上
浣
」
と
も
書
き
、
十
月
上
旬
、
陰
暦
の
十
月
初
め
の
十

日
間
を
指
す
。 

「
千
樹
齋
」
不
詳
。
自
家
の
書
斎
の
号
か
。 

 

以
下
、
野
田
別
天
楼
の
「
開
題
」（
マ
マ
）
で
あ
る
が
、
途
中
に
引
く
句
な
ど
の
字
間
空
け
は
無
視
し
た
。

注
は
格
段
落
末
か
、
読
み
だ
け
の
場
合
は
文
中
に
挿
入
し
た
。
段
落
の
頭
の
字
空
け
が
な
い
は
マ
マ
で
あ

る
。］ 

    
 

 
 

 
 

水 
 

の  

音  

開  

題 
 

川
西
和
露
氏
藏
、
直
江
木
導
句
集
「
水
の
音
」
寫
本
壹
册
、
美
濃
紙
二
十
九
枚
、
内
に
白
紙
三
枚
あ
り
。
表

紙
の
中
央
に
、
金
紙
に
「
水
の
音
」
と
書
せ
る
題
簽
を
帖
す
。
載
す
る
と
こ
ろ
、
木
導
の
發
句
三
百
五
十
九
、

獨
吟
歌
仙
一
、
一
家
の
集
と
し
て
完
璧
に
近
き
も
の
で
あ
る
。
勇
水
の
跋
に
隨
へ
ば
、
木
導
多
年
吟
ず
る
と

こ
ろ
の
艸
稿
徒
ら
に
鼠
窠
と
な
ら
ん
こ
と
を
患
ひ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
れ
ひ
」。］
、
そ
の
外
姪
勇
水
に
筆

を
執
ら
し
め
、
輯
め
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
と
め
て
」。］
一
册
子
と
な
し
た
も
の
で
、
享
保
八
年
五
月

上
句
に
稿
を
脫
し
、
越
え
て
六
月
廿
二
日
に
木
導
は
遠
逝
し
た
の
で
あ
つ
た
。
木
導
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
こ

の
集
は
木
導
の
住
め
る
彦
根
の
阿
山
の
鎭
守
に
奉
納
し
た
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
發
句
の
四
季
群
類

を
分
た
ず
、
得
る
に
隨
ひ
て
筆
錄
し
た
も
の
ゝ
如
く
、
や
ゝ
蕪
雜
の
觀
を
呈
し
て
ゐ
る
の
は
、
或
は
木
導
の

病
重
き
を
加
へ
、
句
集
と
し
て
の
體
裁
を
整
へ
る
暇
な
く
、
倉
皇
稿
を
終
り
し
も
の
か
。
和
露
氏
藏
本
に
は
、

木
導
自
序
の
末
に
「
阿
山
下
」
と
刻
せ
る
陽
印
と
「
木
導
」
と
刻
せ
る
陰
印
を
押
捺
せ
る
よ
り
推
定
す
れ
ば
、

こ
の
書
或
は
勇
水
の
筆
錄
せ
る
稿
本
で
、
木
導
生
前
自
ら
捺
印
せ
し
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。。
そ
し
て
そ

の
序
文
と
發
句
が
同
一
人
の
筆
蹟
な
る
は
、
當
時
病
木
導
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
び
や
う
も
く
だ
う
」。］
自

ら
筆
を
執
り
て
序
文
を
書
す
る
能
は
ず
、
勇
水
に
命
じ
て
筆
寫
せ
し
め
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
卷
末
に

附
せ
る
木
導
の
辭
世
と
、
そ
の
來
由
を
書
せ
る
一
文
に
、
東
吟
堂
虎
風
の
筆
寫
す
る
と
こ
ろ
で
、
木
導
歿
後

に
加
へ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
自
分
は
信
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
集
に
從
來
未
だ
刊
行
さ
れ
た
こ
と

を
聞
か
ず
、
寫
本
と
し
て
傳
は
る
も
の
も
多
か
ら
ざ
る
べ
く
、
這
回
飜
刻
す
る
に
當
り
て
、
他
本
と
比
較
す

る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
川
西
和
露
」（
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
～
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
）
は
俳
人
。

兵
庫
県
神
戸
市
出
身
。
本
名
は
徳
三
郎
。
神
戸
商
業
卒
。
鉄
材
商
を
営
み
、
神
戸
市
議
と
な
っ
た
。
俳
句
は

河
東
碧
梧
桐
に
師
事
し
、
俳
誌
『
阿
蘭
陀
渡
』
を
創
刊
。
句
集
に
「
和
露
句
集
」（
六
冊
）
が
あ
る
。
俳
書

の
蒐
集
に
熱
心
で
、
そ
の
蒐
集
本
は
天
理
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
以
上
は
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
「2

0

世
紀
日
本
人
名
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
倉
皇
」（
さ
う
く
わ
う
（
そ
う
こ
う
））
は
「
蒼
惶
」
と
も
書
く
。
形
容
動
詞
タ
リ
活
用
で
「
慌
た
だ
し
い



さ
ま
」
を
謂
う
。 

「
這
回
」
音
だ
と
「
シ
ヤ
ク
ワ
イ
（
シ
ャ
カ
イ
）」
だ
が
、
こ
れ
で
「
こ
の
た
び
」
と
当
て
訓
す
る
。
同
義

の
「
這
般
」（
し
や
は
ん
（
し
ゃ
は
ん
））
が
よ
く
知
ら
れ
る
。「
這
」
は
中
国
語
の
俗
語
で
「
此
」（
こ
の
）

の
意
で
、「
這
般
」
は
「
こ
れ
ら
・
こ
の
辺
・
こ
の
た
び
」
今
般
」
の
意
で
、
通
常
、「
し
ゃ
は
ん
」
と
読
む

場
合
は
「
の
」
を
伴
っ
て
用
い
る
。］ 

『
水
の
音
』
と
い
ふ
題
號
は
木
導
の
發
句
「
春
風
や
麥
の
中
ゆ
く
水
の
昔
」
に
囚
ん
だ
も
の
で
、
こ
の
句
に

就
て
は
李
由
許
六
共
撰
の
『
宇
陀
の
法
師
』
に
「
景
曲
の
句
」
と
て
、 

 
 

 
 

春
風
や
麥
の
中
行
水
の
音 

 
 

 

木
導 

 

師
說
云
、
景
氣
の
句
、
歐
閒
容
易
に
す
る
以
の
外
の
事
也
。
大
事
の
物
也
。
連
歌
に
景
曲
と
云
。
い
に 

 

し
へ
の
宗
匠
ふ
か
く
つ
ゝ
し
み
、
一
代
一
兩
句
に
は
過
ず
。
景
氣
の
句
初
心
ま
ね
よ
き
故
、
深
く
い
ま 

 

し
め
り
。
誹
諧
は
連
歌
程
に
い
ま
ず
。
惣
別
景
氣
の
句
は
皆
ふ
る
し
。
一
句
の
曲
な
く
て
は
成
が
た
き 

 

故
、
つ
よ
く
い
ま
し
め
置
き
た
る
也
。
木
導
が
春
風
景
曲
第
一
の
句
也
。
後
代
手
本
た
る
べ
し
と
て
、
褒 

 

美
に
「
か
け
ろ
ふ
い
さ
む
花
の
糸
口
」
と
云
脇
し
て
送
ら
れ
た
り
。
平
句
同
前
也
。
歌
に
景
曲
は
見
樣
體 

 

に
屬
す
と
。
定
家
卿
も
の
給
ふ
也
。
寂
蓮
の
急
雨
、
定
賴
卿
の
宇
治
の
網
代
木
、
是
見
る
や
う
體
の
歌 

 

也
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
宇
陀
の
法
師
」
推
定
で
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）
年
刊
。 

「
體
」
は
二
箇
所
と
も
「
て
い
」
と
読
ん
で
お
く
。］ 

許
六
で
は
芭
蕉
の
說
と
し
て
、
こ
の
句
を
賞
揚
し
て
ゐ
る
、
か
や
う
に
當
時
名
聲
を
博
し
た
句
で
あ
る
か
ら
、

作
者
木
導
も
自
負
し
た
も
の
ゝ
如
く
、
こ
の
句
集
の
自
序
の
中
で
も
芭
蕉
の
說
を
引
き
「
小
松
生
ひ
な
で
し

こ
咲
る
い
は
ほ
哉
」
と
「
古
池
や
蛙
と
び
こ
む
水
の
音
」
と
木
導
の
「
麥
の
中
行
水
の
音
」
の
三
句
は
「
う

づ
れ
も
甲
乙
な
き
万
代
不
易
第
一
景
曲
玄
妙
の
三
句
也
」
と
得
意
の
聲
を
洩
ら
し
て
ゐ
る
。
か
く
句
集
の
標

題
に
ま
で
用
ひ
た
名
譽
の
こ
の
句
が
、
こ
の
句
集
の
中
に
載
錄
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
序

文
の
中
に
書
い
て
あ
る
か
ら
重
複
を
避
け
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
と
い
う
わ
け
で
本
電
子
化
で
は
冒
頭
の
私
の
注
の
中
で
最
初
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
］ 

「
木
導
者
江
州
龜
城
之
武
士
也
。
直
江
氏
、
自
號
二

阿
山
人
一

。
蕉
門
之
英
才
也
。
師
翁
稱
二

奇
異
逸
物
一

。」

と
許
六
の
風
俗
文
選
作
者
列
傳
に
記
し
て
ゐ
る
。
彥
根
城
は
金
龜
山
の
上
に
在
れ
ば
、
金
龜
城
と
稱
し
、
金

城
と
も
龜
域
と
も
呼
ば
れ
て
ゐ
た
。
木
導
は
許
六
と
同
じ
く
、
そ
の
彥
根
の
武
士
で
あ
つ
た
。
水
の
音
の
序

に
自
ら
記
し
て
「
は
せ
を
庵
の
松
の
扉
を
た
ゝ
き
、
翁
の
流
を
五
老
井
と
共
に
汲
つ
く
す
事
三
十
年
。」
と

言
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
序
は
享
保
八
年
に
書
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
。
そ
の
三
十
年
前
に
遡
れ
ば
、

元
祿
六
七
年
頃
に
當
り
、
芭
蕉
晚
年
の
入
門
で
あ
る
こ
ゝ
と
首
肯
さ
れ
る
。
計
六
の
歷
代
滑
稽
傳
に
「
芭
蕉

東
武
下
向
の
時
四
梅
廬
に
漂
泊
し
給
ふ
。
木
導
汶
村
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ぶ
ん
そ
ん
」。］
は
方
違
し
て
つ

ゐ
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
逢
は
ず
。
文
通
に
、
木
導
は
か
た
の
如
く
の
作
者
な
り
と
、
稱
美
あ
り
」。

と
い
へ
り
。
芭
蕉
が
幻
住
庵
を
出
て
京
津
の
間
を
逍
遙
し
、
孤
影
蕭
然
と
し
て
江
戶
に
向
つ
た
の
は
元
祿
四

年
の
冬
で
、
そ
の
途
す
が
ら
四
梅
廬
に
李
由
を
訪
づ
れ
て
、
し
ば
ら
く
卓
錫
し
た
。
そ
の
折
彥
根
附
近
の
俳

人
は
芭
蕉
の
謦
咳
に
接
し
た
こ
と
ゝ
思
は
れ
る
が
、
木
導
と
汶
村
は
何
れ
へ
か
行
違
つ
て
芭
蕉
に
面
晤
す

る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
、「
は
せ
を
庵
の
松
の
扉
を
た
ゝ
き
」
と
木
導
が
言
つ
て

ゐ
る
の
は
、
そ
の
後
江
戶
祗
役
の
際
に
深
川
の
庵
を
音
づ
れ
た
も
の
か
。
何
れ
に
し
て
も
木
導
が
芭
蕉
に
親

炙
し
た
の
は
、
元
緣
五
年
以
降
の
こ
と
で
木
導
の
句
が
七
部
集
に
載
錄
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
も
、
彼
が
芭
蕉



晚
年
の
入
門
で
あ
つ
て
、
炭
俵
撰
集
の
頃
に
は
ま
だ
頭
角
を
現
は
し
て
ゐ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
葎
甘

介
我
の
著
し
た
『
風
俗
文
選
犬
註
解
』
に
は
木
導
の
傳
譜
に
つ
い
て
は
何
等
記
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、 

 
 

 
 

春
風
や
麥
の
中
ゆ
く
水
の
昔 

 
 

 
 

 
 

此
句
始
は
上
の
五
言
「
姉
川
や
」
と
冠
し
た
り
。
翁
「
春
風
や
」
と
直
さ
れ
し
也
。
姉
川
は 

 
 

 
 

 
 

江
州
に
て
麥
に
よ
ろ
し
き
所
な
り
と
。 

と
い
ひ
、
又 

 
 

 
 

 
 

木
導
子
か
名
木
は
、
家
中
一
番
の
は
つ
さ
く
ら
な
り
。
春
每
に
花
見
の
席
を
ま
う
く
。 

 
 

 
 

指
折
の
こ
れ
や
家
中
の
は
つ
さ
く
ら 

 
 

 

許
六 

 
 

 
 

雛
賣
の
ほ
め
て
通
る
や
初
櫻 

 
 

 
 

子
供
君
の
客
あ
い
さ
つ
や
初
櫻 

と
あ
り
。
家
中
一
番
の
巨
櫻
樹
を
庭
園
内
に
有
し
て
ゐ
た
木
導
は
、
相
應
の
武
士
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
と
は

想
像
さ
れ
る
が
、
未
だ
文
獻
の
徵
す
べ
き
も
の
が
な
い
。『
水
の
音
』
の
卷
尾
に
あ
る
勇
水
の
記
に
よ
れ
ば
、

木
導
は
武
藝
に
熟
達
し
て
ゐ
た
眞
の
武
士
で
あ
つ
た
や
う
だ
。
東
吟
堂
虎
風
の
記
に
よ
れ
ば
、
木
導
は
本
姓

上
松
氏
で
、
直
江
氏
へ
養
子
に
來
て
家
督
を
繼
ぎ
、
名
は
光
任
と
い
ひ
、
享
保
八
年
六
月
二
十
二
日
、
五
十

八
歲
で
逝
去
し
た
の
で
あ
る
。
木
導
の
歿
年
に
就
い
て
は
他
書
見
る
所
な
く
、
虎
風
の
記
述
に
よ
つ
て
そ
の

缺
を
補
ふ
こ
と
は
、
木
導
の
爲
に
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
芭
蕉
晚
年
」
芭
蕉
は
元
禄
七
年
十
月
十
二
日
（
一
六
九
四
年
十
一
月
二
十
八
日
）
没

で
あ
る
か
ら
、
最
晩
年
と
言
っ
て
よ
い
。 

「
卓
錫
」「
た
く
し
や
く
」
（
た
く
し
ゃ
く
）
。
僧
形
の
芭
蕉
の
「
滞
在
」
を
錫

し
ゃ
く

杖
じ
ょ
う

を
机
上
に
置
く
と
譬
え

た
も
の
。 

「
謦
咳
」（
け
い
が
い
）「
に
接
」
す
る
は
、
尊
敬
す
る
人
に
直
接
話
を
聞
く
こ
と
、
お
目
に
か
か
る
の
意
。

「
謦
」「
咳
」
も
元
は
と
も
に
「
咳せ

き

」「
咳
払
い
」
の
意
。 

「
面
晤
」「
め
ん
ご
」
と
読
む
。
面
会
す
る
こ
と
。
面
会
し
て
話
し
合
う
こ
と
。「
晤
」
は
「
逢
う
・
向
い
合

う
」
や
「
打
ち
解
け
る
」
の
意
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
親
し
く
対
座
し
て
語
り
合
う
と
い
う
謂
い
で
よ
い
。 

「
祗
役
」「
し
え
き
」。
主
君
の
下
で
勤
務
す
る
こ
と
。
因
み
に
当
時
の
彦
根
藩
主
は
第
四
代
藩
主
及
び
第
七

代
藩
主
で
あ
っ
た
井
伊
直な

お

興お
き

で
あ
る
。 

「
葎
甘
介
我
」（
り
っ
か
ん 

か
い
が 

生
没
年
未
詳
）
江
戸
中
・
後
期
の
俳
人
。
岩
波
午
心
に
師
事
し
た
。

芭
蕉
門
下
の
俳
人
佐
保
介
我
の
子
孫
で
、
七
世
介
我
を
継
い
だ
。「
風
俗
文
選
犬
註
解
」
は
蕉
門
の
俳
文
集

に
注
釈
や
絵
図
を
加
え
た
も
の
で
、
ヒ
ッ
ト
し
、
版
を
重
ね
た
。 

「
姉
川
」
琵
琶
湖
の
北
東
岸
を
流
れ
る
姉
川
の
流
域
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
］ 

風
俗
文
選
に
、
木
導
の
「
出
女
說
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
で
を
ん
な
の
せ
つ
」。］
及
び
「
天
狗
辯
」［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
て
ん
ぐ
の
べ
ん
」。］
が
あ
る
。
出
女
說
は
「
爰
に
道
人
が
ゝ
り
の
遊
君
あ
り
て
に
人
の
魂
を

と
ら
か
す
意
氣
張
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
い
き
は
り
」、］
も
見
え
ず
。
ま
し
て
歌
よ
む
程
の
戀
に
て
も
な
し
。

た
ゞ
物
く
ひ
酒
の
み
、
言
語
進
退
の
や
す
き
事
は
、
か
り
に
和
光
同
塵
の
姿
を
あ
ら
は
し
、
慈
悲
第
一
の
出

女
と
は
い
ふ
な
り
け
り
」
と
。
彼
が
士
分
の
身
な
る
に
拘
は
ら
ず
、
世
情
に
通
じ
俗
風
に
明
な
る
は
、
驚
く

ば
か
り
で
あ
る
。
天
狗
辯
に
至
り
て
は
、
瓢
逸
の
想
輕
妙
の
筆
、
巧
に
諷
刺
し
て
人
の
膓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
は
ら
わ
た
」。］
を
寒
か
ら
し
む
。
後
の
也
有
の
俳
文
は
、
こ
の
天
狗
抑
の
筆
致
の
流
を
汲
む
も
の
と
い
ふ

べ
き
か
。
そ
の
文
、 

https://www.google.com/maps/search/%E5%A7%89%E5%B7%9D/@35.4179536,136.2859986,11.5z


 
萬
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
よ
ろ
づ
」。］
の
形
あ
る
物
、
い
づ
れ
か
畫
圖
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ぐ
わ
と
」。］ 

 
に
う
つ
さ
れ
ぬ
物
は
あ
ら
じ
。
さ
れ
ど
眞
向
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
む
き
」。］
の
天
狗
ば
か
り
に
な
る 

 

ま
じ
と
て
、
繪
か
く
人
は
常
に
笑
ひ
侍
り
け
り
。
い
か
に
ぞ
や
、
天
狗
し
り
の
古
法
眼
も
、
正
面
の
鼻
に 

 

は
こ
ま
り
ぬ
ら
ん
。
此
も
の
神
祇
釋
敎
に
も
あ
ら
ず
、
人
倫
生
類
の
部
を
の
が
れ
て
、
俳
諧
の
梢
に
は
よ 

 

き
道
具
な
ら
む
。
世
の
人
の
我
慢
增
長
す
れ
ば
鼻
に
あ
ら
は
れ
、
天
狗
と
な
り
て
杉
の
梢
に
居
を
卜
め 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
め
」。］、
愛
宕
高
雄
の
山
住
を
好
み
、
都
の
秋
の
な
つ
か
し
と
や
、
う
き
世
の
嵯 

 

峨
の
あ
た
り
近
き
、
嵐
の
山
の
夜
あ
ら
し
に
、
木
の
葉
天
狗
ぞ
さ
そ
は
る
ゝ
。
又
は
大
峰
か
つ
ら
ぎ
や
、 

 

高
間
の
山
の
花
ざ
か
り
、
富
士
の
高
根
に
ね
ふ
り
て
は
、
月
雪
の
ふ
る
里
を
わ
す
れ
た
る
、
浮
世
の
さ
ま 

 

ぞ
あ
は
れ
な
る
。
さ
れ
ど
名
歌
な 

 

ど
よ
む
べ
き
顏
に
も
あ
ら
ず
。
か
の
里
も
出
か
は
り
や
あ
り
け
む
。
虛
氣
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
う
つ
け
」。］ 

 

た
る
を
た
ぶ
ら
か
し
、
嫁
取
も
せ
ぬ
宿
に
礫
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
ぶ
て
」。］
を
打
か
け
、
火
事 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
ご
と
」。］
を
す
か
れ
た
る
こ
そ
う
る
さ
け
れ
。
か
ゝ
る
境
界
に
も
何
の
奢
か
あ 

 

り
て
、
無
盡
の
沙
汰
に
は
及
び
、
天
狗
賴
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
の
も
し
」］
と
人
に
は
い
は
れ
、
弦 

 

め
そ
の
一
座
に
つ
ら
な
り
、
六
波
羅
の
酒
盛
は
、
醉
狂
ひ
の
擧
句
と
い
ぶ
か
し
。
う
る
さ
き
顏
に
て
も
花 

 

の
都
人
を
戀
そ
め
、
牛
若
殿
に
浮
名
を
な
が
し
、
心
中
の
し
る
し
に
や
爪
を
は
な
し
、
果
は
竹
生
島
に
送 

 

ら
れ
て
た
か
ら
物
の
數
に
は
入
り
ぬ
。
あ
る
人
洛
の
大
儒
に
天
狗
を
問
ふ
。
こ
れ
深
山
幽
谷
の
い
き
れ
よ 

 

り
か
ゝ
る
變
異
は
生
ず
る
也
。
何
の
怪
と
す
る
に
た
ら
ん
と
。
さ
れ
ば
天
狗
を
山
谷
の
い
き
れ
と
い
は
ゞ
、 

 

麟
鳳
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
り
ん
ほ
う
」。］
は
聖
人
の
い
き
れ
な
ら
ん
。
尾
長
虫
は
糞
土
の
い
き
れ
に
し 

 

て
、
虱
に
乞
食
の
い
き
れ
な
る
事
慥
な
る
べ
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
木
導
の
「
天
狗
ノ

辯
」
の
全
篇
で
あ
る
。
私
は
先
の
「
出
女
ノ

說
」
と
こ
の
二
篇

を
、
将
来
、
ち
ゃ
ん
と
電
子
化
注
し
た
く
思
っ
て
い
る
。
さ
れ
ば
、
二
つ
だ
け
の
注
で
終
わ
ら
せ
た
い
。 

「
弦
め
そ
」
こ
れ
は
「
つ
る
め
そ
」
と
読
み
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
京
都
の
清
水
坂
や
建

仁
寺
の
附
近
に
集
住
し
た
賤
民
の
一
種
の
差
別
呼
称
で
あ
る
。
本
来
の
名
称
は
や
は
り
差
別
呼
称
で
「
犬い

ぬ

神
人

じ

に

ん

」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
、
祇
園
社

ぎ

お

ん
し

ゃ

（
八
坂
神
社
）
に
隷
属
す
る
、
最
下
級
の
神
職
で
あ
る
「
神
人

じ

に

ん

」（
こ

れ
も
差
別
呼
称
で
あ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
）
と
し
て
、
境
内
地
や
墓
所
な
ど
の
清
掃
、
祇
園
御
霊
会

ご

り

ょ
う

え

（
祇

園
祭
）
の
際
の
神
幸
の
警
護
、
神
幸
路
の
清
め
な
ど
を
主
な
任
務
に
す
る
と
と
も
に
、
特
に
中
世
に
於
い
て

は
比
叡
山
延
暦
寺
の
末
社
で
あ
っ
た
祇
園
社
の
軍
事
的
・
警
察
的
組
織
の
主
要
な
一
部
を
構
成
し
て
縦
横

に
活
躍
し
た
集
団
を
指
す
語
で
あ
る
。 

「
高
間
」「
た
か
ま
」
で
、
現
在
の
大
阪
府
と
奈
良
県
の
境
に
あ
る
金
剛
山
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー

タ
）
の
別
称
で
、
金
剛
山
地
の
主
峰
。
標
高
千
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
。
山
頂
に
金
剛
山
転
法
輪
寺
、
西
麓
に

は
、
か
の
千
早
城
跡
が
あ
る
。
修
験
道
の
山
と
し
て
知
ら
れ
る
。］ 

水
の
音
解
說
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
既
に
注
し
た
通
り
、
こ
こ
以
下
に
あ
る
（
始
ま
り
は
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ
後
ろ
か
ら
四
行
目

か
ら
始
ま
り
、
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ
六
行
目
で
終
わ
る
、
約
十
ペ
ー
ジ
弱
分
）
別
天
樓
氏
の
手
に
な
る
各
個
の

解
説
注
記
は
総
て
を
各
個
の
パ
ー
ト
に
移
し
て
、
既
に
読
者
の
便
に
供
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。］ 

 

本
飜
刻
は
な
る
べ
く
原
本
の
體
裁
を
保
持
す
る
こ
と
に
注
意
し
、
假
名
遣
の
誤
謬
、
文
法
の
破
格
も
一
切
訂

https://www.google.com/maps/place/%E9%87%91%E5%89%9B%E5%B1%B1/@34.4193312,135.4432726,11z/data=!4m5!3m4!1s0x6006d49c2199fe13:0xa1900a3dc67a577a!8m2!3d34.419491!4d135.6729094
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1018388/32
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1018388/37


正
せ
ず
、
文
字
魯
魚
の
誤
も
元
の
ま
ゝ
と
し
、
開
題
中
に
於
て
註
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
濁
點
も
原
本
に
附

し
て
あ
る
も
の
ゝ
ほ
か
は
、
一
切
之
を
施
さ
ざ
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 

大
正
十
五
年
五
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

野
田
別
天
樓 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
魯
魚
の
誤
」「
ろ
ぎ
よ
の
あ
や
ま
り
」。「
烏う

焉え
ん

馬ま

の
誤
り
」
が
よ
く
知
ら
れ
る
。「
魯
」

と
「
魚
」
は
孰
れ
も
字
形
が
似
通
っ
て
お
り
、
草
書
な
ど
で
は
特
に
し
ば
し
ば
誤
り
易
い
と
こ
ろ
か
ら
、
似

た
別
字
と
の
文
字
の
誤
り
を
言
う
語
。 

「
大
正
十
五
年
」
一
九
二
六
年
。
こ
の
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
に
大
正
天
皇
が
四
十
七
歳
で
崩
御
、

皇
太
子
裕
仁
親
王
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
践
祚
し
、
昭
和
に
改
元
し
た
。］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、「
附
錄
」
と
称
し
た
本
「
蕉
門
珍
書
百
種
」
叢
書
関
連
の
追
記
記
事
が
八
ペ
ー

ジ
に
亙
っ
て
続
く
が
、
本
「
水
の
音
」
と
は
全
く
関
係
が
な
い
の
で
省
略
し
た
。
そ
の
後
に
奥
附
が
あ
る
が
、

リ
ン
ク
で
済
ま
せ
る
。
そ
の
後
に
も
広
告
が
延
々
と
続
く
が
、
無
論
、
そ
れ
も
省
略
し
た
。 

  

な
お
、
本
電
子
化
注
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に
私
が
作
成
し
た
電
子
テ
ク
ス
ト
の
中
で
は
、
最
も
手
を
掛
け

た
作
物
（
ま
る
三
日
間
を
こ
の
た
め
だ
け
に
費
や
し
た
点
で
特
異
点
で
あ
る
）
の
一
つ
と
な
っ
た
。］ 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1018388/42

